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第 1 章　研究の┠的と方ἲ

➨ 1❶　研究の┠的と᪉ἲ

　本章では、研究の⫼ᬒと┠的、研究体のᯟ組みを示すことを┠的としており、研究の⫼ᬒ、研究

の┠的、本研究における用ㄒのᐃ義、研究方ἲと置付けについて㏙る。

1-1. 研究の⫼ᬒ

本研究は、病院を利用する患者やそこでാく医療スタッフのストࣞス㍍ῶ及ࡧ療養環境のྥ上を┠

指すためのアート活動における運用体制を対㇟とするものである。筆者は 2011 年から 26 ௳の病院で

アートを導入するࣉロジ࢙クトにᦠってきた文 1-1）が、実現の過程で様々な課題があることを知った。

一方、この分野の先進国である英国は、病院のアート活動を国家が᥎ዡし文 1-2）、支援体制を整えて

いる。その活動は Art in Hearth ὀ 1-1）（௨後 AIH）とばれ、組織的かつ継続的な運用を行なっている。

その⤖ᯝ、患者の患の早期回や投⸆㔞のῶᑡなど医療㈝の๐ῶに㈉⊩している。㉸高㱋社会に✺

入した日本においても医療㈝の๐ῶのみならࡎ療養環境をᨵၿすく、病院におけるアート活動の

実にむけた運用体制の᳨ウがồめられている。

1-1-1.　ⴭ⪅の活動

筆者は 2011 年から 10 年間病院におけるアート活動にᦠわり、依頼者（医療施設）やඹ同制作者（設

計者）とデザインの方㔪や進め方を協㆟し、依頼者・ඹ同制作者らと参加をᕼᮃする᭷ᚿの学生（毎

回␗なるメンࣂー）との調整役としてだけでなく、デザインをᥦし、࣡ークショッࣉを画するな

どの活動を行なってきた。筆者はこれまでに 26 ௳でアート活動の導入に関わってきた（表 1-1) がそ

の後、同一施設での継続的なアート活動に⧅がった事例はごくᑡᩘである。病院と継続的に関わりあ

い活動していくことは㞴しく、アート活動を支える運用体制が整っていないことが原ᅉではないかと

いうၥ題意識をᣢった。

まࡎⴭ者の実践において導入と継続にᚲせな運用体制の課題をᢕᥱするᚲせがある。

⾲ 1-1  ⴭ⪅ࡀ関ࡗࢃたࢺ࣮活動のᐇ㊶୍ぴ
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1-1-2.　᪥ᮏにおける病院࡛のࢺ࣮活動

一⯡に日本では病院におけるアート活動はホスピタルアートとばれている。その他のࡧ方とし

て、病院におけるアート活動、ヒーリングアートやホスピタリティ・アート、アート・イン・ホスピ

タル、ヘルスケアアートなどᅋ体や組織によりᚤጁな┠的や考え方の㐪いからさまざまに⛠されて

いる。そのような⫼ᬒを㋃まえて本研究では病院という≉ᐃの場所に╔┠し、その活動を「病院にお

けるアート活動」とする。

日本の病院において絵画や真などのアート作品のᒎ示やᴦჾの演ዌなど一⯡的に行われている。

それらは病院のẅఆとした空間をከᑡなりともらげようとする施設の㓄៖であࢁう。㏆年ではそれ

らの活動に加え、壁画などのアートやインテリアデザインにより病院の࢞ࢿティࣈなイメージをᡶᣔ

するような事例が見ཷけられるようになった。これらの病院における療養環境に㓄៖したアートやデ

ザインは患者のストࣞスを㍍ῶし、Ẽを⣮らわせるຠᯝが期ᚅできる。

日本での医療は、古くから₎方医学を主体に療が行われてきたが、明⥔新と前後して現ᅾの

病院の前身となる施設が建築された。明ᨻᗓはすὒ医学の普及のために医ᖌの⫱成をᛴົとし、東

ி大学医学部の前身である東ி医学校と病院が、1876 年に⛣㌿新築された文 1-3）。すὒでは人々を収ᐜ

し┳護する場にデ療ᶵ能が付加されて病院ができたのに対して、日本では医ᖌの養成・仕事の場に患

者を収ᐜする形の経過を経たためにデ療ᶵ能重視のഴྥが強く「療養の場」ではなく「療工場」の

ような様┦になったといわれている文 1-4）。

　その後、ⓑい無ᶵ㉁な医療空間に絵画やアート作品が㣭られるようになり、院長のコࣞクショ

ンやᆅඖの作家の描いた作品が病院にᐤ付されᒎ示されるようになった。それらの絵画はᚲࡎしも病

院に㣭るために描かれたものではなく、ಖ管やᒎ示場所、管理のၥ題から一部の病院ではᢅいにᅔっ

ている≧ἣもある文 1-5）。そして、1990 年㡭より療養環境に対する関心が高まり、英国やḢ⡿の先進

的な事例から影㡪をཷけつつ、≉に小児医療施設において先行して療養環境に㓄៖した空間がつくら

れるようになるὀ 1-2）。その後、ᑡᩘではあるが病院にアートࢿ࣐ージャー（௨後 AM ）がᅾ㥔しアー

トによる様々なၥ題ゎ決がなされるような事例も見ཷけられるようになったὀ 1-3） 。
日本は㉸高㱋社会に✺入し、高㱋化⋡が今後上᪼する見込み ( 図 1-1) で、ᮍ来の医療㈝のቑ大が

課題となっている文 1-6)。そのような≧ἣで日本においても英国のようにアート活動による健康への関

が国の方㔪となる可能性もあり、その分野の発ᒎがồめられている。　

図 1-1  㧗㱋⋡の᥎⛣
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1-1-3.　ⱥᅜにおける病院࡛のࢺ࣮活動

病院におけるアート活動の分野は⡿国や英国、北Ḣ、ᕞ、Ḣᕞなどで活発に行われており、世

界各ᆅで様々な活動がなされている。≉に英国では国家の᥎ዡのもと組織的かつ継続的な活動が行わ

れている。そしてそのᅵྎにはアート活動を支える運用体制が整っているからであるといえる。英国

の医療制ᗘは主に国Ẹಖ㝤ࢧービス（ National Health Service、௨後 NHS）によって⛯㔠を原資とし

たබ㈝で㈥われ文 1-7)、その予⟬がษ㏕している現≧がある文 1-8)。国Ẹの心身の健康とウ࢙ルビーイン

グをྥ上させるためにアートを活用し、ᑗ来の医療㈝をᢚえようとヨ⟬している文 1-2)。

英国で病院における環境に意識がྥけられたのは 19 世紀に活㌍した F lorence Nightingale からであ

る。ዪẶはクリミア戦தでの野戦病院の体験から病棟の療養環境と管理システムの重せ性をᥦၐし文

1-9）、療養環境に対しての意識の礎を築いた。20 世紀に入り第一ḟ世界大戦のᜍᛧにより芸術品や建

築的㣭よりも「⮫ᗋ」がඃ先されるようになり、ởれを発見しやすいᶵ能的な 㺀ⓑい 㺁病院がㄌ生

することとなり文 1-10）、病院がẅఆとした༳㇟をえるに至った。その後、第 2 ḟ世界大戦でከくの

㈇യ者を収ᐜした㌷事病院では入院患者の៘Ᏻのためにᴦჾの演ዌが㛤ጞされ文 1-11）、療養環境に対

する意識がࡧ高まっていった。1959 年には Paintings in Hospitals が設立され、国立⚄経外⛉病院の

ᚅྜ室、ᗯୗ、病棟に当時活㌍していたアーティストによる作品をᒎ示し、絵画によって患者を⒵そ

うという活動を㛤ጞし文 1-12）、1974 年には M anchester Hospital で、イࢠリス初の⥲ྜ的な Arts Proj ect
が㛤ጞされ、医療分野においてࢲンスや㡢ᴦなど⥲ྜ的なアートが戦␎的に用いられるようになった
文 1-13）。1979 年に、チャリティᅋ体 The K ing' s F und はロンドンのබ立病院の壁画を描くためにⱝᡭア

ーティストにጤクする Art in Hospitals ス࢟ームが設立され文 1-14）、組織的なアート活動の運用体制が整

っていった。

　その後、アートと健康が⤖ࡧついた活動はᗈがりをみせる一方でそのຠᯝについて⛉学的調査

も行われた。その⤖ᯝ、入院日ᩘの▷⦰、⸆用㔞のῶᑡなど様々なຠᯝがド明された 文 1-15）。こ

れらのエビデンスを基に、NHS が戦␎的に AIH を活用するὶれとなった。

　英国ಖ健┬が 2007 年に発表した芸術・健康࣡ー࢟ンググルーࣉの調査文 1-2）ὀ 1-4）では、「アート

は支援スタッフをྵむ健康、医療ᥦ供およࡧヘルスケア環境に可Ḟで☜ᅛたるものとして認識され

るきもの」とし、AIH という概念が医療ᚑ事者、患者、アーティスト、ᨻ⟇立者、さらにはᗈ⠊

ᅖなコミュニティの間で認知、ඹ᭷されている≧ἣがある。
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アートをᡭἲとして用いるクリエイティࣈな活動⯡を指す。

絵画・彫刻・工芸・書などの作品ᒎ示や設置作品などのᒎ示系。壁画・

壁㠃立体・ࣉリント壁⣬・ࢧイン計画などの建築付㝶系。絵本、ロ࣐ࢦ

ーク、≀品デザインなどの環境構成系。ࢲンス、㡢ᴦ演ዌなどのࣃフォ

ー࣐ンス系でᤊえていく（図 1-2）  。ただし、療を┠的としたアート

セラピーの分野は㝖く。

芸術・文化活動と病院をつなぐためのᴗົをする人。時に実践者や大学

の教員、病院職員がව௵する場ྜがある。本文中では病院 AM とする。

ᅋ体・組織によりアートディࣞクターやアートコーディࢿーターという

⛠する場ྜもあるが、本論では病院 AM というㄒで⤫一する。

病院におけるアート活動において⇕い⇕意と行動力をᣢつ人。さまざま

な立場の人材が࢟ーࣃーࢯンとなる。本論文中は K P とする。

(1) アート活動・・・・・

(2) 病院 Art M anager・・・

　　

(3) ・・・・ンࢯーࣃー࢟

1-2. 研究の┠的

　௨上を㋃まえ、本研究は日本の病院におけるアート活動の運用体制を整備するために、アート活動

の実践およࡧ日本と英国の病院における運用体制の実態を㋃まえ、導入と継続におけるせ௳を導き出

すことを┠的とする。

　運用体制については実践を通じて重せとしてきた 1) 人的体制（アート活動への理ゎ、人材、組織）、2）
活動ෆᐜ（活動の✀㢮、調査活動など）、3）活動資㔠（資㔠のὶれ、資㔠調達）の 3 側㠃から考察す

る。また、病院ෆ部の体制࡙くりと外部の協力体制を一体的にᤊえ、導入前後の時間的経過の側㠃や

その後の継続を連続的にᢕᥱするものである。

　本研究は病院におけるアート活動がᗈく導入されるため、継続的な運用に⧅がるための運用体制の

せ௳をᢳ出することを┠的とする。

1-3. 研究のᑐ㇟⠊ᅖと用ㄒのᐃ⩏

　本論文では調査や実践の対㇟を病院とし、そこで実施されるアート活動を対㇟としている。本論文で用する

用ㄒを௨ୗにᐃ義する。

లࣔܥ

ܥஙਵݐ ܥߏڥ

ύϑΥʔϚϯεܥ

ֆըɾூࠁ
ɾॻɾՖܳ
ͳͲͷలࣔ

ϩΰσβΠϯɾ
XFC σβΠϯɾ
ϓϩμΫτɾ
ֆຊͳͲ

นըɾนࢴɾ
ΧοςΟϯάγʔτ
αΠϯܭըɾՈ۩
ɹɹͳͲ

Իָԋɾμϯε
ϚδοΫɾΫϥϯ
ɹɹɹͳͲ

図 活動のᴫᛕ図ࢺ࣮  1-2
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1-�. 研究の᪉ἲとᵓᡂ

　本研究は、病院におけるアート活動の導入及ࡧ継続のためのせ௳を導くために௨ୗの 3 つの段㝵で

研究を進めた。

ステッ１ࣉ：アート活動の実践を通じて運用体制の整理と課題をᢕᥱする。

ステッࣉ㸰：国ෆの国調査から運用体制をᢕᥱし課題とせ௳をᢳ出する。

ステッ３ࣉ：英国の運用体制をᢕᥱし日本とẚ㍑する。

　本論文は、 6 章で構成する（図 1-3）。
　1 章で研究の概せを記㏙し、2 章ではアート活動の導入タイࣉ・対㇟・ᡭἲの␗なる 3 つの実践例か

ら、実践を通した運用体制と課題を整理する（ステッ１ࣉ）。

　3 章で国の病院におけるアート活動の運用体制の現≧と課題を 2 回の国的調査から明らかとし

ていく。4 章で国ෆのアート活動を導入・継続している病院と外部協力者への調査と国ෆの病院 AM
へのインタビュー調査から運用体制のᢕᥱと運用のせ௳を⤠り込んだ（ステッࣉ㸰）。

　5 章では英国の病院におけるアート活動の実態を、ウࣈ࢙調査、病院視察調査、インタビュー調査

からᢕᥱし、日本の体制との㐪いをẚ㍑していく（ステッ３ࣉ）。

　6 章でこれらを㋃まえ病院ෆ外の人的体制、活動ෆᐜ、活動資㔠についてのせ௳をまとめていく。

図 1-3　ㄽᩥのᵓᡂ
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第 1 章　研究の┠的と方ἲ

1-�. 研究の位置付け

　᪤ 研究の᳨⣴にあたっては、日本ㄒの文⊩については Cinii を、英ㄒの文⊩については PubM ed
を用いた (2018 年 2 月 16 日現ᅾ )。日本ㄒ文⊩の᳨⣴࣡ードは、ホスピタルアート、病院、芸術、英

国、イࢠリス、アートを組みྜわせて᳨⣴した。英ㄒ文⊩の᳨⣴࣡ードは、AIH、Art in hospital、art 
w ellbeing、hospital art m anager である。

　日本では、病院におけるアート活動は 2000 年ごࢁから研究されጞめ、デザイン学と建築学分野を

中心に┳護学、医療Ᏻ、⨾学、芸術療ἲの分野に及ࡪ。᪤ 研究には①実践の報告、ղ実践のຠᯝ・

ホ౯、ճ英国の病院でのアート活動の実態ᢕᥱ、մ日本の病院におけるアート活動のᢕᥱ、յ活動の

継続性の 5 つ࢝テࢦリが認められる。

ձᐇ㊶のሗ࿌

　病院におけるアート活動に関連する調査をకわない実践の報告はከᩘある。そのከくが芸術系大学

と付ᒓ病院という関ಀの中でアート活動を行っている。その他にはアーティストや建築家、病院関ಀ

者によるアート活動の報告がなされている。それらは 2000 年ごࢁからᚎ々に報告されきており、山

ᓮら（2006）文 1-16）の日の出ࣨୣ病院でアーティスト集ᅋによるの取り組みや、田上ら (2008) 文 1-17）の

家ලデザインの報告、ⶈ見ら（2008, 2009 文 1-18）, 2011, 2012）⟃Ἴ大学は⟃Ἴ大学付ᒓ病院での授ᴗの

一環としたデザイン活動の報告、高ᶫら (2011) 文 1-19）やஂಖら (2012) 文 1-20）は病院におけるアークショッ

のᡭἲを報告しており、小ᓠ・㔠・ᒾ田・㈅ᓥ・༑ᔒらࣉ (2013 文 1-21）, 2014) が⟃Ἴメディ࢝ルセンター

病院のᚅྜのデザイン、㔠ら (2014) 文 1-22）はࢧイン計画の活動を報告している。三ᾆ（2013）文 1-23）の

㔠ἑ⨾術工芸大学の取り組みは病院と自体と大学が協ാしている事例で、ୗ山（2010）文 1-24）、松

Ọ（2011）文 1-25）、℈野ら （2012）文 1-26）、ᒾ⸨ら（2013）文 1-27）、小川ら（2016）文 1-28）、小ᶫ（2017）文

⾲ 1-1 ᐇ㊶のሗ࿌に関ࡍるᩥ⊩୍ぴ
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1-29）、ᴋ田ら（2017）文 1-30）、ᅵ屋ら（2018）文 1-31）、ྜ田ら（2019）文 1-32）はそれࡒれ所ᒓする大学と病

院が連ᦠしたアート活動の実践報告がなされている。リム࣎ン（2016）文 1-33）や三ᾆ（2018）文 1-34）の

事例では病院病院 AM とともに病院を新築して行く過程が報告され、それࡒれ日本における先進的

な事例を知ることができる。

ղᐇ㊶のຠᯝ࣭ホ౯

　アート活動のຠᯝに関しては、日本では①実践と同様に 2000 年ごࢁから研究されるようになって

きた。山野（2000）文 1-35）が⨾術大学と病院が連ᦠしてアート作品のᒎ示を行い、設置場所や༳㇟を

調査している。ᆏᡞら（2001) 文 1-36）、鈴木ら (2008) 文 1-37）、ᒸᗞら (2014) 文 1-38）は、小児の療養環境にとっ

てインテリアデザインの利用者ホ౯を行なった。山口ら（2004）文 1-39）小児病棟における様々なアー

ト活動に対して、ࢼラティࣈな視点からその役と意義を示した。

　患者の症≧のᨵၿなどの医療へのエビデンスとしてⲨ木ら（2004）文 1-40）は芸術療ἲの実践から心

ᅉ性発⇕のᨵၿが報告された。

　ྜྷᒸ（2011 文 1-41）,2012 文 1-42））は患者の㚷㈹行動と༳㇟のホ౯を調査することでアート活動の᭷ຠ性

を示၀している。ᒾ田ら (2016 文 1-43）,2017 文 1-44）) は病院職員とアートの作りᡭとの協ാ関ಀを築く先

行事例を一✀の社会実験としてとらえ、職員参加の視点からアート活動をホ౯したうえで、病院にお

けるアート活動の導入のࣉロセスのあり方を明らかにした。古川ら（2009）文 1-45）、ⓑ▼ら（2015）文

⾲ 1-2 ᐇ㊶のຠᯝ࣭ホ౯に関ࡍるᩥ⊩୍ぴ



- 9 -

第 1 章　研究の┠的と方ἲ

1-46）、一㘵田（2017）文 1-47）ྜྷᒸら（2017）文 1-48）は大学と大学付ᒓの病院、もしくは㏆㞄の病院でアー

ト活動の実践とそのຠᯝについて報告されている。また、室野 (2019) 文 1-49）は作ᴗ療ἲにおけるアー

トの実践と役を示した。

　一方で海外に┠をྥけると、アート活動のຠᯝに関してከᩘの研究がある。௦表的なものをあげる

と Ulrich(1984) 文 1-50）は自↛を═めることができる❆の᭷無で病≧の回に㐪いがあることをド明し、

環境が療にも影㡪をえる可能性が示された。Scher ら（2000）文 1-51）はエクセター病院でのアート

クトの様々なຠᯝをド明し、Winds࢙ロジࣉ or（2004）文 1-52）は参加型࣡ークショッࣉの参加᭷無で健

康に関する自己ุ断に㐪いが生まれると⤖論࡙けた。Staricoff ら（2005）文 1-53）は CWH での視ぬ芸術

とࣃフォーミングアーࢶのຠᯝをド明、L i ら（2021）文 1-54）はアーティストインࣞジデンスのຠᯝを

明らかとしているが、 L ankston ら（2010）文 1-55）は病院ෆのアートは一⯡的に患者とスタッフの両方

にዲ意的にཷけṆめられているが、エビデンスの㉁は一様に高いものではないと指している。

　

ճⱥᅜの病院࡛のࢺ࣮活動のᐇែᢕᥱ

　英国の病院でのアート活動の実態ᢕᥱに関する分野の研究の中で、英国の医療体制に関して᳃

（2007）文 1-56）は NHS の変㑄をᨻᶒのᢸいᡭごとに分ᯒし NHS の㈈ᨻ的な課題を示した。▼井・ᒾ

ᓮ (2011) 文 1-57）は⥳化という視点から英国と日本の病院のṔྐを整理し環境整備の重せ性を示၀した。

英国の実態から日本に視点をྥけている研究として、ቑ山（2001）文 1-58）は日英の文化ᨻ⟇における

コミュニティ・アートのᚲせ性を示し、᳃口ら（2014）文 1-59）は英国における Arts for health の概せを

ᤊえつつ日本の病院における実践と意義を示し、早川 (2019) 文 1-60）は英国の病院のṔྐをまとめつつ

⨾術理論に基࡙いたアート活動の意義を日本の事例から考察している。英国のල体的な事例研究とし

てᒾ㇂・上野 (2005) の研究 文 1-61）が英国༡部の 6 病院でᒎ㛤されるアート・ࣉログラムについて概ㄝ

しており、病院設計との連ᦠのᚲせ性が示၀されている。高ᔱ , ⶈ見ら (2011) 文 1-62）は英国の医療施

⾲ 1-3 ⱥᅜの病院࡛のࢺ࣮活動のᐇែᢕᥱࡍるᩥ⊩୍ぴ
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設の施設調査とインタビューからアートࣉログラム、ストリート、࢞ーデンの３点に╔┠し、日本の

療養環境の Q OL を高めるための指㔪を᥈る研究がなされた。病院௨外の施設の研究では加⸨ (2009)
文 1-63）は英国ホスピスのṔྐを、➉ᐑ（2008）文 1-64）は英国のホスピスの運Ⴀ体制を建築設計の視点か

ら明らかにしている。

　一方、ղでも示したようにᩘከくの AIH に関する実践の報告とຠᯝの実ドがなされている。それ

らのエビデンスから Cayton(2007) 文 1-65）はಖ健┬のせㄳをཷけ࣡ー࢟ンググルーࣉを立ࡕ上げ国Ẹの

健康にとってアート活動は無くてはならない≀と置付けた。Clift ら (2016) 文 1-66）、F ancour t(2017) 文

1-67）、All-Party Parliam entary G roup on Arts(2017) 文 1-68）はᩘከくある実践を⥲ྜ的まとめ᭦なる普及へ

のᡭᘬきとなる知見をえている。

　これらの研究では英国の病院におけるアート活動のṔྐや実践ෆᐜを明らかにしているが、AIH 組

織の運用体制のᢕᥱや日英の運用体制のẚ㍑に╔┠している研究はされておらࡎ、本論は他の論文と

立⬮点が␗なる。

մ᪥ᮏの」ᩘ病院ㄪᰝにࡼるᐇែᢕᥱ

　日本の病院におけるアート活動のᢕᥱについての」ᩘの病院を調査した研究ではᓊ本・᳃ (2011) 文

1-69）はアートを導入した 5 病院を対㇟にアート作品のᒎ示場所や᳜≀の大きさ、アートの導入に関し

て施設調査とヒアリング調査を行ない建築計画におけるアート設置の指㔪を示した。Ụᓮら（2012）
文 1-70）は小児医療環境の国調査を HPS に対して実施し、職員の意識とアート活動のຠᯝ、課題を示

した。山野ら (2016) 文 1-71）は日本における Art and Health として行われているアート活動の≉ᚩや課題

を明☜化し、ᐑᆏら（2017）文 1-72）は職員を対㇟に意識調査した⤖ᯝ、予⟬⋓ᚓのᅔ㞴さやエビデン

スの㊊、アートをᢅう部⨫、役職設立のᅔ㞴さ、職員のアートに関する⯆関心のⷧさを指した。

ఀ⸨・᰿本・古㇂ (2017) 文 1-73）は病院 AM をྵめたアート活動設置関ಀ者にインタビュー調査を行な

いホスピタルアートの心理的影㡪に╔┠しそのຠᯝを明らかとした。

　

⾲ 1-� ᪥ᮏの」ᩘ病院ㄪᰝにࡼるᐇែᢕᥱに関ࡍるᩥ⊩୍ぴ
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յ活動の⥅⥆性

　活動の継続性について病院௨外の活動では田㑔ら (2016) 文 1-74）はま࡙ࡕくりにおける継続的な組織

運Ⴀ方ἲを NPO へのアンケートから課題をᐃ㔞分ᯒから導いている。⩚ᓥら（2016) 文 1-75）は市Ẹ活

動をಶ人の意識に╔┠し、ᆅᇦのឡ╔が活動のᣢ続可能性を高める役があることを示၀した。小

中 (2018) 文 1-76）は自身の様々な活動の実践の中からࣉロジ࢙クトの継続性に╔┠し、関連せ௳をまと

めている。ྜྷṊら（2020）文 1-77）は市Ẹイ࣋ントの活動継続せ௳を日ྥ市の事例から、➉ඖ（2020）文

1-78）は࣡イࢼリーの㠀Ⴀ利ᆅᇦ活動から継続性の考察をしている。

　病院における活動の継続性についてᒾ田ら（2017）文 1-79）は病院のඹ用空間空間を対㇟に環境構成

せ素の⥔ᣢ管理の実態を明らかとし、ඹ用空間のࢿ࣐ジメントにྥけたᥦゝを示した。

  これまでに様々な組織の活動の継続性についての研究がなされているが、本論は病院におけるアー

ト活動の運用体制に╔┠し、国調査、自らの実践、日英の実態調査から運用のせ௳を考察している。 

　
　௨上①〜յの 5 つの研究の視点から本論文の置付けを行なった。

　これらの研究に対して本研究は、1) 病院でのアート活動の導入と継続、その運用体制に╔┠して

いる点、2) アート活動の実践と経過及ࡧ国調査から知見をᚓている点、3) 日英の運用体制のẚ㍑

からせ௳を導いている点で᪤ 研究を大きく前進させるものである。

ɹ

⾲ 1-� 活動の⥅⥆性に関ࡍるᩥ⊩୍ぴ



- 12 -

AIH とは「アートに基࡙くアࣉローチを用いてಶ人やᆅᇦの健康をᨵၿすることを┠的とし、アート࣡ークやබ演

のᥦ供を通じて医療のᥦ供を強化するクリエイティࣈな活動で、アートによって戦␎的に医療空間のストࣞスを㍍

ῶし、患者の社会的関を高め、自己表現のᶵ会をᥦ供し、患者の医療施設での経験をより良いものにし健康をಁ

進する活動⯡をさす」文 1-00）という。AIH は医療分野だけでなく、ಖ㝤⾨生やࢯーシャルケアなどの」ᩘの分野

に影㡪し、アートを通して人々の健康と幸福をᗈく支えるものである。このような概念は、Arts and Health、Arts 
for Health といった用ㄒで表現されることもある。

1996 年にあいࡕಖ健医療⥲ྜセンター新築の㝿、こどもの療養環境研究会が発㊊し、医ᖌ、┳護ᖌ、建築家、デ

ザイࢼー、アーティストをえ小児医療空間のᅾり方について㆟論がわされた。国でも先㥑けとなる取り組み

である。現ᅾも研究会は続いていて、NPO 子ども健康フォーラムがその運Ⴀにあたっている。

2013 年にᅄ国こどもとおとなの医療センター、2016 年に⪥原⥲ྜ医療センターが新築され、両院では専ᒓの病院

AM をᖖで㞠用している。⟃Ἴ大学㝃ᒓ病院、⟃Ἴメディ࢝ルセンター病院では 2011 年に⟃Ἴ大学の学生と病

院の調整役として専ᒓのアートコーディࢿーターを㠀ᖖで㓄ᒓしており、院ෆのㅖၥ題に対しアート的・デザイ

ン的ほ点からၥ題ゎ決を行なっている。ල体的にはᅄ国こどもとおとなの医療センターでは屋上ᗞᅬの日ചや⏘⛉

病棟へのࢧインᨵၿ、ᆅᇦの養護学校との連ᦠなどᴗົᨵၿやᆅᇦໟᦤなどの視点からアート活動を行なっている。

その他の主な調査⤖ᯝはḟのとおりである。

• 芸術と健康のイニシアチࣈは、健康のためのᖜᗈいඃ先分野にわたって実㉁的かつ ᐃ可能な利┈をもたらして

おり、部ᒁと NHS が主せなᗈ⠊なᨻᗓイニシアチࣈに㈉⊩することを可能にする

• ㇏富な実践と㇏富なド拠࣋ースがある

• ಖ健┬は、芸術と健康をಁ進し、発ᒎさせ、支援することによって、芸術と健康が⦾ᰤできる環境を造する上

で重せなリーࢲーシッࣉの役をᢸっている。

高野真悟 , 鈴木賢一：大学生による医療・福祉施設におけるヘルスケア・アートの取り組みに関する研究—建築計

画研究室による 18 年間の継続的実践を通じて –, 日本建築学会東海支部研究集会（大同大）日本建築学会東海支部

研究報告集 , 第 56 号 , pp.361-364, 2019.2
D epartm ent of Health: R eport of the R eview  of Arts and Health Working G roup  < http:/ / w w w .artsandhe alth.ie/ w p-content/ upl o
病 院 AM s/ 2011/ 09/ R eport-of-the-review -on-the-arts-and- health-w orking-grou p-D eptofHe-alth.pdf >  , 2007（accessed 2017-
10）
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の❶の⫼ᬒと┠的ࡇ　.2-1

　この章ではⴭ者が関わった 26 事例の中から導入時期・対㇟・ᡭἲの␗なる 3 つの実践活動を通し

て運用体制の整理、導入と継続のための課題と知見を明らかにすることを┠的としている。そのため

に実践したアート活動の人的体制・活動ෆᐜ・活動資㔠を整理し、その後の活動と課題を整理する。

 
　日本では 1990 年௦から主に小児医療の療養環境において、患者やその家族に㓄៖したアート活動

が導入されるようになったと第 1 章で㏙た。そのような活動の中で建築系や芸術系の大学が病院と

連ᦠして壁画制作やイ࣋ントを行う事例が国で見られるようになり、大学の活動がアート活動の導

入のዎᶵの一つとなっている。

　筆者は大学の活動として、病院におけるアート活動に 2011 年から参加し、現ᅾまで様々な施設で

主導的立場を取りながら活動してきた。依頼があってから実施にいたるまでの過程や体制、導入ෆᐜ

や予⟬は病院によって様々である。

　アート活動の対㇟も小児患者、高㱋者や一⯡患者、病院スタッフ、ᆅᇦఫẸと様々である。

　

 本章での３つの実践は表 2-1 に示すように、小児患者、高㱋者、ての利用者とアート活動の対㇟

が␗なる。また活動ෆᐜも壁画の制作などの空間演出を行った事例、ࣃフォーミングアートなど時間

の演出をした事例、患者や職員が参加しながら導入を行った事例とከ様なアート活動が実践された事

例を対㇟とした（表 2-1)。

実践 A）2015 年に富山県リハビリテーション病院・子ども支援センターにいて、小児患者のため

のアート活動を大つᶍに設置した。病院オリジࢼルの࢟ャラクターをデザインし病院の壁、ᗋ、ኳ井

に様々なアートを㓄置した事例。

実践 B）2019 年 2 月に≉ู養護⪁人ホーム、ᩆ護施設、病院が一体となった名古屋市厚生院におい

てᚑ来のࡦな⚍りをアッࣉグࣞードする形で㣭り付けとコンテンポラリーࢲンスのබ演を行なった。

　

実践 C）2019 年から活動を㛤ጞし 2020 年に❹工された名古屋市立東部医療センターで、ᗯୗなどの

ඹ用部におけるアートとࢧインを病院職員とともに࣡ークショッࣉ形ᘧで制作した事例。

⾲ 活動のᐇ㊶のᴫ要とㄪᰝ᪉ἲࢺ࣮ 2-1
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2-2. 研究᪉ἲ

　2 章では導入時期・対㇟・ᡭἲの␗なる 3 つの実践を通して運用体制の整理、導入と継続のための

課題と知見を明らかとする。そのために、各実践に対して௨ୗの３つの段㝵を経る。

①実践したアート活動の導入経緯、人材、アート活動の組織、活動ෆᐜを整理する。

ղアート活動のຠᯝに関するアンケート調査によりアート活動のຠᯝを᳨ドする。

ճその後の活動整理と課題を示す。

実践 A：小児の療養環境におけるアート活動の実践と課題ではアート活動の設置に฿るまでのὶれを

整理し、設置から 4 年経過後に病院と子ども支援センターにົする職員を対㇟にアート活動に関

しての意義に関するアンケートを実施し、アート活動のຠᯝと課題、その後の継続を調査する。

　

実践 B：高㱋者福祉施設におけるアート活動の実践と課題ではࡦな⚍りにおける㣭り付け及ࡧコンテ

ンポラリーࢲンスබ演に至るまでの経緯を整理しつつ、行なったࡦな⚍りに関して参加した利用者を

対㇟に口頭で参加前後のẼ分に関して聞き取り調査を実施し、高㱋者を対㇟にした時間演出のアート

活動の意義を明☜にする。また、職員に対してアート活動に対しての༳㇟や意義に関してのアンケー

ト調査を行ない、その後の活動と課題を明☜にする。

　

実践 C：参加型のアート活動の人的体制、デザイン࣡ークショッࣉや壁画制作࣡ークショッࣉなどの

活動ෆᐜを整理する。病院職員を対㇟としたアンケート調査で࣡ークショッࣉ参加後のົやឡ╔へ

の変化などアート活動のຠᯝを᳨ドし、その後の活動や課題を明☜にする。

　௨上３つの実践に対して設置に至るまでの人的体制、活動ෆᐜ、活動資㔠を明らかにしつつ、アー

ト活動のຠᯝを調査する。その上で活動の継続に関しての課題をᢳ出していく。

2-3. ᐇ㊶ $における運用体制と課題

 2-3-1. めにࡌࡣ

　富山県リハビリテーション病院・子ども支援センターでは 2015 年から 2016 年にかけて新築された

病院である。建築設計事ົ所からの依頼で子ども支援センターを中心にアート活動のᥦを行い、子

ども支援センター体にアートが設置された。

　ᒸᗞら (2014) 文 2-1) が指するように子どもは環境から影㡪をཷけやすく、インテリアデザインの重

せ性を明らかとした。実践 A では病院に親しみが生まれるように࢟ャラクターを設ᐃし、子どもや

家族、職員にឡされる病院を┠指した。



- 18 -

第 2 章　病院におけるアート活動の実践による課題

2-3-2.　ᐇ㊶ $におけるࢺ࣮活動のᴫ要

ϸ㸧タᴫ要

　　富山県リハビリテーション病院・こども支援センターは高ᗘ・専㛛的なリハビリテーション医療

のᥦ供およࡧ重症の心身障害児等の支援する一体施設である（表 2-2）。同施設のうࡕ、子ども支援

センターを中心にアート活動を設置した。同施設のリハビリテーション病院とే設されたこども支援

センターでは医療型障害児入所施設（52 ᗋ）に加え、児童発達支援センター（医療型 40 名、福祉型

30 名）や、日中一時支援、生活護、ᨺ課後等ディࢧービスなどの様々な通所ࢧービスをᥦ供して

いる。

　　　　　　　　　⾲ 2-2 ᐇタのᴫ要

　　　　　　　　　

活動の導入⤒⦋と人的体制ࢺ࣮　.2-3-3

　2012 年 12 月、富山県リハビリテーション病院・こども支援センターの建築設計をㄳけ㈇った設計

会社がアート活動の導入の᳨ウを㛤ጞし、基本設計の段㝵でアート活動を前ᥦとした設計をᥦした。

設計会社はこれまでに医療施設の設計の㝿にアートの導入をᥦし、建築の一部として設置してきた

経験がある。その後設計会社から大学に依頼があり、2013 年 4 月に現ᆅ視察を行った。そこからアー

ト活動のコンセࣉトや設置場所、作品のイメージを決ᐃ。2013 年 7 月病院関ಀ者、設計者、ࢧイン

ᴗ者、大学、ACC とඹにアート᳨ウጤ員会を㛤ദし協㆟を重ࡡ、作品の✀ูやᑍἲ、設置方ἲ、ᩘ

㔞を設ᐃし✚⟬した。2015 年 9 月建築施工現場との日程調整をして作品の設置を行った。また、壁

画制作に関しては筆者の所ᒓする大学の学生と富山大学から学生࣎ランティアをເ集し、ྜ計 9 名の

学生が参加した。建築施工現場に入るためのᡭ続きを῭ませ㸳日間にΏり࣌イント作ᴗを行い、2016

年 1 月に㛤院となった ( 図 2-1)。

図 2-1　ᐇ㊶ $における人的体制
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活動の内容ࢺ࣮　.�-2-3

　設置したアート活動はᖹ㠃表現と立体表現に大きく分㢮される。絵本௨外は療養空間を㣭するた

めのアート活動である（表 2-3）。設置したアート活動はストーリーにἢってエリアごとに㓄置され

ている（図 2-2）。富山のᆅᇦ性を考៖し࢟ャラクター（࢝エル：࿘㎶は田んࡰで࢝エルがἑ山生ᜥ、

ニホンࣔ࢝シ࢝：富山県⋇、ライチョウ：富山県㫽）とストーリー（ḷのୗᡭな࢝エルのコエルがラ

イチョウのライࡷࡕんと㏞子でἽいていたニホンࣔ࢝シ࢝のࣔ࢝シーを家まで㏦りᒆける᪑に出る。

を㉸えるẼ⌫の᪑を通してみんなᑡしだけ成長する≀ㄒ）を設ᐃした（表 2-3 中①、図 2-3）。ಖ⫱

所のᗯୗと㣗堂のኳ井には学生による壁画࣌イントを行った。長いᗯୗがⱞにならないようにアク

リル絵ලをい᳃とを描いた。（表 2-3 中ղ , ճ、真 2-1）。こども支援センターのᗯୗには⣙ 250

੍にΏりデザインࣉリントで出力した壁⣬を㈞り、施設体で≀ㄒを体験できるよう㓄៖し、より≀

ㄒにㄏᘬする┠的で所々壁㠃彫刻を㓄置した（表 2-3 中մ , ս、真 2-2,2-9）。エントランスのᗋは

エルの生ᜥするụや川をイメージしてデザインされ、動≀の㊊㊧や㨶の⩌のフロアシートで人の動࢝

⥺をㄏ導している（表 2-3 中յ , ն、真 2-3）。ኳ井高 12m のエントランスの㸶ゅ形の壁㠃には┤᥋

イントしたものを壁㠃に取り付けた（表࣌ニアᯈに࣋、イントする事がᅔ㞴だったため࣌ 2-3 中շ、

真 2-4）。エントランスには㸰㝵へつながる㝵段がありᡭᦾୗのアクリルᯈは┠㞃しのための㞼の

デザインフィルムを㈞り付け（表 2-3 中ո、真 2-4）、エントランス壁㠃には富山県⏘のᮡをって

≀ㄒにⓏ場する「たいࡰくさま」（大きな木のオࣈジ࢙）を設置した（表 2-3 中ս、真 2-8）。ኳ井

からは同じく富山県⏘のᮡと⣬をったẼ⌫と㞼のࣔビールをྞりୗげ࢟ャラクターの彫刻をせ

た（表 2-3 中վ、真 2-4）。㢼㝖室とᾎ室には１ゅのࣔザイクタイルアートを設置し（表 2-3 中չ、

真 2-5）、病院 CT ᳨査室には᳨査中にኳ井を見上げることができるようにụの中から空を見上げる

イメージでࣉラスチックシートに༳ๅした㬞や࢝エルのࢿࣃルを㈞り付け、࣌イントを施した（表

2-3 中պ、真 2-6）。富山県のᆅ場⏘ᴗである㖡ჾを活用して࢟ャラクターや富山県の動≀であるオ

コジョのࣈロンࢬ彫刻を設置した（表 2-3 中տր、真 2-10）。またこのࣉロジ࢙クトの集大成とし

て体のストーリーの絵本を制作した（表 2-3 中ջ、真 2-7）。絵本は現ᅾも施設で読めるようཷ付

に用意されている。

⾲ 2-3　タ置したࢺ࣮活動の内容
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ɹ

図 　　　　タᐃ࢚ࣜ活動のࢺ࣮　2-2

ɹɹ

　図 ┿ձ　　　　　࣮ࢱࢡࣛࣕ࢟したࣥࢨࢹ　2-3 2-1  Ꮫ⏕にࡼるࢺࣥ࣌のᵝᏊղճ

┿ 2-2 タ置したࢺࣥࣜࣉቨ⣬մ             　　　  ┿ 2-3 ᗋのࣥࢨࢹとࢺ࣮ࢩࣟࣇյն
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┿ 2-� ඵゅᙧのࢫࣥࣛࢺ࢚ࣥのቨ㠃ࣝࢿࣃと࣒ࣝࣇշո       ┿ չࢺ࣮ࣝࢱ �-2

┿ 2-6  &7 ᳨ᰝᐊのኳࢺ࣮պ

┿ 2-�  ⤮ᮏջ                                      ┿ 2-�  ቨ㠃᙮้࣮ࣝࣅࣔࠊ

ռվտࢻ࣮࣮࣮࣎ࣜࢺࢫ　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

┿ 2-� ቨ㠃᙮้ս　　　　　　　　　　　　　┿ 2-1�  ᒇ外᙮้సရ　րց



- 22 -

第 2 章　病院におけるアート活動の実践による課題

　　

　実践 A において導入されたアート活動は彫刻作品などのᒎ示系、壁画、壁㠃立体などの建築付㝶系、

ャラクターデザインや絵本などの環境構成系に分㢮される。アート活動ෆᐜにおける関ಀ図を௨ୗ࢟

に示す（図 2-4）。 

　　　　

　　　　　　図 2-�　ᐇ㊶ $における活動内容　　　　

2-3-�.　ᐇ㊶ $における活動資金

　実践 A では病院新築予⟬の中からアート予⟬を出した（図 2-5）。予⟬のつᶍは 650 程ᗘで

AM ᴗの管理のもと制作・設置を行なった（表 2-4）。 

　図 2-�　ᐇ㊶ $における活動資金　

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

⾲ 2-�　ᐇ㊶ $� のண⟬内ヂ
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2-3-6.  ᐇ㊶ $におけるࢺ࣮活動のຠᯝに関ࡍるㄪᰝ

　富山県リハビリテーション病院・子ども支援センターにົする職員を対㇟に、2015 年に設置し

たアート活動に関して 4年後の 2019 年にアンケート調査を行なった。調査ෆᐜはົ場所、職ᴗ、アー

ト活動の認知ᗘ、アート活動の意義、アート活動の用ἲ、アート活動のせᮃである。病院にົする

職員にアンケートを㓄ᕸし 352 名の回⟅をᚓた。

2-3-�.  ㄪᰝ⤖ᯝ

ϸ㸧ᅇ⟅⪅のᒓ性

　回⟅者の性ูのෆヂは⏨性 82 名（23.3% )、ዪ性 268 名 (76.1% ) であり、年㱋は 20 ௦から 80 ௦ま

でẚ㍑的ᆒ等に分ᕸしている。回⟅者の職場はリハビリテーション病院にົしている回⟅者は 214

名（60.8% )、こども支援センターにົしてる回⟅者は 86 名（24.4% )、どࡕらともにົしている

回⟅者は 36 名（10.2% ) であった。回⟅者の続年ᩘは「5 年௨ୗ」がもっともከく 134(38.1% )、「5

年〜 9 年」が 66 名 (18.8% ) で༙ᩘ௨上が 10 年ᮍ‶である ( 図 2-6)。回⟅者の職✀はከ様で┳護ᖌが

一␒ከく 128 名（36.4% ) であった ( 図 2-7)。

82 268 2

回答者の性別

男性 ⼥性 選択しない
ɹɹɹ

102 70 78 67 28

4

1

回答者の年齢

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

214 86 36 15

回答者の職場
リハビリテーション病院 こども⽀援センター どちらとも その他

ɹɹɹ
134 66 35 18 18 36

回答者の勤続年数
5年未満 5年〜9年 10年〜14年 15年〜19年 20年〜24年 25年以上

  図 2-6 ᅇ⟅⪅のᒓ性            　　　　　　　　　

6

128

40

38

26

20

19

8

3

5

8

6

7

7

5

4

4

3

2

9

0 20 40 60 80 100 120 140

医師
看護師
事務職員
理学療法⼠
作業療法⼠
⾔語聴覚⼠
保育⼠
薬剤師

臨床検査技師
放射線技師
社会福祉⼠
⽣活⽀援員
栄養⼠

設備管理員
警備員
売店
相談員

臨床⼼理⼠
児童指導員
その他

回答者の職種

図 2-� ᅇ⟅⪅の⫋✀



- 24 -

第 2 章　病院におけるアート活動の実践による課題

Ϲ㸧ࢺ࣮活動のㄆ▱

　　アート活動の職員の認知に関して、設置されていること自体を知っていたかというၥいに、「よ

く知っている」47 名 (38.5% )、「知っている」63 名 (51.7% ) と回⟅し、⣙ 90㸣の職員が認知していた。࢟ャ

ラクターやストーリーなどアート活動のෆᐜを「よく知っている」32 名（13.6% )、「知っている」43
名（27.5% ) と⣙ 65% が認知していた ( 図 5)。アート活動が設置された 2015 年௨㝆にົした、続

年ᩘが 5 年ᮍ‶の職員は 46 名おり、その認知は設置に関しては 40 名（87.0% ャラクターやストー࢟、(

リーに関しては 27 名（58.7% ) が知っていると回⟅し、大きなᕪはない事からアート活動が職員に認

知されており、ෆᐜやストーリーもᢕᥱしやすい環境であることが᥎察できる（図 2-8）。

　　　　　　

  　　　　　　図 2-�  ⫋ဨのࢺ࣮活動のㄆ▱             　　　　　　　

Ϻ㸧ࢺ࣮活動の༳㇟

　病院職員のアート活動に対する༳㇟を調査した。アート活動のෆᐜが病院に┦ᛂしいかどうかとい

う㉁ၥに対して「とても思う」「そう思う」と⟅えた回⟅者は 120 名 (98.4% ) であった。設置したアー

ト活動をẼに入っていると⟅えた回⟅者は 113 名 (92.6% ) で 9 ௨上の職員に᪼り、アート活動が施

設にふさわしくẼに入られていることが読み取れる。院ෆにアート活動がᚲせであると⟅えた回⟅者

は 112 名 (91.8% ) で、㸷㏆くの職員がアート活動のᚲせ性を感じている⤖ᯝとなった。病院の㞺ᅖ

Ẽがよくなったと感じている職員は 117 名（95.9% ) で、患者や家族も喜んでいると感じる職員は 114
名 (93. 㸲% ) であった（図 2-9）。この事から、設置したアート活動のෆᐜに‶㊊しており、施設にとっ

てᚲせなものであるという認識をᣢっていることがわかる。患者にとっても職員にとってもアート活

動が病院の㞺ᅖẼをより良くしていることが᥎察できる。

     　　　　　　  

  　  　　　　　　図 2-�  ⫋ဨのࢺ࣮活動にᑐࡍる༳㇟　　　　　　　　　　
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ϻ㸧ࢺ࣮活動ࡀᝈ⪅にと࡚ࡗຠᯝ的ࡔとᛮࢃれるⅬ

　病院職員が感じている患者へのアート活動の意義として、患者のᏳ㍍ῶにつながっているかとい

う㉁ၥに対して「とても思う」「そう思う」と⟅えた回⟅者は 95 名 (77. 㸷 % )、Ẽ分㌿につながっ

ていると感じる回⟅者は 112 名 (91.8% ) であった。実㝿の患者の行動としてアート活動を═めている

事があると認識している回⟅者は 100 名 (82.0% )、アート活動をきっかけに会話していると認識して

いる回⟅者は 79 名 (64.8% ) であった。アート活動が院ෆの┠༳になっていると⟅えた回⟅者は 66 名

(54.1% ) であった ( 図 2-10)。アート活動が患者のᏳを㍍ῶし、Ẽ分㌿としてアート活動を═め、

時に会話のࢿタになり、┠༳として場所の認識をຓけている場ྜもある事がわかった。

　　　　      

　　　　

　　　　　　図 2-1� ⫋ဨࡀឤ࠸࡚ࡌるࢺ࣮活動ࡀᝈ⪅にと࡚ࡗຠᯝ的ࡔとᛮࢃれるⅬ          　　　　　　　　　　

ϼ㸧ࢺ࣮活動ࡀ⫋ဨにと࡚ࡗຠᯝ的ࡔとᛮࢃれるⅬ

　職員の心理的ຠᯝの㠃では、職員がアート活動に⒵されるかという㉁ၥに対して「とても思う」「そ

う思う」と⟅えた職員は 95 名 (77.9% ) で、アート活動に励まされると回⟅したのは 60(49.2% )、職場

がᛌ㐺になったと感じる回⟅者は 67 名 (54.9% )、アート活動があることで病院にឡ╔がいた回⟅者

は 78 名 (63.9% ) であった ( 図 2-11)。職員がアート活動から⒵しと励ましをᚓるとともに病院へのឡ

╔をቑしていることが᥎察できる。

職員の身体的な㠃では、長いᗯୗをṌくのがⱞではなくなったかという㉁ၥに対して「とても思う」「そ

う思う」と⟅えた職員は 56 名 (45.9% )、㸰㝵への㝵段がⱞではなくなった職員は 54 名 (44.3% ) であっ

た（図 2-12）ことから⣙༙ᩘの職員が㈇ᢸの㍍ῶを感じていることがわかる。

職員の実ົ的なຠᯝの㠃では、アート活動が㐨ෆに役立っていると⟅えた職員は 54 名 (44.3% )( 図
4-8)、アート活動により᳨査やカ⦎がスムーࢬになったと感じる回⟅者は 63 名 (51.6% ) であった ( 図
2-13)。
職員の社会性に関してのຠᯝは、アート活動によって患者との会話が生まれると⟅えた職員は 90 名

(73.8% )、職員同士の会話がቑえた回⟅者は 40 名 (32.8% )、患者にඃしくなれた回⟅者は 64 名 (52.5% )
であった ( 図 2-14)。アート活動が患者とのコミュニケーションのຓけとなっていることがわかる。

職ົにྥかうጼໃに関して、ാきがいに⧅がった回⟅者は 33 名 (27.0% )、アート活動のある現ᅾの病

院で今後もാき続けたいと思った回⟅者は 45名 (36.9% )、✚ᴟ的なጼໃになった回⟅者は 32名 (26.2% )
であり ( 図 2-15)、ከᑡではあるが職ົのࣔチ࣋ーションをྥ上させている。

またアート活動に対してより⯆や関心がቑした職員は 69 名 (56.5% ) であり ( 図 2-16)、༙ᩘの職員

がアート活動への理ゎと⯆につながっている⤖ᯝとなった。

アート活動が職員にとって心理的にも身体的にもポジティࣈな変化をえていることが読み取れる。
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　　　　　　　図 2-11 ⫋ဨのᚰ理的࡞ຠᯝ

　　　　 　　

　　　　　　　図 2-12 ⫋ဨの㌟体的࡞ຠᯝ

　　　　

　　　　　　図 2-13 ⫋ဨのᐇົ的࡞ຠᯝ

　　　　

　　　　　　図 2-1�  ⫋ဨの♫性に࡚࠸ࡘのຠᯝ
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　　　　　　図 2-1�  ⫋ົにྥ࠺ጼໃに関し࡚

　　　　　　

　　　　　　図 る⯆関ᚰࡍ活動に関ࢺ࣮ 2-16

Ͻ㸧ࢺ࣮活動ࡀ病院にと࡚ࡗຠᯝ的ࡔとᛮࢃれるⅬ

　病院にとってアート活動が病院のアピールになったかという㉁ၥに対して「とても思う」「そう思う」

と⟅えた職員が 94 名 (77.0% )、患者をḼ㏄するጼໃを表現できたと回⟅したのは 98 名 (80.3% )、病院

のオリジࢼリティに⧅がっていると回⟅したのは 107 名 (87.7% ) であった ( 図 2-17)。アート活動が病

院のアピールやオリジࢼリティとしてᶵ能しているといえ、患者を㏄えるጼໃを表明することで患者

から㑅ばれる病院になるという意義も見出せた。

   　　　　　　

　　
  　　　　　　図 れるⅬࢃとᛮࡔຠᯝ的࡚ࡗ病院にとࡀ活動ࢺ࣮   �2-1



- 28 -

第 2 章　病院におけるアート活動の実践による課題

Ͼ㸧ࢺ࣮活動の運用

　どのようにアート活動を活用しているかを」ᩘ㑅ᢥで回⟅してもらった⤖ᯝ、会話のきっかけ 59
名 (48.3% ) やẼの⣮らわし 41 名 (33.6% )、名่やᗈ報などの༳ๅ≀で活用 20 名 (16.4% )、病院のアピー

ル 20 名 (16.4% ) で活用されていた。࢟ャラクターのデザインを活用している職員は 15 名 (12.3% ) で、

季⠇の行事 5(4.1% )、㐨ෆ 25(20.5% ) などに活用していることがุ明した ( 図 2-18)。自⏤記㏙から

リハビリテーションの㝿࢟ャラクターを見つけに行くなど患者のࣔチ࣋ーションとなる、施設見学の

㝿にはアート活動が話のࢿタとなる、職員の対外的な発表のスライドに࢟ャラクターを加えているな

ど、病院のアピールやリハビリテーションのࣔチ࣋ーションとして活用している職員も見ཷけられた。

　　　　　　

  　　　　　　 　　

     　　　　　図 ᕤኵࡸ活動の活用ࢺ࣮ 　�2-1

Ͼ㸧ࢺ࣮活動のᨵၿⅬ

　一方でアート活動のෆᐜや㉁をᨵၿすきであるかという㉁ၥに対して「とても思う」「そう思う」

と⟅えたと回⟅した職員は 24 名 (19.7% )、アート活動のởれやയがẼになると⟅えた職員は 28 名

（23.0% )、アート活動に変化がなく㣬きると回⟅したのは 29 名 (23.8% ) だった ( 図 2-19)。職員の⣙㸰

がアート活動に変化がなく、ෆᐜや㉁をᨵၿすきであると感じていた。また。経年ຎ化によるở

れやയがẼになる職員もあり、メンテࢼンスのᚲせ性を感じる。

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　図 2-1�活動のᨵၿⅬࢺ࣮　
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2-3-�. ᐇ㊶ $における運用体制のまとめ

　人的体制では設計者のࡧかけでアート᳨ウጤ員会（病院関ಀ者、設計会社、ࢧインᴗ者、大学、

AM ᴗ）を⤖成。制作チーム（設計会社、AM ᴗ、大学）ෆの調整を AM ᴗが行なった。活動

ෆᐜは小児患者ྥけに࢟ャラクターを中心にした建築付㝶系（学生による壁画・壁㠃立体・壁⣬ࣉリ

ントなど）、ᒎ示系（立体作品）、環境構成系（絵本・ストーリー࣎ード）のアート活動でᆅᇦ性と≀

ㄒ性を重視した。活動資㔠は病院新築予⟬から出し、AM ᴗの管理のもと 650 程ᗘで制作・

設置を行なった。導入後はデザインした࢟ャラクターが病院 HP、名่、院ෆㄅ、ࣃンフࣞットなど

に用され、病院ᗈ報職員により運用されている。課題として、人的にはࣉロジ࢙クト完成後の関ಀ

性のᙅ体化であり、ෆᐜ的にはᅛᐃされたデザインによる変化の無さや季⠇感の無さ、アート作品の

Ύᤲと⿵修のᚲせ性が示された。
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2-�. ᐇ㊶ %における運用体制と課題

めにࡌࡣ  .1-�-2 

ɹ㉸高㱋社会に✺入し、自分の身㏆な人が高㱋者施設へ入所するといったことも⌋しくない。護

認ᐃをཷけた高㱋者のෆ 73.5% が自Ꮿでの護をᕼᮃしているが、様々な事情から施設への入所を

వなくされる。そして高㱋者施設のᐃ員ᩘは年々ቑ加ഴྥにある。

　施設でᬽらす高㱋者にとって、生活の㉁（Q OL = Q ua lity Of L ife）ὀ 2-1）のྥ上はඹ通の課題である。

しかし高㱋者は自Ꮿから施設に生活環境が⛣行する時、ⱞ㞴とⴠᕪを同時に経験しᛴに生Ẽをዣわ

れたような感ぬに㝗ることがあるという文 2-2）。

　そこで、アートࣉログラムの画によって高㱋者の主体性をᘬき出し、生き生きとした時間を感

じてもらえるのか、どのような意義があるのかを᳨ドし、運用体制の知見と課題を整理する。࣡ー

クショッࣉの実施場所は同じ名古屋市の運Ⴀする名古屋市厚生院とした。

　厚生院は、福祉・医療の」ྜ施設である。≉ู養護⪁人ホームとᩆ護施設と㝃ᒓ病院、この三つ

の施設が一つになって運用している。≉ู養護⪁人ホームᐃ員 300 名、ᩆ護施設ᐃ員 80 名、付ᒓ病

院 204 ᗋであり、一つの施設のなかに、生活の場と療養の場がある。厚生院の入院患者のᖹᆒ年㱋

は 67.6 ṓ、≉養が 82.9 ṓ、一⯡病棟の方が 78.2 ṓで、療養病棟が 80.2 ṓ。とんどが高㱋者である。

　2-�-2.  ᐇ㊶ %における人的体制

　名古屋市立大学はᖹ成 30 年ᗘより文化ᗇの「大学における文化芸術᥎進事ᴗ」において「ᮍ来に

つなぐヘルスケア・アートࢿ࣐ジメント人材⫱成事ᴗὀ 2-2）Ѹ医療福祉施設の環境ྥ上を支援する名古

屋ࣔデルの国発信を┠指してѸ」を᥇ᢥされた。この事ᴗの一環として高㱋者の Q OL ྥ上を┠的

とするアートࣉログラムを画し、実㝿の施設で実践する࣡ークショッࣉをヨ行した。この࣡ーク

ショッࣉは༢調な生活を㏦る施設利用者や職員にアートࣉログラムをᥦ供することで、₶いのある

生活のᶵ会をᚓるためのアート活動の可能性を᥈ࢁうとするものである。

ログラムの考には医療・福祉関ಀ者をྵむࣉ　 19 名が参加した。それࡒれ専㛛的立場からアート

 ーターࢿ参加者の職ᴗは、インテリアコーディࣉログラムを画してもらった。なお࣡ークショッࣉ

、デザイン関ಀ者、フラ࣡ーセラピスト、アロ࣐セラピスト、アーティスト、医療ࢯーシャル࣡ー

ーが大༙であったࣂー、 ┳護ᖌ、作ᴗ療ἲ士、書家で、医療福祉分野にఱらかの関わりがあるメン࢝

（図 2-20）。

　　　        　　

図 2-2�  ᐇ㊶における人的体制
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　2-�-3.  ᐇ㊶ %における活動内容

　まࡎ高㱋者に対してアートࣉログラムを画するにあたって、高㱋者はその人ᅛ᭷のṔྐをᣢって

いるためᤊえ方がከ様であり、視力や⫈力などᶵ能⾶㏥の㏵中であり他者のຓけをᚲせとする≧態で

あることを認識した。そして、大きな変化をồめࡎ、継続性とᏳᐃ性をồむഴྥがあることを念頭に

アートࣉログラムを考した。

　厚生院では毎年 2 月に施設ෆ㸳㝵にある講堂でᜏ例行事のࡦな⚍りが行われる。⯙ྎの上に㞮人形

を㣭り、ⲔとⳫ子が⯙われ、㏆㞄のಖ⫱ᅬの児童が遊ࡧに来る。しかし毎年同じෆᐜであり、

ಖ⫱ᅬとのὶも一⥴にⳫ子を㣗る他には≉に設けていないようであった。そこでᜏ例のࡦな⚍

りをアッࣉデートする形でアートࣉログラムを組み立てる方ྥに決ᐃした。　「」「ࡦな⚍り」「高

㱋者」といったテー࣐で画᳨ウ会㆟を行い㸲つのᥦෆᐜに⤠り込んだ。テー࣐は「࣐ジ⳹ルア࣡ー：

㸳感を่⃭するハࣞの日アート」とし、生花・行ⅉ・㞷Ὕで⳹やかに㣭り付けられたアロ࣐の㤶る講

堂でコンテンポラリーࢲンスを㚷㈹してもらうෆᐜとした（図 2-21）。

         

                  図 2-21  ᐇ㊶における活動内容
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  ┿ 付ࡾのሙの㣭ࡾ⚍࡞ࡦ　2-12   ┿ 2-13　ᗯୗに㣭ࡽれた㞷Ὕ

ɹࡦな⚍りの会場は通ᖖ、病院の講堂を用していた（真 2-11)。今回もᘬき続き講堂を利用し、

⳹やかな生花（真 2-12) と行⇠（真 2-13) が㣭られた。場ෆは記憶ᶵ能をຓ長させるといわれる

ࣞࣔングラスのアロ࣐をいた。㉥いẟằᕸをᩜき、コンテンポラリーࢲンスの⯙ྎを設Ⴀした（

真 2-14)。会場となる講堂には利用者員入ることはできないため、各フロア順␒に 45 分程ᗘで入᭰

わる。そのためࢲンスは 5 分程ᗘの作品にし、各㡢ᴦとり付けは毎回同じෆᐜにした。ࢲンスの㡢

ᴦはḷモのないᴦჾのみのᴦ᭤とし、⾰は╔≀のᖏとをイメージした。付けはල体的なఱかの

行Ⅽを思わせるような動きをえ、イメージを⭾らませやすい付けとした。会場には毎年行ってい

るという࿊Ⲕの࣎ランティアさんが」ᩘ名来ており、利用者にⲔとおⳫ子を⯙っていた。㏆㞄の

ಖ⫱ᅬのᅬ児もࢲンス㚷㈹をして、あらかじめ〇作してきてもらったࡦな⚍り࢝ード（真 2-15) を

┤᥋利用者にᡭΏした。利用者はᎰしそうに࢝ードをཷけ取り、࢝ードを═めながら会話をしている

様子が見られた（真 2-17)。

ンスをᥦ供するὶれになった。１ᗘ┠はዲወࢲンスබ演が進行してくると同じ利用者に㸰回同じࢲ　

心とほ察の┠がὀがれるが、㸰回┠になると利用者はリラックスからか➗みが⁄れたり、つられて㋀

り出す利用者が見られた（真 2-16)。㸰回のබ演後にはࢲンࢧーの計らいで利用者とὶの時間が

設けられた。「子どもの㡭を思い出した」「⚾も㋀りたくなった」「どこの国の㋀りなの㸽」「すてきࡡ

え」などとᡭを取りながら、利用者とおしࡷりするጼは༳㇟的であった。

  　　　　　　　　　　　┿ 2-11　ᚑ᮶のࡾ⚍࡞ࡦのሙのᵝᏊ
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  ┿ ᵝᏊࡍᡭΏࢆࢻ࣮࢝ࡾ⚍࡞ࡦ　�2-1

  ┿ 2-16　㋀ࡾ出ࡍཧຍ⪅  ┿ ࢻ࣮࢝ࡾ⚍࡞ࡦ　�2-1

┿ のሙのᵝᏊࡾ⚍࡞ࡦ　�2-1
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第 2 章　病院におけるアート活動の実践による課題

　 2-�-�.  ᐇ㊶ %における活動資金

　実践 B の活動では文化ᗇຓ成ࣉロジ࢙クトから（図 2-22）、35 程ᗘの予⟬（表 2-5）で行われた。

病院からの予⟬は⋓ᚓできなかった。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                   図 2-22　ᐇ㊶ %における活動資金　　　　　　　　

⾲ 2-� 　ᐇ㊶ %のண⟬の内ヂ
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　2-�-�.  ᐇ㊶ %におけるࢺ࣮活動のຠᯝに関ࡍるㄪᰝ

ᚑ来のࡦな⚍りをアッࣉデートする形のアート活動を実施して、௨ୗの調査を行なった ( 表 2-6)。

a）利用者を対㇟に、ࡦな⚍り会の参加前と参加後でẼ分の≧態をインタビュー調査

b）職員に対しアート活動のࣉログラムのෆᐜに対し༳㇟や‶㊊ᗘに関してのアンケート調査

　

　　　　　⾲ 2-6 ᐇ㊶ %におけるㄪᰝᴫ要

　　　　

2-�-6. ㄪᰝ⤖ᯝ

D� ཧຍ後のẼศに関ࡍる࣮ࣗࣅࢱࣥㄪᰝ

「参加前のẼ分」と「参加後のẼ分」を、5 段㝵でホ౯してもらうアンケートをイ࣋ント┤後に行った。

入所者の方々にኌをかけ、Ẽ分についてゼࡡた。

出口アンケートの⤖ᯝヲ⣽（入所者のみの⤖ᯝ、ྜ計 106 人　）

参加前は「普通」が最ከだったが、参加後は「上ᶵ᎘」が最ከᚓ票となり、イ࣋ント⤊後は㸪大༙

が上ᶵ᎘になっていたことがわかる ( 図 2-23)。
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E� ㄪᰝ⤖ᯝࢺ࣮ࢣࣥるࡍ活動の༳㇟に関ࢺ࣮

　回⟅者の性ูは⏨性 10 名、ዪ性 29 名、 回⟅無しが 2 名であった。回⟅者の職ᴗは┳護ᖌ 5 名、

護員 29 名、 事ົ職員 7 名であった。

ϸ㸧ࢻ࣮࢝ࡾ⚍࡞ࡦに関し࡚

ード࢝。ード࢝た㸰つᢡりのࡡードをව࢝な⚍り会のෆと職員から利用者へのメーッセージࡦ　

にはᡭ書きの㢦を描いたᢡり⣬の㞮人形をᙇり付け、一ゝメッセージをῧえてもらう。職員から利

用者、ಖ⫱ᅬ児から利用者に┤᥋ᡭΏされる。立てることで病室に㣭って季⠇感を感じてもえるよ

うにデザインした。職員にᢡ⣬の制作とメッセージを依頼することで日㡭とは㐪った利用者とのコ

ミュニケーションをㄏ発するࡡらいがある。

　アンケートから࢝ードをཷけ取った利用者のᶵ᎘は 41.5% が「ᶵ᎘が良くなった」、「ᑡし良くなっ

た」と職員は感じた（図 2-24）。

ードのෆᐜについて「とても良かった」「まあまあ良かった」が体の１㸵で࢝なまつりࡦ　 41.5% 、

通は 11 で 26.8㸣、良くないと⟅えた人は㸮だった。自⏤記㏙からᡭ作り感があり、可ឡく、明るい

㞺ᅖẼになった。作成ෆもありゝⴥもῧえれるのが良いとする意見があった。一方で、ᣍᚅ≧の

ෆᐜが㑧㨱、文Ꮠが小さいという意見もよせられた（図 2-25）。

　また、࢝ード作成に関して「利用者とὶするきっかけとなった」22% な⚍りへの期ᚅが高まっࡦ」

た」14.6% というポジティࣈな意見が⥲ᩘの㸴㸲㸣ある一方で、仕事がቑえる、㠃ಽに感じる、ⱞᡭ

でᅔったという意見が⥲ᩘの３㸴㸣を༨めた（図 2-26）。

　しかしᅬ児と࢝ードを通してὶができたことからコミュニケーションࢶールとしてもᶵ能した

とゝえる。
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  　　図   　　　　　　　　　　              ࡚࠸ࡘの内容にࢻ࣮࢝ࡾࡘま࡞ࡦ �2-2
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  　　　図 ࡕసᡂに関し࡚⫋ဨのẼᣢࢻ࣮࢝ 2-26
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Ϲ㸧⾜ⅉ࣭㞷Ὕの㣭に関し࡚

　講堂の中を⳹やかに㣭り、ࡦな⚍りイ࣋ントを㞺ᅖẼから┒り立てた。かしいẼᣢࡕや かいẼ

ᣢࡕになるように、↷明を組み込んだ行ⅉや㞷Ὕをオリジࢼルで制作した。イ࣋ント後はᐤ㉗し施設

で活用してもらった。

　行ⅉ・㞷Ὕの㣭のホ౯はアンケートから、「⳹やかさ」39% や「 かさ」36.6% を感じ、「かし

さ」や「新鮮さ」「Ᏻሚ感とリラックス」も⣙ 25㸣の職員が感じた（図 2-27）。⳹やかさ、あたたか

さを感じた職員がከく例年とは㐪う新鮮さがዲホであったとゝえる。

　また、ᶵ材のᐤ㉗には喜ࡧのኌが聞かれた。ࡡらい通りのຠᯝがᚓられたとゝえる。

ɹɹɹ

  　　　図 2-2�　 ⾜ⅉ࣭㞷Ὕの༳㇟  ࠙ ⥲ᩘ 6� ᅇ⟅⪅ 3�   　　　　　　　　　　           ࠚ

前日に≉養の入口に設置した行ⅉや㞷Ὕに関してどのような༳㇟だったかを」ᩘ㑅ᢥで回⟅しても

らった。

あたたかさ 18（回⟅者の 48.7㸣）、⳹やかさ 13（回⟅者の 35.1㸣）、新鮮さ 9（回⟅者の 24.3㸣）、な

つかしさ 7（回⟅者の 18.9㸣）、Ᏻሚ感 6（回⟅者の 16.2㸣）幸福感 4（回⟅者の 10.8㸣）、心動く 3（回

⟅者の 8.1㸣）と、あたたかさと⳹やかさを感じた職員がከく、自⏤記㏙からも大変ዲホであったこ

とがうかがえる（図 2-28）。

ɹɹɹ

  　　　図 2-2�  前᪥にタ置した⾜ⅉࡸ㞷Ὕの༳㇟  　࠙ ⥲ᩘ 6� ᅇ⟅⪅ 3�   　　　　　　　　　　           ࠚ
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Ϻ㸧⏕ⰼの㣭ࡾ付けに関し࡚

　ࣞࣔングラスのアロ࣐の㤶りが前頭ⴥの⾑ὶ㔞をቑやすことで⬻の活性化につながり記憶力や集中

力が強化されるとゝわれ、３ྎのディヒューザーで講堂の中をのかな㤶りで‶たした。

　生花はの季⠇感を演出する᱈の木・⳯の花・スイートピーが用された。⳯の花にはẼ分を明る

くし、心身の⥭ᙇをゎきぐしったẼのὶれをスムーࢬにしてくれるຠᯝがある。᱈の花にはイラ

イラや頭③をゎᾘするാきがあり、㯤ⰍとピンクをྜわせたⰍᙬ心理ຠᯝには࣡ク࣡クとした子供心

をࡧぬますാきがあるという。⯙ྎの上と講堂入口を⳹やかに㣭った。

　⥲ᩘのከさからも様々なࣉラスの༳㇟が」ྜ的にあり、お花がឡされていることがうかがえる。「⒵

される」19（52.8% ）、「Ẽ分が明るくなる」（41.7% ）、「Ᏻሚ感」（回⟅者の 33.3% な意ࣈティ࢞ࢿ。（

見は 0 であった（図 2-29）。

ɹɹɹ

  　　図 2-2�　 ⏕ⰼの༳㇟  　࠙ ⥲ᩘ �� ᅇ⟅⪅ 36   　　　　　　　　　　            ࠚ
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ϻ㸧࣐ࣟに関し࡚

　アロ࣐は「Ᏻሚ感・リラックス」14（40㸣）、「新鮮さ」8（22.9㸣）、「幸福感」4（11.4㸣）、「心が動く」

3（8.5㸣）,「Ẽ分スッ࢟リ」（5.7㸣）、リラックスを感じた職員の方がከく、ໝいを感じてẼᣢࡕがࣉ

ラスの༳㇟に動いたことがఛえる（図 2-30）。⣙ 5 人に一人がẼ࡙かࡎ、ᑡしࢶ࢟イといった༳㇟をᣢっ

た職員もいた。

　　　　　

  　　　　図 ࠙　　　㇟の༳࣐ࣟ �2-3 ⥲ᩘ 3� ᅇ⟅⪅ 3�   　　　　　　　ࠚ

ϼ㸧ࢫࣥࢲ࣮࣏ࣜࣛࣥࢸࣥࢥのබ₇に関し࡚

　ᢳ㇟的で身体性の高いࢲンスは認知症の方や護ᗘྜいの高い方でも見るだけでᴦしめる。ミラー

ニューロン（他者の行動を見ているだけで、他者の行動と同等の⬻ෆの活動が行われているという⬻

のࢿット࣡ークシステム）を活用した感ぬ・感性にッえる画をࣉロのࢲンࢧーに依頼して行なった。

ンスはࢲ　 41.5% が「新鮮さ」を感じ、29.3% が「Ᏻሚ感やリラックス」を感じた（図 2-31）。利用

者自らᡭᢿ子をጞめたり、㋀りだしたりしたことは主体性をᘬき出したとゝえる。ࢲンス後のࢲンࢧー

との会話や、リラックスした様子でࢲンࢧーと┠⥺をわしᚤ➗みྜっている様子から、普段施設で

はわえない㢮のコミュニケーションをᴦしんでいるように見えた。職員からも新鮮さと‶㊊感のኌ

がከく聞かれた。࢞ࢿティࣈな意見は 0 であった。

　　　　　

  　　　　　図 2-31 ࠙    ㇟のබ₇の༳ࢫࣥࢲ࣮࣏ࣜࣛࣥࢸࣥࢥ ⥲ᩘ �1 ᅇ⟅⪅ 36   　　　　　　　　　　          ࠚ
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Ͻ㸧体ࢆ㏻し࡚

　職員が感じる参加前の利用者の様子は「ᶵ᎘が良く見えた」、「どࡕらかといえば良く見えた」と⟅

えた職員は⥲ᩘの㸵㸮㸣、「普段通り」と⟅えた職員は１㸲㸣、「どࡕらかといえばᝏい」と⟅えたの

は３㸬㸳㸣でイ࣋ントに対する期ᚅ感から普段よりもᶵ᎘の良い人がከかった（図 2-32）。

　参加後の様子は、参加前よりもさらにᶵ᎘が良い人がከくなった。「普段よりᶵ᎘が良く見えた」

方はᚓ票 10 Ѝ 13、「どࡕらかといえば良く見えた」10 Ѝ 14、「普段通り」14 Ѝ 7、どࡕらかといえ

ばᝏい１Ѝ㸮に変化したことからも、イ࣋ントに対して喜んでいる様子がうかがえた（図 2-33）。

　　　　　　　 　

  　　　　　　図 2-32  ⫋ဨࡀឤࡌるࢺࣥ࣋ཧຍ前の用⪅のᵝᏊ  ࠙ ᅇ⟅⪅ 3�   　　　　　　　　　　         ࠚ

     　　　  　　

　　　　　 　図 2-33  ⫋ဨࡀឤࡌるࢺࣥ࣋ཧຍ後の用⪅のᵝᏊ  ࠙ ᅇ⟅⪅ 3�    ࠚ
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9� 体ࢆ㏻し࡚㛤ദ後の⫋ဨのẼᣢࡕ

　Ᏻሚ感やリラックスを感じた人がከく１㸴（回⟅者の 44.4）、新鮮さ 15（回⟅者の 41.7）, 幸福感・

前ྥきなẼᣢࡕ㸵（回⟅者の 19.4% ）、かしさ㸳（回⟅者の 8.3% ）であった。　ࡦな⚍り会体を

通して 44.4% の職員がᏳሚ感やリラックスを感じ、41.7% が新鮮さ、19.4% が幸福感・前ྥきなẼᣢࡕ、

8.3% がかしさを感じた（図 2-34）。一方、⑂れた㸰（回⟅者の 5.6% ）, Ẽ࡙かない・見ていない（回

⟅者の 5.6% ）という意見もあった。

           　　　　

  　　　　　　　図 2-3�   体ࢆ㏻し࡚㛤ദ後の⫋ဨのẼᣢࡕ ࠙ ⥲ᩘ �� ᅇ⟅⪅ 36   　　　　　　　　　　             ࠚ
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Ͻ㸧ࢺ࣮ࢣࢫࣝ࣊に࡚࠸ࡘ

　療養環境のྥ上を┠指すアートを௨前から知っていましたか㸽また関心はありますか㸽という㉁ၥ

に対し、「知らなかったが関心がある」29（74.4㸣）、「知っていたが関心ない」4（10.2㸣）、「知って

いて関心あり」3（7.7㸣）、「知らなくて関心ない」3（7.7㸣）、「もともと知っていた」人が 7 名（17.9㸣）

と認知ᗘはపいものの、関心がある人が 31（回⟅者の 79.5㸣）いることから、療養環境のྥ上を┠

指すアートの可能性を感じている職員がከいことがわかった（図 2-35）。
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  　　　　　　　図 2-35   参加前の アート活動の認知     ࠙ 回⟅者 39   　　　　　　　　　　         ࠚ

今回のアート活動に᥋した後、療養環境におけるアートについてどう思われますか㸽という㉁ၥに対

し、84.3% の職員がヘルスケアアートについて「⯆がいた」「ᑡし⯆がいた」と⟅えた ( 図 2.13)。

アートࣉログラムが職員にえた影㡪がఛえる（図 2-36）。
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  　　　　　　　図 2-36  ཧຍ後の ࢺ࣮活動の⯆    ࠙ ᅇ⟅⪅ 3�   　　　　　　　　　　         ࠚ
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　2-�-�. ᐇ㊶ %におけるࢺ࣮活動のຠᯝと課題

　アンケート調査やインタビュー調査によりアート活動のアートࣉログラムによって㸪イ࣋ントに参

加した高㱋者に生活の㉁を一時的ではあるがྥ上させた。同時に、一⥴に参加した職員のẼᣢࡕもポ

ジティࣈにした。職員のẼ分が高まれば㸪護の㉁にも良い影㡪を及ࡰすと予できる。

　また㸪今回のアートࣉログラムを体験することによって㸪職員のヘルスケアアートに対する⯆関

心を高める⤖ᯝとなったことは重せな成ᯝである。

　病院や高㱋者施設でᬽらす高㱋者の Q OL をさらにྥ上させるためには、このようなࣉログラムを

継続的に行うᚲせがある。今回のアートࣉログラムは、᪤Ꮡのᜏ例行事をアッࣉデートする形で行わ

れた。施設を運Ⴀする側の㈇ᢸを㍍ῶするためにも㸪ᜏ例行事となっているኤ⚍りやクリス࣐ス会

などアート活動でアッࣉデートすることは施設もཷけ入れ᫆いと考える。また㸪今回の施設では㸪入

所者のとんどがຓのᚲせな高㱋者であったため実現できなかったが㸪ࡦな人形の㣭り付けなどで

入所者とともに〇作できるࣉログラムは㸪さらなる Q OL のྥ上に᭷ຠであると予できる。

　しかしながら、この活動はその後継続されていない。その原ᅉとして、職員とඹに作り上げる体制

がなかった点、職員௵せの参加型のアート活動にによって職員の㈇ᢸ感に⧅がった点、ᜏ例のイ࣋ン

トにከくの予⟬がつけれない現≧がある点がᣲげられる。

　

　高㱋者施設におけるアート活動の実践からᚓられたアート活動のຠᯝと課題を௨ୗにまとめる。

アート活動のຠᯝ

1.　時間を演出するアート活動には利用者や職員のẼᣢࡕをポジティࣈにし、Q OL をྥ上させる。

2.　利用者と家族、職員、子供など世௦や立場を㉸えたコミュニケーションが可能になる。

運用体制の課題

[ 人的課題 ] 職員とඹに作り上げる体制がなかった 

[ 活動ෆᐜ ] 職員௵せの参加型のアート活動にకう職員の㈇ᢸ感

[ 活動資㔠 ] ᜏ例のイ࣋ントにከくの予⟬がつけれない現≧がある
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2-�.　ᐇ㊶ &における運用体制と課題

　

めにࡌࡣ　1-�-2　

　病院におけるアート活動は患者のストࣞスを㍍ῶし、Ẽを⣮らわせるຠᯝが期ᚅできる。それら医

療施設や福祉施設でのヘルスケアアートの導入は、患者の心と身体のケアにຠᯝがあるだけでなく、

病院職員をྵむ医療施設利用者に様々なࣉラスのຠᯝをもたらしている。これらのຠᯝに╔┠し、アー

ト活動を建築設計の段㝵からインテリアとして取り入れる医療施設の事例がቑ加しつつある。

 名古屋市立東部医療センター入院・デ療棟のᨵ築にకい、名古屋市立大学計画系研究室は病院整備

室と連ᦠして病院職員の参加を前ᥦとしたアート活動の実践を行なった。職員がアート活動に参加す

る事で、実㝿にどのようなຠᯝがあり、職員の意識にどのような変化があるのかは、これまでに明ら

かにされていない。そこでアート活動の実践後に病院スタッフに対してアンケート調査を実施し、࣡ ー

クショッࣉ（௨ୗ WS）参加とその後の意識、ົに対する意識の変化、アート活動による環境の変

化を調査した。本研究は職員とඹに実施するアート活動の利点を明☜にすることで、今後のアート活

動の᭦なるಁ進を┠的としている。

　　2018 年 9 月に名古屋市立東部医療センターの入院・デ療棟（表 2-4）の新築工事のタイミングで

㸰つのࣉロジ࢙クトを行なった（表 2-7）。

　　　　　　　　　　　　⾲ 2-� タᴫ要
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　2-�-2.   ᐇ㊶ &におけるࢺ࣮活動の人的体制と活動内容

　病院職員、設計会社、大学と協ാでヘルスケアアート࣡ー࢟ンググルーࣉ（௨ୗアート活動 WG ）

を立ࡕ上げ、毎月 2~ 3 回の࣌ースでアート活動᳨ウ会㆟が行われた。ᩘ回の会㆟とㄝ明会、病院職員

が参加できる WS を重ࡡて建築付㝶型のアート活動を行った（図 2-37,38）。画実施したアート活動

のෆᐜは大きく㸰つに分かれる（表 、インデザインでࢧクト①は３㝵から㸶㝵の病棟の࢙ロジࣉ。（2-8

す棟・東棟が分かりやすいようにピンク（㏆㞄のᱜ୪木）と㯤⥳（名古屋市の木であるᴋ）でⰍ分け

した（図2-39）。ࣉロジ࢙クトղは壁画の制作でデザイン段㝵から職員が参加した。㸰回のデザイン࣡ー

クショッࣉ（真 2-18）とアイデアເ集用⣬からᚓたアイデアをデザインに映した。壁画 WS（

真 2-19）を実行し職員ົ時間外に参加できるようにᖹ日 18 時〜 19 時で、⣙㸰ࣨ月間実施し、㏙

 50 名の職員が参加した。壁画 WS の⠊ᅖは 1.2F ඹ用部のᗯୗと 1-8F エࣞ࣋ーターホールにある

１m ゅのᰕで、壁画の⥲㠃✚は⣙ 400 ੍ある（図 2-40）。

インデザインࢧ：　①クト࢙ロジࣉ

　　きっかけ　　：建築設計事ົ所社員のࡧかけ

　　WG メンࣂー：東部医療センター病院整備室３名、大学㸰名（教員１名、学生１名）、

　　　　　　　　　┳護ᖌ、建築設計会社社員１名、名古屋市職員１名

　　　活動　　　：３㝵から㸶㝵の病棟のࢧインのデザイン

　　ᐃ期会㆟　　：2018 年 10 月〜 2019 年 4 月

　　　　　                毎月 1 回程ᗘ

クトղ　：壁画制作࢙ロジࣉ

　　　　運用体制：大学教員１名、学生１名、病院整備室┳護ᖌ１名、設計事ົ所社員１名、名古屋

　　　　　　　　　市職員１名、病棟┳護ᖌ１名、ࣞントࢤン技ᖌ１名、理学療ἲ士１名

　　　　ᐃ期会㆟：2019 年 5 月〜 10 月、毎月 2 回程ᗘ
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　　　　　　　図 2-37   実践 C における人的体制              　　　　　　　　　　  
　

　　　　　　　

  　　　　　　図 2-3�   ᐇ㊶ &における活動内容            　　　　　　　　　　  
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⾲ 活動のᴫ要ࢺ࣮  �-2

  　┿ ࣥࢨࢹ �2-1 :6 のᵝᏊ           　　　　　　　　　　  

 ┿ 2-1� ቨ⏬ :6 のᵝᏊ           　　　　　　　　　　  
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ቨ⏬:6の⠊ᅖ ᩿㠃図

Τ
Ϩ
ϕ
�Ź
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ϗ
�Ź
ϧ
ʹ
͋
Δ
ࢧ
பớ�'��'

Ờ

  図 2-3�   体のࢪ࣮࣓ࣥࢨࢹ              　　　　　　　　　　  

図 �-��  ቨ⏬ :6 の⠊ᅖ             　　　　　　　　　　  
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　2-�-3.  ᐇ㊶ &におけるࢺ࣮活動の活動資金

　病院新築予⟬から出し（図 2-40）、⥲㢠 173 程ᗘで行った（表 2-9）。大学による予⟬管理の

もと制作・設置にకう経㈝が支ᡶわれた 。

　　　　　　 　　

  　　　　　　図 2-�1   ᐇ㊶ &における活動資金            　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　⾲ 2-� 　実践 C における活動資㔠のෆヂ
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　2-�-�. ᐇ㊶ &におけるࢺ࣮活動のຠᯝに関ࡍるㄪᰝ

調査①：壁画制作࣡ークショッࣉに参加した職員に対して⣬㠃でアンケート調査用⣬を 74 名に㓄ᕸ

し 34名の病院職員から回⟅をᚓた。調査ෆᐜはWS参加とその後のẼᣢࡕ、ົに対する意識の変化、

アート活動による環境変化に関してである。

調査ղ：病院のෆぴ会の㝿、見学者にアンケートを㓄ᕸし 677 名から回⟅をᚓた。調査ෆᐜはアート

活動の認知ᗘ、設置したアート活動の良しᝏし、設置したアート活動の༳㇟である ( 表 2-10)。

  　　　　⾲ 2-1�  ㄪᰝのᴫ要              　　　　　　　　　　  

　

　2-�-�. ㄪᰝ⤖ᯝ

ϸ㸧 :6 ཧຍとࡑの後の⫋ဨのព㆑

　アンケート調査により参加とその後の意識を調査した（図 2-42）。97% の職員が「ᴦしかった」、

39% が「日々のᴦしみ」、71㸣が「職場にឡ╔がいた」と⟅え、ᴦしみつつ職場へのឡ╔を喚起し

たことがఛえる。「参加した事を誰かに話したくなった」68% 、「ὶのない職員と会話できた」59% 、「他

の職員とὶが深まった」41% とアート活動をきっかけにὶが活性化したとゝえる。「また参加し

たい」85% 、「アート活動により⯆がいた」74% と参加によりアート活動により⯆をᣢった職

員がከᩘいることがわかった。

  　　　　図 2-�2   :6 ཧຍとࡑの後の⫋ဨのព㆑
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Ϲ㸧 ົにᑐࡍるព㆑のኚ

　WS 参加後のົに対する意識の変化 ( 図 2-43) は「参加後に仕事がしやすくなった」15㸣、「ാき

がいが高まった」27% 、「仕事のࣔチ࣋ーションがྥ上した」24% 、「✚ᴟ的なጼໃになった」29% と

⣙ 1/ 4 の職員が職ົに対してポジティࣈな変化が見られた。また、「参加することで今後もこの病院

でാきたいと思ったか」という㉁ၥに対し 41% の職員が「そう思う」と⟅えた。18㸣が「患者にඃ

しくなれた」、39㸣が「アート活動を通じて患者と会話できた」と⟅え、患者との関ಀྥ上に⧅がっ

ていることがุ明した。

Ϻ㸧ࢺ࣮活動にࡼる⎔ቃኚ

ɹアート活動による環境の変化を調査した（図 2-44）。77% が「職場がᛌ㐺になった」、94㸣が「病

院の㞺ᅖẼが良くなった」と⟅えከくの職員がアート活動によって病院の環境が良くなったと⟅えて

いる。また、「場所がわかりやすくなった」30% 、「㝵ᩘがわかりやすくなった」33% 、「す棟・東棟

がわかりやすくなった」62% とアート活動がከᑡなりとも場所の認識をຓけていることがわかった。

図 2-�3  ົにᑐࡍるព㆑のኚ

           　　　　　　　　　　  

図 る⎔ቃኚࡼ活動にࢺ࣮  ��-2
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ϻ㸧用⪅の༳㇟

ɹ病院いおけるアート活動を知っていたかという㉁ၥに対して、知っていたという利用者は 267 名で

知らなかった利用者は 397 名であった。アート活動を知っていた利用者のうࡕ関心があった利用者は

181 名（27㸣）、関心が無かった利用者は 86 名（13㸣）であった。知らなかった利用者のうࡕ関心が

ある人は 352 名（52㸣）と最もከく、関心がない利用者は 45 名（7㸣）であった。利用者の༙ᩘはアー

ト活動のᏑᅾを知らなかったにも関わらࡎ、関心を示していることがうかがえる（図 2-45）。

ɹɹɹɹɹɹɹ           

181

86

352

45
13

0
50

100
150
200
250
300
350
400

１知
って
いて
関⼼
があ
った

２知
って
いて
関⼼
がな
かっ
た

3知
らな
かっ
たが
関⼼
があ
る

4知
らな
かっ
たし
関⼼
がな
い

５無
回答

　　　　　　　　　　図 2-��  用⪅のㄆ▱

            　　　　　　　　　　  

ɹ東部医療センターのアート活動の良しᝏしを㉁ၥした。557 名（82㸣）がとても良かったと回⟅し、

ዲ༳㇟であったことがุ明した。一方であまり良くない、良くないと⟅えた人が 54 名（8㸣）おり、

すての人にཷけ入れられることの㞴しさが示された（図 2-46）。
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　　　　　　　　　図 2-�6  用⪅のࢺ࣮活動のⰋしᝏし
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ɹ

　アート活動についての༳㇟を㉁ၥした。Ᏻሚ感・リラックスを感じる人が最もከく 338 名（24% )、

あたたかい 222(16% )、やさしい 220(16% )、新鮮さ 165(12% ) がḟにከかった。一方でẼがつかない

22(2% )、見ていない 3(0.1% )、ᛌ 1(0.1% ) と⟅えた人もᑡᩘであるがᏑᅾし、アート活動のさりげ

なさが༳㇟のⷧさにつながったのではないかと予できる（図 2-47）。
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　　　　　　　　図 2-��  用⪅のࢺ࣮活動の༳㇟

　自⏤記㏙では 133 名の書き込みがあった。そのうࡕ 92 名は「木がってあってẼᣢࡕがᏳらぐ」「空

間が明るくなる」「⥡㯇」など⫯ᐃ的な意見を記㏙した。「もっとἑ山の場所にḧしい」「ኳ井にもḧしい」

「ㄝ明書きがᚲせ」「一年ごとに変化すると良い」など 23 名からᥦがあった。一方で 11 名からは「イ

ンࣃクトがᑡない」や「Ẽ࡙かない」などのྰᐃ的な意見がᐤせられた（図 2-48）。
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　　　　　　　図 2-��  用⪅の⮬⏤グ㏙ࡽ
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2-�-6. ᐇ㊶ &におけるຠᯝと課題

　௨上の⤖ᯝからアート活動を職員参加形ᘧで導入することによる௨ୗの意識の変化が見られた。

�� ᴦしみながら職場へのឡ╔をቑ加させる

�� 職員同士、職員と患者のὶをಁ進

�� 職ົの✚ᴟ的なጼໃの喚起

また、利用者の༳㇟として⫯ᐃ的な意見が㸶を㉸え、アート活動として一ᐃのホ౯をᚓられた。アー

ト活動のㄝ明書きや季⠇によって変化をえるなど、᭷┈なᥦをᚓることができた。

　また、参加型のアート活動の後に �つの活動につながっている。

①職員による自主的なࢧイン࣌イント（真 2-20 ）

ղ無料ᥦ供された࣐ス࢟ングテーࣉによる、壁画を利用した࣐ステアート（真 2-21）

ճコロࢼ患者のためのランチ࣐ットデザイン（真 2-22）

課題としては࢟ーࣃーࢯンの人事␗動による᥎進力のపୗ。病院 $0 など人事␗動の無い人材がᚲせ。

2-6.　2 ❶のまとめ

真 2-20 職員による自主的なࢧイン࣌イント 真 2-21 壁画を利用した࣐ステアート

真 2-22  コロࢼ患者のためのランチ࣐ット
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 2-6-1.　ᐇ㊶におけるࢺ࣮活動のຠᯝ

　子どもを対㇟にした施設では࢟ャラクターやストーリーを絵本にやストーリー࣎ードを┠にする事

で職員の認知をಁ進しており、アート活動が子どもの療養環境に⒵しと励ましをえている事がఛえ

た。職員にとっても職場環境が良くなり、患者とのコミュニケーションをಁ進させるࢶールとしてホ

౯をᚓた。アート活動の࢟ャラクター達は病院の名่やᗈ報ㄅで利用され、病院のオリジࢼリティー

やアピールに活用されていた。

　高㱋者を対㇟にしたアート活動では　アンケート調査やインタビュー調査によりアート活動のアー

トࣉログラムによって㸪参加した高㱋者に生活の㉁のྥ上というຠᯝをえることに成ຌした。同時

に、一⥴に参加した職員のẼᣢࡕもポジティࣈにし、護の㉁にも良い影㡪を及ࡰすことはアート活

動の意義となった。また、今回のアートࣉログラムを体験することによって㸪職員のヘルスケアアー

トに対する⯆関心を高める⤖ᯝとなった。

　病院スタッフとともに作るアート活動では、アート活動に参加することでᴦしみながら職場へのឡ

╔をቑ加させたり、職員同士や職員と患者のὶをಁ進することにより職ົの✚ᴟ的なጼໃの喚起が

アンケートからఛえた。⤖ᯝとしてESのྥ上につながったとゝえる。また、利用者のᛂも⫯ᐃ的で、

「ẼᣢࡕがᏳらぐ」や「空間が明るくなる」などዲ༳㇟をえることができ、CS のྥ上にもᐤした

とゝえる。

　௨上 3 つの実践からアート活動の意義として௨ୗの点があげられる。

1) 空間を演出をするアート活動は、患者やその家族、職員など施設を利用するすての人にとって

ẼᣢࡕがᏳらいだり、空間が明るく感じられたりとポジティࣈな༳㇟をえる。

2) 場所に意付けをしࢧインとしてのෆ性を高める

3) ᆅᇦの環境的文⬦を取入れᆅᇦの㨩力を発信し、病院のオリジࢼリティにᐤする。

4) アート活動をきっかけとして会話がㄏ発されたり、࣡ークショッࣉへの参加などコミュニケーショ

ンをಁ進する。

5) アート活動に職員が参加する事で職ົの✚ᴟ的なጼໃの喚起、病院にឡ╔が生まれる。

6) 時間的演出をするアート活動は高㱋者の Q OL をྥ上させる。

7) 患者を㏄えるጼໃの表明や病院理念の表明など病院のアピールにつながる。
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2-6-2.　運用体制におけるຠᯝと課題

また、運用体制のຠᯝと課題として௨ୗがᣲげられる。

ᐇ㊶ $㸧デザインした࢟ャラクターが病院 HP、名่、院ෆㄅ、ࣃンフࣞットなどに用され、病院

ᗈ報職員により病院のᗈ報に㈉⊩している。課題として、デザインのい回しによる࣐ンࢿリ化。アー

ト作品のメンテࢼンスのᚲせ性が示された。

ᐇ㊶ %㸧その後の活動は継続していない。施設に予⟬がないことと、外部からの協力をཷけ入れるた

めの調整が職員の㈇ᢸ感につながったことが課題である。

ᐇ㊶ &㸧参加型のアート活動の後に 3 つの活動につながっている。①職員による自主的なࢧイン࣌イ

ント。ղ無料ᥦ供された࣐ス࢟ングテーࣉによる、壁画を利用࣐ステアート。ճコロࢼ患者のための

ランチ࣐ットデザイン。課題としては࢟ーࣃーࢯンの人事␗動による᥎進力のపୗ。病院 AM など

人事␗動の無い人材がᚲせ。

　௨上の実践より「人的体制」「活動ෆᐜ」「活動資㔠」に関してそれࡒれຠᯝと課題を整理した（図

2-49）。

ਓ
త
ମ
੍

׆
ಈ

༰
׆
ಈ
ࢿ
ۚ

図 2-��  運用体制におけるຠᯝと課題

注
ὀ 2-1）

ὀ 2-2）

ݙจߟࢀ
文 2-1）

文 2-2）

Q OL とは、一⯡に、ࠗ 生活の㉁࠘のことを指し、ある人がどれだけ人間らしい生活や自分らしい生活を㏦り、人

生に幸福を見出しているか、ということをᑻᗘとしてとらえる概念である。

ᮍ来につなぐヘルスケア・アートࢿ࣐ジメント人材⫱成事ᴗとは、社会的ໟᦤの視点から、医療福祉施設などヘ

ルスケアの現場におけるアートのᚲせ性・᭷用性のၨ発とともに、そのアートࢿ࣐ジメントのできる人材⫱成や

組織構築の基┙࡙くりをしていくものである。医療系・人文社会系・芸術工学系を擁する名古屋市立大学の人材と、

20 年௨上にわたる芸術工学部でのホスピタルアートの実⦼を活かし、ᖜᗈく名古屋市関連ᶵ関・NPO 等と連ᦠし、

アートによる医療福祉環境のྥ上を┠指す活動である。

ᒸᗞ⣧子 , 鈴木賢一 : 小児病棟における子どもの療養のためのインテリアデザインに関する研究 : 㸫小児患者・

付きῧい家族・┳護ᖌの࢟ャࣉションホ౯ἲに基࡙く考察㸫日本建築学会計画系論文集 79(705), 2357-2365, 2014
外山 義：自ᏯでないᅾᏯ - 高㱋者の生活空間論 -, 医学書院 , 20
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めにࡌࡣの❶のࡇ　.3-1

　2 章では病院におけるアート活動の実践から運用体制の課題と知見を明らかにしてきた。3 章では

現ᅾの日本における病院のアート活動がどの程ᗘ普及し、どのような運用がなされているのかを明ら

かにしていく。

3-2.　研究᪉ἲ

　研究の方ἲとして 3 つの段㝵を経る（表 3-1）。まࡎはឡ知県ෆの病院にアート活動に関してヒア

リング調査を行い、一⯡的な病院のアート活動の活動ෆᐜや運用体制を調査する。その後、この分野

が発ᒎᣑ大して⫼ᬒがあり、経年の変化を読み取ることが重せと考えた。そこで国の病院に対して、

2013 年と 2019 年に国の病院にアンケート調査を行いアート活動の実態の変化、導入前後の課題を

調査する。௨上の３つの調査から病院におけるアート活動の人的体制、活動ෆᐜ、活動資㔠と導入前

後の課題を明らかとする。

3-3.　ㄪᰝᴫ要

①病院のアート活動に関するヒアリング調査 (2012 年 )
　ឡ知県ෆの病ᗋᩘ 200 ᗋ௨上の⥲ྜ病院の外来ス࣌ースを対㇟に、様々な経Ⴀ母体の 8 病院を㑅 
ᢥし、現ᆅ調査及ࡧ施設課のᢸ当者にインタビュ ー調査を行った。調査ෆᐜは、アート作品のᩘ、 ᒎ
示場所、ᢸ当者の᭷無、入ᡭ方ἲ、ಖ᭷・ಖ管・ 管理・運用・予⟬の≧ἣ、ࢠャラリーの᭷無、患 
者のホ౯、アートイ࣋ントや大学や市Ẹᅋ体など の取り組み、ၥ題点や今後のᒎᮃなどである。

ղ病院のアート活動に関するアンケート調査 (2013 年 )
　日本病院会に所ᒓする国 400 ᗋ௨上の⥲ྜ病院を対㇟ににアンケート調査を行った。施設課長ᐄ

てに 500 病院にアンケート用⣬を㒑㏦で㓄ᕸし、100 病院から㏉信をᚓた。㉁ၥෆᐜは、アートの導

入の᭷無、アート作品のᩘとᒎ示ẚ⋡、アート活動の㢖ᗘと㛤ദ場所、メンテࢼンスの᭷無、予⟬に

ついてである。

ճ病院のアート活動に関するアンケート調査 (2019 年 )
　国の病院におけるアート活動の普及≧ἣと運Ⴀ実態をᢕᥱするために 2019 年 3 月に日本病院会

に所ᒓする 2,475 病院（2019 年 3 月現ᅾ）を対㇟に、病院事ົ長ᐄに㒑㏦で調査票を㏦付し、508
病院（20.5% ）から回⟅をᚓた。調査ෆᐜはアート活動の普及≧ἣ、導入経緯、運Ⴀ実態、職員の意識、

導入前後の課題である。（2019 年）

　　⾲ 3-1 ᪥ᮏの病院のࢺ࣮活動のᬑཬ≧ἣㄪᰝᴫ要
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3-�. ㄪᰝ⤖ᯝ

ㄪᰝ㸦ㄪᰝձ㸧の⤖ᯝࢢࣥࣜࣄ .1-�-3

 
ϸ �  タの⌧≧

　調査対㇟とした 8 病院の現ᆅ調査及ࡧ施設課のᢸ当者にインタビュー調査から病院のアート活動に

関する現≧が見えてきた（表 3-1）。対㇟とした病院にあるアート作品のከくはᐤ付であり、Ṕྐの

古い病院とఏ⤫工芸の┒んなᆅ༊（㸿、㹁、㹄）の病院はアート作品のᩘがẚ㍑的ከいことが分かっ

た。㹁病院ではᐤ付作品の大きさも１㸳㸮号 程ᗘのものもከく、ワめ込んでᒎ示しており、ᅽ㏕感

がある（真 3-1）。㹂病院では、ᐤ付作品のᒎ示場所にᅔっている事例もみられた。

真 3-1   㹁病院ᗯୗ　　　　       真 3-2 㹂病院ࢠャラリー

　また、༙ ᩘの病院がࢠャラリース࣌ースをᣢっていて決められたᅋ体やಶ人に無ൾでᥦ供している。

ースにᒎ示されているアート作品はᐃ期的に入れ᭰えている（真࣌ャラリースࢠ 3-2）。
 新築やቑ築の場ྜは、設計の段㝵でインテリアがデザインされるので、アート作品の設置の᭷無は

設計者によるとこࢁが大きい。設計段㝵でᣢࡕ込まれるアート作品はࢧイトス࣌シフィック・アート 
が設置される事例もみられた。しかし、絵画などの小つᶍなアート作品の設置は施設課のุ断で行わ

れている。

 アート作品へのᢈุ的なホ౯もあり、作品のᕪし᭰えで対ᛂする事例と、そのままᨺ置する事例が

みられた。

⾲ 3-2 　ᑐ㇟病院のࢺ࣮活動と⟶理
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Ϲ㸧⟶理࣭ண⟬

　アート作品の管理は調査対㇟のてで施設課の職員が行っており、病院 AM  などの職✀はみられ

なかった。

 アート作品のためのಖ管ᗜはなく、他の資材とඹにᗜでಖ管されている（真 3-3）。しかし、ア

ート作品の入れ᭰えはとんど行われておらࡎ、ᗜに╀ったままであることが᥎ される。アート

作品を管理するリストも１病院を㝖き、作成されていないのが現≧であった。

 作品のメインテࢼンスは一部の屋外の彫刻を㝖き、行われていない。新築されたばかりの病院では、

メインテࢼンスという意識はᕼⷧになりがࡕであった。බ立病院の施設課の職員には␗動が᭷り、ᢸ

当者が入れ᭰わる。その㝿、作品リストやメインテࢼンスの方ἲなどがしっかり決められていたらス

ムーࢬにᘬき継ࡂができるのではないだࢁうか。

　⨾術大学と連ᦠしている㸿病院（真 3-4）を㝖くと、アートに対する予⟬のᡭ当がなされていない。

真 3-3  㹂病院ᗜ　　　　　     真 3-4    㸿病院ᚅྜࡕい

Ϻ㸧ࡑののྲྀ⤌ࡳ

ࢧスコン࣐とんどの病院でエントランスホールやከ┠的ホールなどで、市Ẹᅋ体によるクリス 　

ートやᴦჾの演ዌ会などのイ࣋ントがᐃ期的に行われている。とくに、厚生連（ J A）や生協などの

組ྜが経Ⴀしている病院は、組ྜの⧅がりが強くイ࣋ントなどの㛤ദ㢖⦾もẚ㍑的ከいことが分かっ

た。

ϻ㸧ࢢࣥࣜࣄㄪᰝのまとめ

　ከくの病院ではᗯୗやᚅྜス࣌ースに絵画や真、彫刻などのアート作品がᒎ示されていた。また

ᐃ期的に㡢ᴦコンࢧートなど㛤ദされ、患者に⒵しのᶵ会をᥦ供している。しかし、一方で病院によ

ってはアート作品のᐤ㉗により作品ᩘがቑ加し、ᒎ示しきれࡎᗜにಖ管している病院や、彫刻の◚

ᦆがそのままになっていたり、壁いっࡥいに大きな絵画を所⊃しとᒎ示している病院など、アート作

品に関する≧ἣは病院により様々であった。
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3-�-2. 2�13 ᖺࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝ㸦ㄪᰝղ㸧の⤖ᯝ

 ϸ 活動の導入≧ἣࢺ࣮  �

　　　　

　院ෆにアートを導入しているかという㉁ၥに 69㸣が導入していると⟅えた（図 3-1）。アートの活

用に関する方㔪をもっているかという㉁ၥには、31㸣が方㔪をᣢっていると⟅え（図 3-2）、㸵のアー

ト導入に対して３の病院しか方㔪をᣢっていないことがわかった。

       　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　図 3-1 ↓活動の導入᭷ࢺ࣮

　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　　図 3-2 ↓の᪉㔪᭷ࢺ࣮
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Ϲ సရのಖ᭷ᐇែࢺ࣮�

　　　

　アート作品は、95㸣の病院でアート作品がᒎ示されており、とんどの病院でఱらかのアート作品

がᒎ示されていることがわかる（図 3-3）。ᐤ付でアート作品をㆡりཷける事がある病院は 73㸣で（図

3-4）、年間のᖹᆒᐤ付ᩘは⣙༙ᩘが 0 〜 2 であった（図 3-5）。アート作品を㉎入することがある病院

は 19㸣で（図 3-6）、年間㉎入ᩘのᖹᆒは 0 〜 2 が最もከい（図 3-7）。
 アート作品は入ᡭ経㊰により「ᐤ付作品」「㉎入作品」「ࣞンタル作品」のいࡎれかであると᥎ し、

それࡒれについて調査した。「ᐤ付作品」は 10 〜 25 が最もከく病院によっては 100 ௨上ಖ᭷する施

設もあった（図 3-8）。「㉎入作品」は⣙༙ᩘは㸮で㸵が 20 点௨ୗであった（図 3-9）。「ࣞンタル作品」

も㸶が 25 点௨ୗであった（図 3-10）。ಖ᭷している作品のうࡕてᒎ示している病院は 33㸣であ

り 58㸣はᗜなどで一部ಖ管されている（図 3-11）。作品のಖ管ᩘは 16 〜 20 が最もከく 13㸣、1 〜

5 が 12㸣であった（図 3-12）。

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　図 3-3 ↓సရのᒎ♧の᭷ࢺ࣮

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　図 3-�　ᐤ㉗సရの᭷↓

　　　　　　　　　　　　　

33

14

4

3

5

2

12

0 5 10 15 20 25 30 35

0〜１

１〜２

2〜３

４〜５

６〜１０

１１以上

不明／未記入

年間寄付数

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　図 3-� ᖺ㛫のᐤ付సရのᩘ
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　　　　　　　　　　　　　図 ↓సရの㉎入の᭷ࢺ࣮ 3-6

　　　　　　　　　　

7

4

1

6

0 1 2 3 4 5 6 7 8

0〜１

１〜２

10以上

わからない

　　　　　　　　　　図 3-� ᖺ㛫ࢺ࣮సရの㉎入ᩘ

　　　　　　　　　　

6

25

30

18

6

4

6

5

0 5 10 15 20 25 30 35

0

1〜10

１０〜２５

２５〜５０

５０〜７５

７５〜１００

１００以上

無回答

　　　　　

　　　　　　　　　　図 3-� ᐤ付ࢺ࣮సရのಖ᭷ᩘ

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

48

19

9

3

5

3

4

9
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0

1〜５

５〜１０

１１〜２０

２１〜５０

５０〜１００

１００以上

無回答

　　　　　　　　　　図 3-� ㉎入ࢺ࣮సရのಖ᭷ᩘ

　　　　　

　　

　　　　　　　　　



- 65 -

第 3 章　ຊͷපӃʹ͓͚ΔΞʔτ׆ಈͷӡ༻ମ੍

　　　　　　　　　　

42

24

15

9

1

1

1

7

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

0

1〜10

１０〜２５

２５〜５０

５０〜７５

７５〜１００

１００以上

無回答

　　　　　　　　　　図 　సရのಖ᭷ᩘࣝࢱࣥࣞ �3-1

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　図 సရのᒎ♧とಖ⟶のྜࢺ࣮　3-11
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１００以上

無回答

　　　　　　　　　　　　　図 ᩘ⟶సရのಖࢺ࣮ 3-12
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Ϻ సရの運用と⟶理ࢺ࣮�

　44（44㸣）の病院にࢠャラリース࣌ースが設置されており、絵画作品や真のᒎ示がなされている

( 図 ᒎ示入れ᭰えを行なっている病院はࡕャラリーのある病院のうࢠ。(3-13 30 病院（73.2% ) でもっ

ともከい 9 病院（20.5% ) が月ごとに入れ᭰えている事がわかった ( 図 3-14)。
メンテࢼンスは 29 病院（29㸣）で行われており（図 3-15)、Ύᤲ (13% ) や⿵修 (4% )、入れ᭰え (10% )
が行われていた（図 3-16)。その㢖ᗘは㸰㐌間毎が１病院（1㸣）、１ࣨ月毎㸲病院（4㸣）、３ࣨ月毎

3 病院（3㸣）、༙年毎（2㸣）、毎年（2㸣）、ᐃ期が 15 病院（15㸣）と病院により対ᛂが␗なる（図

3-17)。

　　　　　　　　　

44 55 1

ギャラリー有無

はい いいえ 無回答

　　　　　　　　　　　図 ↓の᭷࣮ࣜࣛࣕࢠ　3-13

　　　　　　　　　　

1
4

9
2

8
2
3

1
13

1

0 2 4 6 8 10 12 14

１週間

２週間

１ヶ月

２ヶ月

3ヶ月

４ヶ月

6ヶ月

1年

入れ替えない

無回答

　　　　　　　　　　図 㢖ᗘ࠼の入れ࣮᭰ࣜࣛࣕࢠ　�3-1

　

　　　　　　　　　

29 70 1

維持管理有無

はい いいえ 無回答

　　　　　　　　　　図 ↓の᭷ࢫࣥࢼࢸసရの࣓ࣥࢺ࣮　�3-1

　　　　　　　　　　

13 4 16

メンテナンスの内容

清掃 補修 ⼊れ替え

　　　　　　　　　　　図 の内容　」ᩘ㑅ᢥ　Q㸻ࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥ　3-16 2�
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1

4

3

2

2

1

15

1

0 5 10 15 20

2週に一度

１ヶ月に一度

３ヶ月

6ヶ月

年に一度

数ヶ月

不定期

無回答

　　　　　　　　　　　　　図 の㢖ᗘࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥ　�3-1

ϻ 　　　活動のᬑཬᐇែࢺ࣮�

　

　㡢ᴦコンࢧートや演⯙などのࣃフォー࣐ンスアートは、91㸣の病院で行われていた（図 3-18）。
 㢖ᗘはᐃ期に㛤ദされることが 43㸣とከく、季⠇毎、毎月とᐃ期的に実施する病院が㸲程ᗘで

あった（図 3-19）。実施場所は外来が 42㸣で病棟が 18㸣、ࣈࣃリックス࣌ースをྵむその他が 44㸣
であった（図 3-20）。
　参加型のアートの実施に関しては「アート系࣡ークショッࣉ」は 3㸣、患者の作品ᒎが 15㸣であっ

た。一方で「行っていない」が 70㸣で㡢ᴦ演ዌと作品ᒎ示௨外の活動はᑡᩘであった（図 3-21）。
　　　　

　　　　　　　　　　　　　

91 8 1

⾳楽演奏などのアート活動の有無

はい いいえ 無回答

　　　　　　　　　　　　　図 3-1� 㡢ᴦ₇ዌ࡞のࢺ࣮活動㛤ദの᭷↓

　　　　　　　　　　　　　

3

14

24

43

2

3

2
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毎週

毎月

季節

不定期
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毎年

無回答

　　　　　　　　　　　　　図 3-1�活動㛤ദの㛤ദ㢖ᗘࢺ࣮ 
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30

6

40

1

10

2

2

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

外来

病棟

その他※５

無回答

外来／病棟

外来／その他

病棟／その他

　　　　　　　　　　　図 3-2� 活動㛤ദのሙᡤࢺ࣮

　　　　　　　　　　　

3 15 9 70 3

その他のアートイベント

ワークショップ 患者作品展 その他 ⾏っていない 無回答

　　　　　　　　　　　図 3-21 㡢ᴦ₇ዌ௨外のࢺ࣮活動

ϼ 　⟭のணࢺ࣮�

　アートイ࣋ントやコンࢧートをするための予⟬を「ある」と⟅えたのは 16㸣であった（図 3-22）。
実㝿に☜ಖできる㔠㢠は 10 から 150 と病院により大きなᕪがある（図 3-23 ）。アート作品

を㉎入する予⟬が「ある」は３病院（3㸣）で（図 3-24）㔠㢠が決まっているのは１病院（100 ）

であった。　

　　　　　　　　　　　　

16 83 2

アート活動予算有無

ある ない 無回答

　　　　　　　　　　　　図 ↓ためのண⟬の᭷࠺⾜ࢆ活動ࢺ࣮ 3-22
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1
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10万

１５万

２０万

３０万

４０万

７０万

１００万

１５０万

不明

　　　　　　　　　　　　図 3-23 ためのண⟬の㢠࠺⾜ࢆ活動ࢺ࣮
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3 96 1

購⼊予算有無

ある ない 無回答

　　　　　　　　　　　　　図 ⟭సရ㉎入のためのணࢺ࣮ �3-2

Ͻ㸧 ղࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝのまとめ

　2013 年の調査では院ෆにアートを導入している病院は 69㸣であったが、アートの活用に関して方

㔪をᣢっている病院は 31㸣であった。95㸣の病院で絵画はᒎ示されᐤ付作品も 73㸣の病院で年間ϸ

〜㸰作品のᐤ㉗が☜認された。アート作品のᒎ示はどの病院でもなされ、4 強の病院でࢠャラリー

ス࣌ースがあり、ᒎ示≀の入れ᭰えもなされていた。㸰の病院で年間１〜㸰作品程ᗘアート作品を

㉎入しおり、アート作品のಖ᭷ᩘがቑ加し、ಖ管している病院は㸴に᪼り、㝈られた病院のス࣌ー

スを絵画などのアート作品のಖ管に用している事が☜認された。

　㡢ᴦコンࢧートなどのアート活動は㸷の病院で行われており⣙༙ᩘがᐃ期的に行われていた。一

方で㡢ᴦコンࢧートと作品ᒎ示௨外の活動はᑡい事がわかった。それらの活動を行う予⟬は 16㸣の

病院が☜ಖしており、10 〜 150 と病院により予⟬㢠にはᖜがある。ከくの病院は病院におけ

るアート活動のための༑分な予⟬を☜ಖできない現≧が明らかとなった。

　௨上のことからアート作品と㡢ᴦ演ዌはከくの病院で導入されているが、作品ᩘのቑ加でಖ管ス

。かの㡢ᴦ演ዌと作品ᒎ示௨外のアート活動はあまり見られなかったースがᚲせになったり、その࣌
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 3-�-3. 2�1� ᖺࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝ㸦ㄪᰝճ㸧の⤖ᯝ

ϸ 活動の┴ู導入≧ἣࢺ࣮ �

　患者や職員のストࣞス㍍ῶや療養環境のྥ上を┠的としたアートを導入しているか、という㉁ၥに

対して 508 病院のうࡕ 324 病院が「はい」と⟅え、体の 63.6% の病院でఱらかのアート活動が導

入されている事がわかった ( 図 3-25)。ᆅᇦᕪを知るため㒔㐨ᗓ県ูに導入病院のྜをẚ㍑し、導

入⋡のከい順に記㍕した ( 表 3-3)。回⟅ᩘが㸳ᮍ‶の㒔㐨ᗓ県に関しては記㍕していない。導入病院

ᩘがከいのは大㜰ᗓ (27)、東ி㒔 (26)、ឡ知県 (22)、北海㐨 (20) など、もともと病院ᩘのከい㒔㐨ᗓ

県である。導入⋡を見ると高知県（100㸣）、▼川県（100㸣）で続いてᒸ山県 (87.5% )、新₲県 (82.4% )、
⚄ዉ川県（81.8% ) が高く、ᆅᇦ的なഴྥは読み取れない。アート活動の導入に関しては体系的整備

のᡭἲが普及しておらࡎ、ಶูの事情での導入段㝵にとどまっていると考える。

　　　　　　　　

69 30 1

⽬的を持ったHCA導⼊の有無

はい いいえ 無回答

　　　　　　　　　図 活動の導入᭷↓　Q㸻ࢺ࣮ �3-2 ���

　　　　　　　　　 　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⾲ 3-3　㒔㐨ᗓ┴ูࢺ࣮活動導入⋡
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Ϲ 活動の✀㢮ู導入≧ἣࢺ࣮ �

　実㝿にどのようなアート活動が導入されているかを」ᩘ㑅ᢥで回⟅をᚓた。1 章で示したアート活

動の分㢮にἢって「環境デザイン」「アート作品」「アート活動」で事例ᩘのከい順に示した図が（表

3-4）である。

　環境デザインでは外構デザイン 127(25.0% )、屋上ᗞᅬ 90(17.8% )、室ෆ⥳化 73(14.4% )、アクアリ

ウム 55(10.8% )、ὶỈ置 2(0.2% ) などỈᬒや⥳化・࢞ーデンに関わるもの、ࢧイン 42(8.3% )、外

壁 28(5.5% )、↷明デザイン 22(4.3% )、家ලデザイン 21(4.1% ) など建築デザインに関わるもの、壁画

82(16.1% )、壁㠃立体 42(8.3% リント壁⣬ࣉ、( 39(7.7% )、ステンドグラス 34(6.7% )、ኳ井画 16(3.1% )、
ᗋの㣭 15(3.0% )、᳨査ᶵჾの㣭 13(2.6% ) など施設の㣭に関わるもの、BG M ウンドデザイࢧ・

ン 138(27.2% ) アロ࣐ 33(6.5% )、リラックス映像 10(2.0% ) など感の環境整備に関するものが導入さ

れていた。⥳化・࢞ーデンにẚ、建築デザイン、㣭、感の環境整備の導入はపい。

　アート作品では絵画 406（80.2% )、真 513(41.9% )、フラ࣡ーアࣞンジメント 108(21.3% )、書

99(19.5% )、工芸品 72(14.2% ) などのᒎ示されているものと、ࣔニュメント 54(10.6% )、彫刻 49(9.6% )
などᜏஂ的に設置されているものがあった。絵画は㸶௨上、真は㸲௨上と立体作品にẚ導入

⋡が高い。

　　　　　　　　　⾲ 活動のศ㢮におけるᩘࢺ࣮　�-3
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　アート活動は㡢ᴦコンࢧート 252(49% ンスࢲ、( 28(5.5% )、演 24(4.7% )、ⴠㄒ 20(3.9% )、ᡭ

品 19(3.7% )、ホスピタルクラウン 18(3.5% タリウムࢿラࣉ、( 5(1.0% ) などのࣃフォーミング系アー

ト、㡢ᴦ療ἲ 58(11.4% )、絵画療ἲ 17(3.3% )、造形療ἲ 13(2.6% )、動≀療ἲ 10(2.0% ンス療ἲࢲ、(

6(1.2% )、ఝ㢦絵セラピー 3(0.8% )、などのアートセラピーがある。その他、患者の参加型アートࣉロ

グラム 41(8.1% )、職員の参加型アートࣉログラム 29(5.7% )、ᆅᇦఫẸと連ᦠした࣡ークショッࣉ（௨

ୗ WS）やイ࣋ント 23(4.5% )、季⠇のイ࣋ント 6(1.2% ルーンࣂ、( 2(0.4% )、病院フ࢙スタ 1(0.2% ) な
どの参加型のアート活動が実施されていた。

　௨上のように体としてはアート作品としての絵画や真が✺出してከく導入されているのが≉ᚩ

である。ḟに㡢ᴦコンࢧートが༙ᩘ程ᗘで導入されている。その他さまざまなアートがᖜᗈく導入さ

れているが、各々の導入⋡はᴟめてపい。

Ϻ ⪅㇟活動のᑐࢺ࣮ �

　誰を対㇟にアート活動を設置・実施したかを」ᩘ回⟅で㉁ၥした。アートの対㇟者を༢⊂で㑅ᢥし

た病院のᩘと」ᩘ㑅ᢥをྵめた⥲ྜ計のᩘを図に示した（図 3-26)。」ᩘ㑅ᢥの⥲ྜ計は「利用者員」

304（60.8% )、「高㱋者」106(20.8% )、「成人」105(20.7% )、「職員」51(9.87% )、「小児患者」49(9.6% )、
「ዪ性患者」18(3.5% ) となった。「利用者員」のように対㇟を≉ᐃしていないᗯୗやエントランスな

どඹ用ス࣌ースにアートがあるようなケースが 60㸣を㉸える一方、≉ᐃの対㇟者である高㱋者や成

人に対するアート活動は 20㸣程ᗘみられた。小児患者やዪ性患者を対㇟としたアート活動は体の

10㸣程ᗘであるが、患者だけでなく職員に対するアート活動も同程ᗘであり、ᑡなからࡎ職場環境へ

の㓄៖としてアート活動が用いられていることがわかる。

　それࡒれの対㇟者ูにどのようなアートが導入されているか分ᯒを行った。高㱋者に対するアート

活動では㡢ᴦコンࢧート（59.0% ) や屋上ᗞᅬ (25.8% )、絵画（88.6% )、真 (55.2% )、書 (30.5% ) の

ྜが高く、リラックスできる㡢ᴦや自↛を感じられるᗞᅬの導入⋡が高い。小児患者を対㇟にアート

活動を導入している病院は壁画（42.9% )、壁㠃立体（24.5% リント壁⣬ࣉ、( (22.4% )、ኳ井画 (10.2% )
の導入⋡が高く、絵画 (89.8% )、㡢ᴦコンࢧート (69.4% ) も高かった。小児患者に対しては壁㠃の

㣭や㡢ᴦなどが導入されているഴྥがあるとゝえる。ዪ性患者を対㇟としたアート活動を導入してい

る病院は絵画（100% )、生花 (41.1% )、BG M (64.7% ) が高い導入⋡を示し、⒵しの環境に㓄៖している

ことがఛえる。

　　　　　

　　　　　　　　　　図 ��� 活動のᑐ㇟⪅　」ᩘᅇ⟅ Qࢺ࣮　3-26
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ϻ 　⦌⤒活動の導入ࢺ࣮ �

　

　アート活動の導入のタイミングは、アート活動を導入した病院のෆ、新築時は 166(51.2% )、ᨵ築時

は 32(9.9% ) と⣙ 6 が新ᨵ築の㝿にアートを導入していることが分かった（図 3-27)。導入のきっか

けは医ᖌ・┳護ᖌからのせㄳが 76 病院、設計事ົ所の᥎⸀が 55 病院、ᆅᇦ組織が 34 病院、大学の

取り組みが 19 病院の他、他院の取り組みやຮ強会がきっかけとなっている（図 3-28)。導入のタイミ

ングから「新ᨵ築型」と「᪤Ꮡ施設型」に分けられ、導入主導者の㐪いから「外部型」「ෆ部型」に

分㢮できる。「外部型」は病院職員ではない NPO ἲ人や大学、アーティストやデザイࢼーなどにጤク

する形をとる。「ෆ部型」は病院職員や病院専ᒓの病院 AM 、病院࣎ランティアによりアート活動が

導入される形を指す。導入のタイミングと主導者の組みྜわせから 4 つのタイࣉ分けができる。

　設計事ົ所がきっかけとなった「新ᨵ築・外部型」では建築デザインの࢝テࢦリーに分㢮される✀

㢮のアート活動がቑ加しており、屋上ᗞᅬ（25.5% ) や外⁁デザイン（34.5% ) の導入⋡が高かった。

　導入の決断をする人は院長や理事長が最もከく、ḟいで事ົ長、患者ࢧービスྥ上ጤ員会、ᗈ報ጤ

員会、療養環境ጤ員会、アートጤ員会などのጤ員会が導入の決ᐃを行なっていた（図 3-29)。現場か

らのせᮃをきっかけに経Ⴀ者が決断して実現しているケースがከいと予される。

　

　　　　　　　　　
166 32 85 41

0% 20% 40% 60% 80% 100%

New construction（新築）

Renovation（改築）

Existing facilities（既存施設）

No answer(無回答)

　　　　　　　　　図                              　　　　   �活動の導入ᮇ  Q 32ࢺ࣮　�3-2

　　　　　

　　　　　　　　　図 3-2�　導入のࡗࡁけ   」ᩘᅇ⟅  Q 323     

298

92

72

18

17

11
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4

4

30
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Director, Director, Deputy Director(理事長・院長・副院長)

Manager(事務長)

Committee(委員会)

Nurse(看護師)

Doctor(医師)

Staff(職員)

Childminder(保育士)

Occupational therapist(作業療法士)

Other(その他)

No answer(無記入)

　　　　　　　　　図 3-2�　導入のỴ᩿ࡍࢆる人      Q ���
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ϼ ⟭活動の運Ⴀとணࢺ࣮ �

　病院 AM の᭷無については、「病院 AM がいる」と⟅えた病院のෆ、ᖖで㞠用している病院が㸳

病院 (1.0% )、専௵の㠀ᖖが㸶病院 (1.6% ) と病院 AM のいる病院はᩘᑡない。病院 AM を㞠用して

いない病院でも病院職員が他のᴗົとව௵してアートを運Ⴀしている場ྜが 20 病院 (6.5% ) あり病院

事ົ職員やᗈ報課の職員がව௵していることがわかった（図 3-30）。
　他の組織と連ᦠしてアート活動を運Ⴀしている病院については、大学と協ാしているケースが 11
病院であり、その他にᴗや NPO とඹに活動している病院が見られた（図 3-31)。
　アート活動に対する資㔠は 288 病院（56.7㸣）が病院の予⟬でアートを導入している。外部資㔠に

よる支援がなされていないことがわかる（図 3-32）。

　　　　　　
5 820 445 30

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Full-time（常勤）

Part-time External（非常勤）

Concurrent post（職務兼任）

No employment雇用なし

No answer(無回答)

　　　　　　図 3-3�　病院 $0 の㞠用ᩘとᙧែ Q ���                            

　　　　 11 4 2 13

0% 20% 40% 60% 80% 100%

University(大学)

Company(企業)

NPO

Other(その他)

　　　　　　図 �活動 の༠ຊ⤌⧊ Q 3ࢺ࣮　3-31
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Hospital（病院)
Volunteers(ボランティア)

Construction costs(工事費)
Donations(寄付金)

University (大学)
Companies(企業)

Patients' associations(患者の会)
NPO

Grants(助成金)
No budget(予算なし)
No answer(無回答)

ɹɹɹɹɹɹ図 ��� 活動のண⟬出ᡤ Qࢺ࣮　3-32
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Ͼ 活動導入の課題ࢺ࣮ �

　今後さらにアート活動を導入する場ྜの現実的な課題を㉁ၥし、」ᩘ㑅ᢥで回⟅をᚓた。導入する

ための予⟬が無いと⟅えたのは 218 病院（42.9% ）で、予⟬の☜ಖが一␒の課題である。また、専㛛

知識をᣢった人材がいないと⟅えたのは 145 病院 (28.5% )、アートのᢸ当者がいない 131 病院 (25.8% )、
ከ忙なため時間がない 111 病院 (21.9% )、先導者がいない 44 病院 (8.7% )、と人材やົ時間を課題に

している病院がከいことがわかる。ḟいで、ጞめ方が分からない 60 病院 (11.8% )、どこにお㢪いした

ら良いか分からない 58 病院 (11.4% )、前例が無くᏳ 34 病院 (6.7% )、など情報㊊から来る課題が

あることが分かった（図 3-33）。

図 3-33  導入前のၥ題Ⅼ
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(その他)
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Ͽ 活動導入後の課題ࢺ࣮ �

　アート活動導入後にどのような課題があるのかを」ᩘ㑅ᢥで回⟅をᚓた。ຠᯝ ᐃの㞴しさを課題

にしている病院が一␒ከく 119 病院 (23.4% )、予⟬が無いことを課題にしているのは 113 病院 (22.2% )
で予⟬は導入後も課題としている病院がከい。一方でアートのຠᯝのุ断に課題を感じている病院が

105 病院 (20.7% )、ෆᐜの࣐ンࢿリ化が 82 病院 (16.1% )、ᢸ当者がいない 80 病院 (15.7% )、人材がᑡ

ない 62 病院 (12.2% ) と専㛛知識をᣢってࢿ࣐ジメントできる人材のᅾを課題としている病院がከ

いことがわかった。アート作品のಖ管場所に課題を感じている病院が 80 病院 (15.7% ) あり、ಖ管の

ためのス࣌ースが㊊していると予される。㈐௵の所ᅾが明 68 病院 (13.4% )、Ᏻ管理 19 病院

(3.7% )、など管理に関する課題も㢧ᅾしている（図 3-34）。

図 3-3�   導入後のၥ題Ⅼ
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活動の⤒ᖺኚࢺ࣮ .�-3

活動の導入ࢺ࣮ .1-�-3　

　アートの導入≧ἣに関しは 2013 年では 31㸣、2019 年では 324 病院（63.6% ）┠的をᣢったアート

の導入が☜認できた。したがってアート活動を導入している病院はቑ加している（図 3-35)。

　　　　

　　　　　　　　　　図 3-3�   導入⋡のኚ

活動の運用体制における病院ࢺ࣮ .2-�-3 $0 のᩘ

　2013 年㸴病院（6㸣）であったが 2019 年では 33 病院（6.5% ) となっておりྜはᚤቑしている。

しかし 2019 年で専௵は 13 病院 (2.6% ) とᑡなく、病院職員が職ົをව௵している場ྜが 20 病院（3.9% )
であった。つまり、ව௵の場ྜは㝈られた᮲௳、時間の中で病院が工ኵしながら病院 AM を᥇用し

ている≧ἣが読み取れる（図 3-36)。

　　　　　　　　　　図 3-36   病院 $0 の㞠用のኚ

病院AMの雇⽤数と形態 n=508 

病院AMはいますか？

6 93 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
はい いいえ 無回答

2013年

2019年

n=100

アート活動の導⼊率 n=508

⽬的を持ったアート活動を導⼊しているか
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3-�-3. 病院 $0 のᚲ要性

　

　2013 年では 16 病院（16㸣）が病院 AM をとてもᚲせ、もしくはᚲせと回⟅しており、2019 年で

は 78 病院 (15.4% ) が病院 AM を㠀導入したい、できれば導入したいと⟅え、そのྜは変化がな

い。その⫼ᬒには病院 AM の活動に対する認知、アート活動に対する認知が進んでいないといえる（図

3-37)。

　　　　　　　　　　図 3-3�   病院 $0 のᚲ要性のኚ

⟭活動のணࢺ࣮ .�-�-3

　活動予⟬を☜ಖしている病院は 2013 年で 16㸣、2019 年では 228 院（57㸣）に上᪼しており、病院

の予⟬☜ಖは進んでいるといえる。しかし外部資㔠による支援がᑡない≧ἣである（図 3-38)。

　　　　　　　　　　　図 3-38   アート活動に対する予⟬の変化
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3-6. の❶のまとめࡇ

　ヒアリング調査と㸰ᗘの国アンケート調査からᚓられた⤖ᯝから日本の病院のアート活動におけ

る人的体制・活動ෆᐜ・活動資㔠、運用体制の課題に関して௨ୗにまとめた。

3-6-1 人的体制

　人的体制については、医ᖌ・┳護ᖌがきっかけ導入に至った事例が 23.5% で最もከく、医ᖌ・┳護ᖌ・

建築設計者、ᆅᇦ組織、大学が導入のきっかけなっていた。導入の意思決ᐃを病院ᖿ部がしている事

例は 58.7% で院長・理事長・各環境ጤ員会等のᢎ認で導入されていた。

　ᅋ体・組織との協ാは 5.9㸣とᑡなく、アートを支援する部⨫は 29% 、᳨ウするጤ員会は 41% とま

だᑡないが、アート活動は 80.9% の病院でᚲせなものと認識されていた。

　アート活動をスムーࢬに導入・継続するためにḞかせない病院 AM はあまり認知されておらࡎ

(12% )、せᮃはある (15.4% )がቑ加はしていない。、病院AM を᥇用している病院は 2013年で 6㸣であり、

2019 年では 6.5% とᚤቑしているが、職ົをව௵していることから㝈られた᮲௳の中で活動している

様子がうかがえ、アート活動における人的体制は༑分とはゝえない（図 3-39)。

　　　　                   　

　　　　　　            　図 3-3�　ᅜの病院における人的体制
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3-6-2  活動内容

　活動ෆᐜについては┠的をᣢったアートの導入は国の病院の 6 に達し、2013 年〜 2019 年で 3
ቑ加している。導入している病院の 6は新ᨵ築時に導入しており、絵画や真などのᒎ示系のアー

ト活動 (80.2% ) や㡢ᴦ演ዌ (91% ) は普及しているとゝえる（図 3-40)。一方で外部協力者の⿵ຓがᚲ

せな参加型のᡭἲをとっているアート活動の事例はᑡなかった (8.1% )。

　　　　　　　

　　　　　　            

                      　図 3-��　ᅜの病院における活動内容

3-6-3   活動ண⟬

　活動資㔠に関しては、アート活動は病院の予⟬で行っている病院 (56.7% ) が༙ᩘ௨上で、予⟬は 10
〜 100 と病院によってᕪがある。予⟬☜ಖができている病院は 2013 年で 16㸣であったが 2019
年では 57㸣とቑ加している。一方で外部資㔠による支援がᑡない（図 3-41)。

　　　　　　　　　

　　　　　　            　図 3-�1　ᅜの病院における活動資金
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3-6-�    導入前の課題

　導入前では専㛛の人材やᢸ当者がいない、ጤク先がわからない、ከ忙でవ⿱がないなど人的体制が

整っていない。活動ෆᐜに関しては、ጞめ方がわからない、前例がなくᏳといった情報の㊊が示

された。活動資㔠に関しては予⟬がないという課題が示された。

3-6-�  導入後の課題

　導入後では、専㛛的な知識を備えた人材のᅾや、アート活動ᢸ当者が決まっておらࡎ、㈐௵の所

ᅾ明であるなどの人的体制に関しての課題が示された。また、アート活動の良しᝏしのุ断や、変

化のないアート作品、アート活動のຠᯝ ᐃが㞴しいなどの活動ෆᐜに関する課題と活動資㔠がஈし

いという課題が示された。௨上のことからアート活動の導入には病院ᖿ部と職員の理ゎと᥎進がᚲせ

で、アート活動を支援する運用体制は進みつつあるが༑分とはゝえない≧ἣが☜認できた。

　௨上のように 2013 年から 2019 年の病院におけるアート活動の導入実態が明らかとなった。また経

年の変化を分ᯒしつつ、まだ国の病院にアート活動の運用体制が整っていない≧ἣを☜認すること

ができた。アート活動の導入には予⟬と情報㊊、人材㊊が障害となっており、導入後はアートの

ຠᯝ ᐃや管理、専㛛家のᅾが、継続的運用の支障となっている（図 3-42)。つまり、アート活動 
導入と運用に関して、①アート活動に関する認知㊊のゎᾘ、ղ専㛛知識を備え主導できる人材の導

入、ճアート活動を導入・運用する予⟬の☜ಖ、մアート活動のຠᯝの ᐃ、յアート活動の運用体

制の整備、といった課題がᣲげられた。

　3 章では国の病院の運用体制を見てきたが、4 章ではすでに病院にアート活動を導入している病

院の運用体制を調査していく。

　　　

　　　図 3-42　導入前後の課題
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�-1. の❶の┠的と⫼ᬒࡇ

　3 章では病院におけるアート活動の国的なᗈがりとෆᐜをᢕᥱすることができたが、4 章ではア

ート活動を導入している病院の運用体制のᢕᥱをヨみる。この章の┠的は᪤にアート活動を導入して

いる病院の運用体制のᢕᥱと病院 AM の活動のᢕᥱである。 

�-2. 研究᪉ἲ

　アート活動を᪤に導入している病院の運用体制をᢕᥱするために௨ୗの 2 つの調査を実施する。

アート活動を導入している病院の国的な運用体制のᢕᥱのために国の病院、大学、外部協力者に

対して Web 上でアンケート調査をヨみる（調査①）。そして、病院 AM がいる場ྜの運用体制のᢕᥱ

のために病院 AM （㸳名）に対してインタビュー調査（調査ղ）を行う。

　௨上の 2 つの調査により病院のアート活動における人的体制・活動ෆᐜ・活動資㔠を明らかにして

いく。

　その㝿、アート活動を導入している病院は前章アンケートでᢳ出し、外部協力者（大学、設計事ົ所、

NPO、アーティスト）に関しては学会、論文、Web 等で活動が☜認されているᅋ体やಶ人を対㇟とした。

病院 AM も同様に学会、論文、Web 等で活動が☜認されている病院 AM を対㇟とした。

　⾲ �-1 ㄪᰝのᯟ⤌ࡳ
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�-3. ᅜの病院ࠊᏛࠊ外㒊༠ຊ⪅にᑐࡍる :HE ㄪᰝࢺ࣮ࢣࣥ �ㄪᰝձ �

�-3-1. ㄪᰝᴫ要

　アート活動を導入している病院と外部協力者の運用体制のᢕᥱのため国の病院、大学、外部協

力者に対して Web 上でアンケート調査を実施した。アンケート調査の⤖ᯝ、病院 30 ௳、大学 22 ௳、

外部協力組織 15 ௳から回⟅をᚓることができた。病院、大学、外部協力者からの回⟅を分け⤖ᯝを

考察する。そのうࡕ、アート活動を画・運Ⴀ・実施したことがある病院は 20(64.5% )、大学では 15
（68.2% )、外部協力組織 14(93.3% ) でアートの画・運Ⴀ・実施があった。これらを対㇟に調査を進める。

( 表 4-2)

　調査①　：国の病院、大学、外部協力者に対する Web アンケート調査

　調査┠的：アート活動を導入している病院の運用体制のᢕᥱ　

　調査対㇟：実⦼が☜認できた病院・大学・外部協力者

　調査ෆᐜ：新築時の活動体制、運用期の活動体制、病院のཷけ入れ態ໃ、継続にᚲせなせ௳

　回⟅ᩘ　：病院 31、大学 22、外部協力者（NPO、AM 、ᴗ）15
　実施年　：2021 年

       ⾲ �-2  ㄪᰝᑐ㇟のᴫ要

       

�-3-2. ㄪᰝ⤖ᯝ

ϸ㸧　ᅇ⟅⪅のᒓ性と活動の᭷↓

　病院に対するアンケートの回⟅者としてアートᢸ当者に回⟅をồめた⤖ᯝ、事ົ系職員が

19(61.3% )、ᗈ報系職員 7(22.6% )、医ᖌ 3(9.7% )、┳護ᖌ 1（3.2% )、事ົ長１（3.2% ) であった。大学

では大学教員が 14(63.6% )、学校事ົ職員 7(31.8% )、研究員 1(4.5% ) で、外部協力組織では設計会社

社員 4(26.7% )、NPO ௦表 1(6.7% )、アートコンࢧルᴗ 3(20% )、病院 AM  5(33.3% )、アーティスト

1(6.7% ) であった（図 4-1）。
　

Hospital�病院㸧

8QLYHUVLW\�Ꮫ㸧

([WHUQDObFROODERUDWRU㸦外㒊༠ຊ⪅㸧

図 �-1　ᅇ⟅⪅のᒓ性
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Ϲ㸧 ࢺ࣮活動の⥅⥆ᮇ㛫と内容

　病院の中でアート活動をしてきた年ᩘは病院では 25 年௨上 2(10% )、25 年ᮍ‶ 1(5% )、20 年ᮍ‶

6(30% )、15 年ᮍ‶ 2(10% )、10 年ᮍ‶ 3(15% )、7 年ᮍ‶ 1(5% )、5 年ᮍ‶ 3(15% )、3 年ᮍ‶ 1(5% )、1
年ᮍ‶ 1(5% ) であった。大学では 25 年ᮍ‶ 1(6.7% )、20 年ᮍ‶ 1(6.7% )、15 年ᮍ‶ 3(20% )、10 年ᮍ

‶ 3(20% )、7 年ᮍ‶ 1(6.7% )、5 年ᮍ‶ 2(13.3% )、3 年ᮍ‶ 2(13.3% )、1 年ᮍ‶ 1(6.7% ) であった。外

部協力者では 25 年௨上 1(7.1% )、25 年ᮍ‶ 1(7.1% )、15 年ᮍ‶ 6(42.9% )、5 年ᮍ‶ 3(21.4% )、3 年ᮍ

‶ 1(7.1% )、1 年ᮍ‶ 1(7.1% ) であり、病院、大学、外部協力者ඹに༙ᩘ௨上が 7 年௨上活動を継続し

ている（図 4-2）。

        

+RVSLWDO� 病院㸧Q 2�

8QLYHUVLW\� Ꮫ㸧Q 1�

([WHUQDObFROODERUDWRU㸦外㒊༠ຊ⪅㸧Q 1�

     図 活動⥅⥆ᮇ㛫ࢺ࣮　2-�
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　これまで行ってきたアート活動の活動ෆᐜを」ᩘ回⟅で㉁ၥした。病院ではᒎ示タイࣉのアート

�������、建築に付㝶するアート ��� �����、環境構成系アート ンス系アート࣐フォーࣃ、������� ���

����� とᒎ示タイࣉがከく、建築に施すアートが⣙༙ᩘで行われていた。大学ではᒎ示タイࣉのアー

ト ���������、建築に付㝶するアート ���������、環境構成系アート ンス系アー࣐フォーࣃ、���������

ト �������、自⏤記㏙で環境インスタࣞーション �������� であった。ᒎ示タイࣉ、建築に付㝶するアー

ト、ࣃフォー࣐ンス系アートがそれࡒれ⣙༙ᩘであり、大学により様々な活動がなされていることが

ఛえる。外部協力者ではᒎ示タイࣉのアート ��������、建築に付㝶するアート ���������、環境デザ

イン ンス系アート࣐フォーࣃ、������ ��������、参加型࣡ークショッࣉ等 ���������、アートセラピー

�（����㸣）となっておりከᙬな活動が見られた（図����）。

図 活動内容ࢺ࣮ 3-�  0XOWLSOH DQVZHUV� 」ᩘᅇ⟅ �
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　活動の㢖ᗘや≧ἣは、病院では活動を㢖⦾（ᐃ期的）に行なっている �������、時々（ᐃ期）行

なっている ������、⛥に行うことがある �����、今は活動を行なっていない ������ と㢖⦾に行なっ

ている病院は⣙༙ᩘであった。大学の活動の≧ἣは、病院とᐃ期的に関わっている ��������、自ら

✚ᴟ的にアート活動を行っている ��������、依頼があればアート活動を行っている ��������、今は

アート活動を行っていない ������ であった。外部協力者の活動の㢖ᗘは自ら✚ᴟ的にアート活動を

行なっている ������、病院とᐃ期的に関わっている ��������、依頼があればアート活動を行ってい

る ������� と病院、大学、外部協力者の⣙㸵で継続的な関わりをᣢࡕつつ✚ᴟ的にアートを導入し

ている≧ἣがఛえる（図����）。

Hospital�病院㸧

8QLYHUVLW\�Ꮫ㸧

([WHUQDObFROODERUDWRU㸦外㒊༠ຊ⪅㸧

8QLYHUVLW\�Ꮫ㸧

([WHUQDObFROODERUDWRU㸦外㒊༠ຊ⪅㸧

図 �-� ⥅⥆的関ࡾࢃの᭷↓

図 活動の㢖ᗘࢺ࣮ �-�

病院と継続的に関わっている大学は ������� であり、㸶の大学が≉ᐃの病院と継続的な関ಀを築い

ている。外部協力組織では �������� で継続的に病院と関わりをもっていて、大学や外部協力者と病

院が継続的な関ಀを築いていることがわかる（図����）。
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　一方で今は活動を行なっていない㸷つの病院、大学、外部協力者はその理⏤として、新型コロࢼの

影㡪で活動ができない病院が �（����㸣）の他に病院から運用の依頼がない・ᶵ会がない ��������、

実施体制が無い��������、人材の変化�（������、予⟬㊊�（������、関の仕方がわからない�（������

がᣲげられ、新型コロࢼの影㡪が大きい（図����）。

Ϻ㸧　᪂ᨵ⠏のࢺ࣮に࡚࠸ࡘ

　新ᨵ築時にアート活動を行なった事がある病院は ��（����、大学は ������ 校で、外部協力者は

�������� であった（図����）。

図 �-6 活動ఇṆの理⏤

+RVSLWDO� 病院㸧Q 2�

8QLYHUVLW\� Ꮫ㸧Q 1�

([WHUQDObFROODERUDWRU㸦外㒊༠ຊ⪅㸧Q 1�

図 �-� ᪂ᨵ⠏の活動᭷↓



- 89 -

第 4 章　アート活動を運用している病院の運用体制

�新ᨵ築時のアートのෆᐜは病院ではᒎ示タイࣉ ��������、建築に付㝶するアート �������、環境構

成系アート ンス系アート࣐フォーࣃ、������ �������� であった。当↛ではあるが新ᨵ築時には建築

に付㝶するアートを導入し、ᒎ示タイࣉのアートも༙ᩘで導入している。新ᨵ築時の大学の活動は

ᒎ示タイࣉ ��������、建築に付㝶するアート ��������、環境構成系アート ン࣐フォーࣃ、��������

ス系アート �������� であった。新ᨵ築時の外部協力者の活動はᒎ示タイࣉ ��������、建築に付㝶す

るアート ��������、環境構成系アート ンス系アート࣐フォーࣃ、�������� �������� であった（図�

���）。

建築に付㝶するアートがከく、主体によって大きな㐪いは見られない。

図 �-� ᪂ᨵ⠏の活動内容
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　新ᨵ築時のアート活動において、他の組織と協ാがあるか㉁ၥした。病院の活動では建築設計会

社 �������、建築施工会社 �������、Ẹ間支援ᅋ体（132 など）�������、大学 �������、アートコン

ル会社ࢧ �����、患者 ������、デザイࢼー ������、アーティスト �������、病院 $0�������、協ാし

ていない ��������� であり、建築時に設計会社や施工会社とその他の組織やアーティストが協ാして

アートを取り入れいることがఛえる。大学の活動では、病院職員 ��������、建築設計会社 ��������、

建築施工会社 ��������、Ẹ間支援ᅋ体（132 など）��������、患者 ��������、デザイࢼー ��������、

アーティスト �������� であった。大学௨外の外部協力者では、建築施工会社 ��������、病院職員

��������、患者 ��������、デザイࢼー ��������、アーティスト ��������、大学 ��������、アートコ

ンࢧル会社 ��������、病院 $0��������、ᆅ方自体 ��������、Ẹ間支援ᅋ体（132 など）��������

であった（図����）。新ᨵ築時には建築設計・施工会社が外部協力者と関わりアートを導入している

いることがఛえる。アーティストやデザイࢼー、$0 が新ᨵ築時に関わり、建築設計・施工会社とと

もにアートがᥦ供している。一方で新ᨵ築時に大学と協ാしている事例はᑡない。病院が外部協力者

と関わりつつ、病院ෆ部の病院職員とも関わりྜいながらアート活動がされている。

n=11 n=10n=6

図 �-� ᪂ᨵ⠏の༠ാ体制
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　新ᨵ築時に参加型のアートが行われているかという㉁ၥに病院では、作品を一⥴に作り上げる活

動（作）��������、コミュニケーションが活発になる活動（アートを通した画立やアイデア

出しなど）�������、知識をඹ᭷するタイࣉの活動（アートを通して学ࡪຮ強会や研修など）������

が行われた。大学では、作品を一⥴に作り上げる活動 ��������、コミュニケーションが活発になる

活動 ������、外部協力者では作品を一⥴に作り上げる活動 ������、コミュニケーションが活発にな

る活動 ������、知識をඹ᭷するタイࣉの活動 ������ を行なっていた（図�����）。参加型アートの行

われた分野は病院ではᒎ示タイࣉのアート ��������、建築に付㝶するアートは �������� で活動がみ

られた（」ᩘ回⟅）。大学では参加型が行われた分野はᒎ示タイࣉのアート ������、建築に付㝶する

アートは �������� であった。外部協力者ではᒎ示タイࣉのアート ������、建築に付㝶するアートは

������、環境構成系アート ンス系アート࣐フォーࣃ、������ ������ であった（図�����）。新ᨵ築時

には参加型のアートがከく取り入れられていることがわかる。ᒎ示タイࣉと建築に付㝶するタイࣉの

アート活動を参加型でコミュニケーションを活発にしながら一⥴に作り上げる活動を行っている。

�������

図 �-11 ᪂ᨵ⠏のཧຍᆺࢺ࣮活動ศ㔝

図 �-1� ᪂ᨵ⠏のཧຍᆺࢺ࣮活動内容

n=11 n=10n=6
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ϻ㸧　᪂ᨵ⠏௨外㸦運用ᮇ㸧のࢺ࣮に࡚࠸ࡘ

　病院の新ᨵ築やᨵ築のタイミング௨外（運用期）にアート活動を行なったことがある病院は

�������、大学は �������、外部協力組織とಶ人では �������� でそのうࡕ設計会社は ����� であり運

用期の活動は見られなかった（図�����）。

　運用期の活動が見られた病院、大学、外部協力者に運用期のアート活動のෆᐜに関して」ᩘ回⟅

形ᘧで回⟅をᚓた。アートのタイูࣉに見ていくと、ᒎ示タイࣉのアートは病院ではアート作品の

ᒎ示と入᭰え �ャラリーの用または運Ⴀࢠ、������� �������、ᆅᇦ文化活動との連ᦠによるᒎ示 ��

�������、ᜏஂ的な作品をᒎ示 ���������、継続的な関ではないが作品をᒎ示した事がある ���������

であり、絵画のᒎ示と入れ᭰えは༙ᩘの病院で行われている。大学では、アート作品のᒎ示と入᭰え

ャラリーの用または運Ⴀࢠ、�������� ��������、ᆅᇦ文化活動との連ᦠによるᒎ示 ��������、ᜏ

ஂ的な作品をᒎ示した ��������、作品ᒎ示 �������� であり、⣙ ��� の大学で作品のᒎ示が見られた。

外部協力組織ではアート作品のᒎ示と入᭰え ャラリーの用または運Ⴀࢠ、�������� ��������、ᆅ

ᇦ文化活動との連ᦠによるᒎ示 ��������、ᜏஂ的な作品をᒎ示した ��������、作品ᒎ示 �������� で

あった。アート作品のᒎ示と入れ᭰えは⣙༙ᩘで見られ、ᆅᇦの文化活動と連ᦠしながらの活動が㸴

強で見られた。

　建築に施すアートでは、病院からの回⟅は壁画・壁⣬などの壁㠃㣭を継続的（ᐃ期的）に行って

いる ��������、壁㠃㣭を断続的（ᐃ期）に行っている �������、季⠇のデコࣞーション ���������、

継続的な関では無いが学生によるインスタࣞーション ������� であった。大学では壁画・壁⣬など

の壁㠃㣭を継続的（ᐃ期的）に行っている ��������、壁㠃㣭を断続的（ᐃ期）に行っている

��������、継続的な調査をకう空間ᨵ修を行っている �������、継続的な学生（アーティスト）によ

る空間インスタࣞーション �������、継続的な関ではないが学生（アーティスト）による空間イン

スタࣞーション �������、教員（アーティスト）による空間インスタࣞーション �������、季⠇のデ

コࣞーション��������、であった。外部協力者では壁画・壁⣬などの壁㠃㣭を継続的（ᐃ期的）に行っ

ている ������、壁㠃㣭を断続的（ᐃ期）に行っている ��������、継続的な調査をకう空間ᨵ修

を行っている ������、継続的な関ではないがアーティストによる空間インスタࣞーション ������、

季⠇のデコࣞーション ������ であった。断続的（ᐃ期）な壁㠃㣭が最もከく、季⠇のデコࣞーショ

ンは ��� 程ᗘの施設で行われている。

図 �-12 ᪤Ꮡタ࡛のࢺ࣮活動
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　運用期に継続的にࣃフォー࣐ンス系アートに関しているかという㉁ၥでは病院では㡢ᴦコンࢧー

トをᐃ期的に㛤ദ ����������㡢ᴦコンࢧートをᐃ期に㛤ദしているがᐃ期的ではない ���������、

ンスを㛤ദしているがᐃ期的ではないࢲ・ンス・演࣐フォーࣃ �������� であった。大学では㡢ᴦ

コンࢧートをᐃ期的に㛤ദ �������、病院でࣃフォー࣐ンス・演・ࢲンスのබ演をᐃ期的に行って

いる �������、㡢ᴦコンࢧートをᐃ期に㛤ദしているがᐃ期的ではない ��������、㡢ᴦ療ἲをᐃ

期的に行なっている ������� であった。外部協力者では㡢ᴦコンࢧートをᐃ期に㛤ദしているが

ンスのබ演を行っているがᐃ期的ではないࢲ・ンス・演࣐フォーࣃ、������ ������、ఝ㢦絵セラピー

を行なっている �������� であった（図�����）。病院ではᐃ期的な㡢ᴦ演ዌが３で行われ、大学に

よる演ዌもᐃ期で㛤ദされていることがఛえた。

n=16 n=14n=14

Exhibition‑type art( 展示タイプのアート )   

Art associated with architecture( 建築に付随するアート)  

Performance art ( パフォーマンス系アート)

図 �-13  運用ᮇのࢺ࣮活動
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�各アート活動に対して᭷ൾか無ൾかを㉁ၥした。ᒎ示タイࣉのアート活動で、病院からの回⟅では

無ൾ ���������、実㈝（材料㈝、通㈝）のみ㈇ᢸ ������� であり、とんどは無ൾで運Ⴀされていた。

大学からの回⟅では無ൾ ��������、実㈝（材料㈝、通㈝）のみ �������� であり、᭷ൾで実施して

いる大学はわࡎか ������� であった。一方で外部協力者からの回⟅では᭷ൾ ��������、実㈝（材料㈝、

通㈝）������ であり、無ൾは ����� であった。ᴗ活動として᭷ൾで実施していると考えられる。

　運用期における建築に付㝶するタイࣉのアートは病院からの回⟅では無ൾ ������、実㈝（材料㈝、

通㈝）のみ㈇ᢸ �������、᭷ൾ ������� であり、とんどは無ൾで運Ⴀされている。大学からの回

⟅でも無ൾ ��������、実㈝（材料㈝、通㈝）のみ ��������、᭷ൾ ������� であり、とんどは࣎

ランティア࣋ースで運Ⴀされている。一方で外部協力者からの回⟅では᭷ൾ ������、実㈝（材料㈝、

通㈝）のみ ��������、無ൾ ����� であった。ᴗ活動や仕事として対౯が支ᡶわれている。

ンス系アートを実施している病院࣐フォーࣃ　 � 病院のうࡕ � 病院（������ は無ൾ、� 病院 �������

は実㈝のみ㈇ᢸ、� 病院 ������� は᭷ൾ、� 病院 ������� は明であった。༙ᩘ௨上の病院で無ൾ

でࣃフォー࣐ンス系アートが実施されている事がุ明した。大学では無ൾ ��������、実㈝のみ㈇ᢸ

�������� であった。᭷ൾで行なっている大学は無かった。外部協力者の活動ではࣃフォー࣐ンス系

アートは᭷ൾ ��������、実㈝（材料㈝、通㈝）のみ �������� であり、無ൾ �������� であった（図�

����）。ከくの活動は無ൾで行われており、協力者の継続可能性がᠱ念される。

�運用期にアート活動をする㝿、どういう立場の人と協ാ・調整がᚲせであったかという㉁ၥに対し

てアートタイࣉごとにまとめた。ᒎ示タイࣉのアートにおける病院からの回⟅では、病院ᖿ部（院長・

n=16 n=14n=14

Exhibition‑type art( 展示タイプのアート )   

Art associated with architecture( 建築に付随するアート)  

Performance art ( パフォーマンス系アート)

図 �-1� 運用ᮇのࢺ࣮活動ࢺࢫࢥ
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理事長など）������、ጤ員会（療養環境ྥ上ጤ員会など）������、アートᢸ当部⨫ ��������、施設

課��������、ᗈ報課��������、事ົ課���������、病院$0����������、病院外部のデザイࢼー��������、

ᆅ方自体 ��������、院長の知人 ��������、ᆅᇦの方 �������� で病院ᖿ部や事ົ課、施設課、ጤ員

会がẚ㍑的ከかった。大学からの回⟅では、病院ᖿ部（院長・理事長など）��������、ጤ員会（療養

環境ྥ上ጤ員会など）��������、アートᢸ当部⨫ ��������、施設課 ��������、ᗈ報課 ��������、事

ົ課 �������、病院 $0� �������、病院外部の組織（132 など）��� ������、病院外部のデザイࢼー���

�������、ᆅ方自体 ��������、⥲ົ課・経Ⴀ課 �������� でありこࡕらも病院ᖿ部やጤ員会、事ົ課、

施設課などの病院ෆ部との調整がከかった。外部協力者からの回⟅では、病院ᖿ部（院長・理事長な

ど）������、ጤ員会（療養環境ྥ上ጤ員会など）��������、施設課 ��������、事ົ課 ������、病院

$0� ��������、病院外部の組織（132 など）��� �������、病院外部のデザイࢼー���������、医事課 ��

�������、⥲ྜ支援センター ��������� で、外部との調整のྜが高かった。

　

　建築に施すタイࣉのアートにおける病院からの回⟅では、病院ᖿ部 ���������、ጤ員会 ���������、

アートᢸ当部⨫ ��������、施設課 ��������、ᗈ報課 ��������、事ົ課 �������、病院 $0����������、

病院外部のデザイࢼー ���������、建築設計事ົ所 ���������、大学 ������� であった。大学からの

回⟅では、病院ᖿ部（院長・理事長など）������、ጤ員会（療養環境ྥ上ጤ員会など）��������、アー

トᢸ当部⨫ ��������、施設課 ��������、ᗈ報課 ��������、事ົ課 ��������、病院 $0�������、病院

外部の 132 などの組織 �������、病院外部のデザイࢼー �������、ᆅ方自体 �������、⥲ົ課・経

Ⴀ課 �������� ロータリークラࣈ ������� であった。外部協力者からの回⟅では、病院ᖿ部（院長・

理事長など）������、ጤ員会（療養環境ྥ上ጤ員会など）��������、アートᢸ当部⨫ ������、施設

課 ������、事ົ課 ��������、病院 $0� ������、病院外部の 132 などの組織 ��������、病院外部のデ

ザイࢼー ��������、ᆅ方自体 ��������、医事課 ���������、⥲ྜ支援センター ��������� であった。

建築に付㝶するタイࣉでは病院ᖿ部や事ົ課、施設課、ጤ員会がከく、建築設計事ົ所との調整の

ྜが他のタイࣉとẚ㍑すると高いとゝえる。

　

、���������ンス系アートにおける病院からの回⟅では、病院ᖿ部（院長・理事長など）࣐フォーࣃ　

ጤ員会（療養環境ྥ上ጤ員会など）���������、ᗈ報課 �������、事ົ課 ���������、大学関連

������� であった。病院からの回⟅では、病院ᖿ部（院長・理事長など）��������、ጤ員会（療養環

境ྥ上ጤ員会など）��������、アートᢸ当部⨫ ��������、施設課 �������、ᗈ報課 ��������、事ົ

課 ��������、病院 $0�������、病院外部の 132 などの組織 �������、病院外部のデザイࢼー �������、

ᆅ方自体 �������、病院ෆの㡢ᴦ療ἲ士、㡢ᴦ活動をしている医ᖌ、ࣞクリエーションᢸ当の護

士 �������� であった。外部協力者からの回⟅では、病院ᖿ部（院長・理事長など）������、アート

ᢸ当部⨫ ��������、施設課 ��������、病院 $0� ��������、⥲ྜ支援センター ������� であった（図�

て病院ෆでの調整がẚ㍑的ᑡなのアート活動にẚࣉンス系アートでは他のタイ࣐フォーࣃ。（����

い。
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Exhibition‑type art( 展示タイプのアート )   

Art associated with architecture( 建築に付随するアート)  

Performance art ( パフォーマンス系アート)

n=16 n=14n=14

図 �-1�  運用ᮇにおける㐃ᦠ体制
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　運用期における参加型アートの活動ෆᐜは、病院からの回⟅では、作品を一⥴に作り上げる活動（

作）��������、知識をඹ᭷するタイࣉの活動（アートを通して学ࡪຮ強会や研修など）������� とᑡ

ない。大学からの回⟅では、作品を一⥴に作り上げる活動（作）��������、コミュニケーションが

活発になる活動（アートを通した画立やアイデア出しなど）��������、知識をඹ᭷するタイࣉの

活動（アートを通して学ࡪຮ強会や研修など）��������、参加型院ෆコンࢧートや㡢ᴦ療ἲ �������

を行なっていた。外部協力者からの回⟅では、作品を一⥴に作り上げる活動（作）������、コミュ

ニケーションが活発になる活動（アートを通した画立やアイデア出しなど）������ を行なって

いた。知識をඹ᭷するタイࣉの活動（アートを通して学ࡪຮ強会や研修など）��������、ఝ㢦絵ຮ強

会 �������� であり、作品を一⥴に作り上げる活動が最もከく、大学をྵむ病院外部の協力者が関わ

ると参加型アートにつながる（図�����）。

　運用期における参加型アートの活動タイࣉを」ᩘ回⟅で⟅えてもらった。病院からの回⟅では、ᒎ

示タイࣉのアート ��������、建築に付㝶するアートは ������、環境デザイン ࣐フォーࣃ、�������

ンス系アート �������� で参加型のアートがみられた。大学からの回⟅では、ᒎ示タイࣉのアート

��������、建築に付㝶するアートは ������、環境構成系アート ンス系アート࣐フォーࣃ、��������

�������� であった。外部協力者からの回⟅では、ᒎ示タイࣉのアート ��������、建築に付㝶するアー

トは ��������、環境構成系アート ンス系アート࣐フォーࣃ、������ ������ であり、建築に付㝶する

アートが最もከかった（図�����）。

n=16 n=14n=14

図 �-16  運用ᮇにおけるཧຍᆺࢺ࣮活動内容

図 �-1� 運用ᮇにおけるཧຍᆺࢺ࣮活動ࣉࢱ
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ϼ㸧　病院のཷけ入れ体制

　病院における病院におけるアート活動のཷ入れ体制≧ἣを調査した⤖ᯝ（図�����）、病院からの

回⟅では、アートの導入がある病院 �� 院のうࡕ病院ᖿ部の理ゎと᥎進が感じられると⟅えた病院は

������� どࡕらともゝえない ������ と⟅え、大学からの回⟅では、病院ᖿ部の理ゎと᥎進が感じら

れると⟅えた病院は ��������� どࡕらともゝえない ������ であった。大学௨外の外部協力者 �� ᅋ体

とಶ人からの回⟅では、病院ᖿ部の理ゎと᥎進が感じられると⟅えた病院は ���������、病院によっ

て㐪いがある ��������、どࡕらともゝえない ������� と⟅え、病院ᖿ部の理ゎと᥎進が病院におけ

るアート活動活動の重せなポイントとなっている事がわかる。

　病院ᖿ部が✚ᴟ的に病院のアート活動に関わっているかという㉁ၥに病院からの回⟅では、そう思

う �������、そう思わない ������、どࡕらともゝえない ������ であった。大学からの回⟅では、そ

う思う ���������、そう思わない ������、どࡕらともゝえない �������� であった。外部協力者から

の回⟅では、そう思う ��������、病院によって㐪いがある ��������、どࡕらともゝえない ��������

であり、病院ᖿ部の✚ᴟ的関がアート活動の᥎進に大きな影㡪をえていることがわかった。

　病院職員の理ゎがあると感じるかという㉁ၥに病院からの回⟅では、そう思う �������、そう思わ

ない ������、どࡕらともゝえない ������ であり、㸵の病院で職員の理ゎが感じられた。大学から

の回⟅では、そう思う ��������、病院によって㐪いがある ������ であった。外部協力者からの回⟅

では、そう思う ��������、病院によって㐪いがある ��������、どࡕらともゝえない �������� であり、

職員の理ゎも重せであるとゝえる。

図 �-1� 　病院の人的体制㸯
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　一方で病院職員は✚ᴟ的に運Ⴀに関わっているかという㉁ၥに対して、病院からの回⟅では、そう

思う ������、そう思わない ������、どࡕらともゝえない ������ である。大学からの回⟅では、そう

思う ��������、そう思わない ������、どࡕらともゝえない ������ であった。外部協力者からの回⟅

では、そう思う ��������、どࡕらともゝえない ��������� であり、ᖹᆒすると⣙３の病院職員が

✚ᴟ的に運Ⴀに関わっている。

　同様にアート活動を᳨ウするጤ員会などや話しྜいの場があるかという㉁ၥに、病院からの回⟅で

は、そう思う ������、そう思わない ������、どࡕらともゝえない ������ と⟅えた。大学からの回⟅

では、そう思う ������、どࡕらともゝえない ������ であった。外部協力者からの回⟅では、そう思

う ��������、そう思わない �������、どࡕらともゝえない �������� であった。⣙㸲の病院でアー

ト᳨ウの場がᣢたれていた。

　アート活動のᢸ当部⨫があるかという㉁ၥに、病院からの回⟅では、そう思う �（����、そう思わ

ない ������、どࡕらともゝえない ������ であった。大学からの回⟅では、そう思う１������、そう

思わない ���������、どࡕらともゝえない �������� であった。外部協力者からの回⟅では、そう思

う ��������、そう思わない ��������、どࡕらともゝえない �������� であった。アート活動のᢸ当部

⨫は⣙３の病院で設置されていた �図 �����。

図 �-1� 　病院の人的体制 2
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　病院には職員の中にアートの管理・運Ⴀする人材がいるかという㉁ၥに対して、病院からの回⟅で

は、そう思う � 病院（��㸣）、そう思わない ������、どࡕらともゝえない ������ であった。大学か

らの回⟅ではそう思う �（����㸣）、そう思わない ��������、どࡕらともゝえない �������� であっ

た。外部協力者からの回⟅では、そう思う ��������、そう思わない ��������、どࡕらともゝえない

�������� であった。アートを導入した病院には職員の中にアートの管理・運Ⴀする人材が⣙３い

ることがわかる。

　病院にはアートを᥎進する࢟ーࣃーࢯンがいるかという㉁ၥに、病院からの回⟅では、そう思う

�� 病院（��㸣）、そう思わない ������、どࡕらともゝえない ������ であった。大学からの回⟅では

そう思う �（����㸣）、そう思わない ������、どࡕらともゝえない �������� であった。外部協力者か

らの回⟅では、そう思う ���������、そう思わない �����、どࡕらともゝえない �������� であった。

思い当たる࢟ーࣃーࢯンを自⏤記㏙で㉁ၥした。病院ෆ部では理事長、病院長、病院長（患者ࢧー

ビスᢸ当）、事ົ長、⸆ᖌ、医ᖌ、事ົ、経Ⴀ課職員、┳護ᖌ長であった。病院外部では病院 $0、

自体ᢸ当者、画課ᢸ当者、デザインコンࢧル、大学教授であった。࢟ーࣃーࢯンが高いྜで

Ꮡᅾしていることがఛえた。　

病院におけるアート活動の実施体制は㠀ᖖにうまくᶵ能していると思うかという㉁ၥに、病院からの

回⟅では、そう思う ������、そう思わない ������、どࡕらともゝえない ������ であった。大学から

の回⟅では、そう思う ��������、そう思わない ��������、どࡕらともゝえない �������� であった。

外部協力者からの回⟅では、そう思う ����、そう思わない ����、どࡕらともゝえない ���� であった。

病院と大学ではうまくᶵ能していると感じているྜが高かったが外部協力者ではそう思わないとい

う意見が大きく上回った。外部と協ാで行う体制にᨵၿのవᆅがあることがఛえた（図�����）。

図 �-2� 　病院の人的体制 3
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�

病院のアート活動に関して協力や支援をཷけているかという㉁ၥに対して回⟅をᚓた（図�����）。病

院からの回⟅では、大学 �������、ᆅඖの高校・中学校・小学校 �������、132 ἲ人 �������、建築・

設計・インテリア系ᴗ �������、デザイࢼー ������、アーティスト �������、ᆅᇦఫẸ �������、

ランティア࣎ �������、≉にཷけていない ������� であり、��㸣の病院で大学やアーティスト、ᴗ

など病院外部のಶ人やᅋ体から支援・協力をᚓてアート活動が行われている事がわかった。大学から

の回⟅では、他大学 �������、132 ἲ人 �������、建築・設計・インテリア系ᴗ �������、アーティ

スト ��������、ᆅᇦఫẸ ランティア࣎、�������� ��������、≉にཷけていない ��������、ᴗのຓ

成㔠 �������、༞ᴗ生 �������、ロータリークラࣈ ������� と、他組織の協ാはẚ㍑的ᑡない。外部

協力者からの回⟅では、大学 ����、ᆅඖの高校・中学校・小学校 ����、132 ἲ人 ����、社会福祉ἲ

人 ����、建築・設計・インテリア系ᴗ ����、その他一⯡ᴗ ����、デザイࢼー ����、アーティス

ト ����、ᆅᇦఫẸ ランティア࣎、���� ����、බ┈㈈ᅋἲ人 ���� とከ様であった。

n=20 n=14n=15

図 ᨭࡸの༠ຊࡽ活動における外㒊ࢺ࣮　21-�
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　活動の予⟬はどこからᚓているかを」ᩘ㑅ᢥで㉁ၥした⤖ᯝ、病院からの回⟅では、病院予⟬ ���

�����、ᐤ付㔠 �������、現≀支⤥品 ランティア࣎、������ ������ であり、㸶の病院は⊂自の病院

予⟬でアート活動を行なっている事がわかった。大学からの回⟅では、病院予⟬ ���������、ᐤ付㔠

�������、බ的な⿵ຓ㔠 �������、現≀支⤥品 ��������、研究㈝ ������、大学の実⩦㈝ �������、学

長㔞経㈝ �������、ロータリークラࣈ �������、所ᒓ大学のᆅᇦ連ᦠࣉロジ࢙クトの予⟬ �������

であり、� は病院予⟬で大学の㈝用で㈥われているケースもᑡなからࡎある事がわかった。外部協

力者からの回⟅では、病院予⟬���������、ᐤ付㔠�������、බ的な⿵ຓ㔠�������、クラウドファンディ

ング ����、≀㈍ ����、現≀支⤥品 ����、研究㈝ ������ であり、大༙は病院予⟬で㈥われている。

クラウドファンディングなど新しい予⟬の⋓ᚓ方ἲがあることがὀ┠されるが大学の㈝用をって活

動している場ྜなどもあり継続可能性がᠱ念される（図�����）。

n=20 n=14n=15

図 活動における資金ࢺ࣮　22-�
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Ͻ㸧 ᪂ᆺࢫࣝ࢘ࢼࣟࢥឤᰁ㸦&29,'-1�� のࢺ࣮活動

　新型コロࢼの影㡪でアートの運用にどのように影㡪があったかを」ᩘ㑅ᢥで㉁ၥした⤖ᯝ、病院か

らの回⟅ではアート活動が行えなくなった �������、計画していたࣉロジ࢙クジ࢙クトがᘏ期になっ

た ������、アートに関する話しྜいの場を㛤けなくなった ������、コロࢼに対ᛂしたアートを行

なっている ������、コロࢼ⚝でも継続してアート活動を行なっているものもある ������、≉に影㡪

はない ������� であった。大学からの回⟅では、アート活動が行えなくなった ��������、計画して

いたࣉロジ࢙クジ࢙クトがᘏ期になった ��������、アートに関する話しྜいの場を㛤けなくなった

������、コロࢼに対ᛂしたアートを行なっている ��������、コロࢼ⚝でも継続してアート活動を行

なっているものもある ������、≉に影㡪はない ������� であった。外部協力者からの回⟅では、アー

ト活動が行えなくなった ����、計画していたࣉロジ࢙クジ࢙クトがᘏ期になった ����、アートに関

する話しྜいの場を㛤けなくなった ����、コロࢼに対ᛂしたアートを行なっている ����、コロࢼ⚝

でも継続してアート活動を行なっているものもある ����、≉に影㡪はない ���� であった。ᘏ期や中

Ṇされるアート活動がある一方で、コロࢼ⚝でも行っているアート活動があり、⮫ᶵᛂ変にࣉロジ࢙

クトを継続しているጼが見えた（図�����）。

n=20 n=14n=15

図 �-23　᪂ᆺࢼࣟࢥのᙳ㡪
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　ල体的なコロࢼ⚝でも行なっているアート活動の活動ෆᐜとして、動画にした '9' を利用した㐲㝸

集ᅋ㡢ᴦ療ἲ（高㱋者対㇟）であったり、オンラインでᑡᩘの高㱋者（３名）と大学を⧅ࡂ、㡢ᴦ活

動を行う、オンライン制作࣡ークショッࣉといったオンラインをって┤᥋᥋ゐを㑊けたアート活動。

メッセージᒎ示、真ᒎ示、壁画ᒎ示、作品ᒎ示など、患者や医療者をຬẼ付けるෆᐜのᒎ示タイࣉ

のアート活動。オンラインによるᐃ期会㆟、壁㠃㣭や空間演出等の画など、≧ἣにྜわせてアー

ト活動が行われた（表 ���）。

⾲ 活動ࢺ࣮の⚝ࢼࣟࢥ　3-�
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Ͼ㸧 ⥅⥆にᚲ要࡞要件

　病院において継続的に活動するにあたり、ᚲせなせ௳をアートのෆᐜ㠃、運用㠃、ຠᯝ㠃からそれ

れ調査した。アートෆᐜに関して（図�����）、活動が継続できたせᅉとして重せだと感じたことはࡒ

ఱかをඃ先ᗘが高い上３つを㑅ᢥしてもらった。病院からの回⟅では、なるくከくの人に喜ばれ

るアート �������、季⠇感を取り入れるなど新鮮さや変化のあるアート活動 �������、なるく予⟬

のかからないコストࣃフォー࣐ンスの高いアート活動 ������� の３つが重せと考えられた。その他に

㠃ⓑさや⨾しさにこだわった㉁の高いアート活動 ������、ᆅᇦのಶ性や⊂自性を映したアート活

動 ������、親しみやすさや主体性が養われる参加型のアート活動 ������ もྵめて継続のせᅉと考え

られる。大学からの回⟅では、大学がᆅᇦに㈉⊩できる活動 ��������、なるくከくの人に喜ばれ

るアート ��������、親しみやすさや主体性が養われる参加型のアート活動 �������� の３つが重せと

考えられた。その他に季⠇感を取り入れるなど新鮮さや変化のあるアート活動 ��������、㠃ⓑさや

⨾しさにこだわった㉁の高いアート活動 ��������、なるく予⟬のかからないコストࣃフォー࣐ン

スの高いアート活動 ������、ᒁ所的にᚲせな人にᒆくアート活動 ������ が継続のせᅉと考えられた。

大学ではᆅᇦ㈉⊩や参加型アートが重せと考えている。外部協力者からの回⟅では、親しみやすさや

主体性が養われる参加型のアート活動 ��������、季⠇感を取り入れるなど新鮮さや変化のあるアー

ト活動 ������、なるくከくの人に喜ばれるアート �������� の３つが重せと考えられた。その他に、

ᆅᇦのಶ性や⊂自性を映したアート活動 ����、㠃ⓑさや⨾しさにこだわった㉁の高いアート活動

n=20 n=14n=15

図 �-2�　⥅⥆にᚲ要ࢺ࣮࡞内容の要件



- 106 -

第 4 章　アート活動を運用している病院の運用体制

����、なるく予⟬のかからないコストࣃフォー࣐ンスの高いアート活動 ����、ᒁ所的にᚲせな人

にᒆくアート活動 ���� と⟅え、新鮮さや変化、参加型のアート活動が継続には重せであると⟅えた。

　同じく運用に関して（図�����）、活動が継続できたせᅉとして重せだと感じたことは、病院か

らの回⟅では、病院職員の協力 �������、関ಀ者のࣔチ࣋ーション �������、病院からせᮃや⇕意

������、外部組織の協力 ������、病院予⟬の☜ಖ ������ がᣲげられた。大学からの回⟅では、大学

の研究活動（授ᴗ）として行ってきたこと ���������、病院からせᮃや⇕意 ��������、教員や学生の

高いࣔチ࣋ーション ������、病院職員の協力 ��������、関ಀ者のࣔチ࣋ーション ������、病院 $0・アー

トコディࢿーターの設置 ��������、がᣲげられた。大学の授ᴗというᯟ組みの中でアート活動を行

うことが継続的活動に⧅がっている。外部協力者からの回⟅では、病院からせᮃや⇕意 ����、関ಀ

者のࣔチ࣋ーション����、病院予⟬の☜ಖ����の３つがᣲげられ、病院職員の協力����、病院$0・アー

トコディࢿーターの設置 ����、ᐃ期的な話しྜいの場 ����、外部組織の協力 ����、大学が研究活動

（ཪは授ᴗ）として協力してくれた ����、病院職員におけるアートᢸ当者の設置 ����、教員や学生の

高いࣔチ࣋ーション ���� がᣲげられた。いࡎれの回⟅者も⇕意やࣔチ࣋ーション、ෆ外部からの活

動への協力が重せであると⟅えている。

n=20 n=14n=15

図 �-2�  ⥅⥆にᚲ要ࢺ࣮࡞運用の要件
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�アートのຠᯝに関して（図�����）病院からの回⟅では、患者‶㊊ᗘにつながるຠᯝ �������、㞠用

‶㊊ᗘにつながるຠᯝ ������、病院のᴗົᨵၿに⧅がるຠᯝ ������ が重せと考えられた。大学から

の回⟅では、患者‶㊊ᗘにつながるຠᯝ ���������、病院のᴗົᨵၿに⧅がるຠᯝ ��������、㞠用‶

㊊ᗘにつながるຠᯝ ������、が重せと考えられた。外部協力者からの回⟅では、患者‶㊊ᗘにつな

がるຠᯝ ���������、病院のᴗົᨵၿに⧅がるຠᯝ ��������、㞠用‶㊊ᗘにつながるຠᯝ ��������

が重せと考えられた。患者の‶㊊ᗘに⧅がるຠᯝがᅽಽ的にከく、病院のᴗົᨵၿのຠᯝについても

ὀ┠されていた。

n=20 n=14n=15

図 �-26  ⥅⥆にᚲ要ࢺ࣮࡞ຠᯝの要件
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Ͽ㸧 病院におけるࢺ࣮活動の⥅⥆の課題

　病院におけるアート活動の継続の課題をアートのෆᐜ㠃、運用㠃、ຠᯝ㠃からそれࡒれ調査した。

㑅ᢥ⫥の中からඃ先ᗘが高い上３つを㑅ᢥしてもらった。アートのෆᐜに関して（図�����）病院

からの回⟅では、ከくの人に喜ばれるアート活動 �������、活動の継続性 ������、アート活動の㉁の

ྥ上 ������、予⟬のかからないアート活動 ������ がᣲげられた。大学からの回⟅では、アートのෆ

ᐜに関しては、アート活動の㉁のྥ上 ���������、活動の継続性 ���������、ከくの人に喜ばれるアー

ト活動 ������、新なアイデア �������� がᣲげられた。外部協力者からの回⟅では、アートのෆᐜ

に関しては、アート活動の㉁のྥ上 ����、活動の継続性 ���������、ከくの人に喜ばれるアート活動

����、ᆅᇦの≉Ⰽを映したアート活動 ����、参加型のアート活動 ����、新なアイデア ���� がᣲ

げられた。アートの㉁やෆᐜとともに活動の継続性に課題を感じていた。

図 �-2�　⥅⥆にᚲ要ࢺ࣮࡞内容の課題
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　運用・実施体制についての課題（図�����）で病院からの回⟅では、᭦なる予⟬☜ಖ ������、病

院ᖿ部の理ゎ ������、病院職員の協力 ������、ᐃ期的な話しྜいの場 ������、病院職員のアート

ᢸ当者の設置 ������、事例収集・情報収集 ������、情報ὶ・情報発信 ������、人材⫱成 ������

が㑅ᢥされた。大学からの回⟅では、病院ᖿ部の理ゎ ��������、病院職員の協力 ��������、人材⫱

成 ������、ᐃ期的な話しྜいの場 ��������、病院 $0・アートコーディࢿーターなどの専㛛職の設

置 ��������、病院職員のアートᢸ当者の設置 ��������、が㑅ᢥされた。外部協力者からの回⟅では、

病院ᖿ部の理ゎ ����、᭦なる予⟬ ����、病院職員の協力 ����、人材⫱成 ����、ᐃ期的な話しྜいの

場 ����、活動のᘬき継ࡂ ����、人材⫱成 ����、病院 $0・アートコーディࢿーターなどの専㛛職の設

置 ����、病院職員のアートᢸ当者の設置 ����、が㑅ᢥされた。病院ᖿ部や職員の協力、人材の⫱成

など人的課題とともにさらなる予⟬の☜ಖという課題が示された。

図 �-2�　⥅⥆にᚲ要ࢺ࣮࡞運Ⴀの課題
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　ຠᯝ・エビデンスについて（図�����）は病院からの回⟅では、ຠᯝ・ホ౯の見える化 ������、

ຠᯝの ᐃ ������ が課題であると㑅ᢥされた。大学からの回⟅では、ຠᯝ・ホ౯の見える化

��������、ຠᯝの ᐃ �������� が課題であると㑅ᢥされた。外部協力者からの回⟅では、ຠᯝ・ホ

౯の見える化 ����、ຠᯝの ᐃ ����、ᨵၿのための┠ᶆ設ᐃ ���� が課題であると㑅ᢥされた。一方

でエビデンスはᚲせないという意見も一部あったが体としてຠᯝの ᐃと見える化が課題とされ

た。

図 �-2� ⥅⥆にᚲ要ࢺ࣮࡞のຠᯝ ᐃの課題 

Ѐ㸧 ⮬⏤グ㏙ࡽの課題

　

�自⏤記㏙から⋡┤なၥ題点や課題を調査した。職員の関心ᗘにばらつきがあるため、関体制に

Ᏻをぬえる時がある（体制）。発ὀ側と発ὀされる側の様な関ಀが生まれうまくいかない（体制）。医

療者側と⨾術家側の一体感が継続にはᚲせがある（体制）。主体的、継続的にアート活動に取り組む

人材のᚲせ性（人的体制）。人事␗動、予⟬変動などにもᰂ㌾に対ฎするための体制。といった活動

体制についての課題。ࣉロのアーティストに依頼する場ྜの謝♩の支出ができない、または༑分。

〇作㈝をどこから出するかといった予⟬に関する課題。先㉮ったࣃフォー࣐ンスが患者さんにᝏい

影㡪があるといったアートの㉁に関する課題が示された。
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Ё㸧 ࢺ࣮活動の⥅⥆のࣔࣥࣙࢩ࣮࣋ࢳ

　活動継続のためのࣔチ࣋ーションを調査した（図�����）。病院からの回⟅では、患者‶㊊ᗘの

ᨵၿ �������、ᆅᇦに㛤かれた病院・患者に㓄៖した病院としてのጼໃ表明 �������、ᆅᇦ㈉⊩

�������、病院のࣈランディング力のྥ上 ������ がᣲげられた。大学からの回⟅では、大学のᆅᇦ㈉

⊩ ���������、患者‶㊊ᗘのᨵၿ ��������、ᆅᇦに㛤かれた病院・患者に㓄៖した病院としてのጼໃ

表明 ������、健康的な社会࡙くり �������� であった。外部協力者からの回⟅では、患者‶㊊ᗘのᨵ

ၿ �����、健康的な社会࡙くり ����、ᆅᇦに㛤かれた病院・患者に㓄៖した病院としてのጼໃ表明

����、ᆅᇦ㈉⊩できること ����、㞠用者‶㊊ᗘのᨵၿ ����、病院ᴗົのᨵၿ ����、病院のࣈランディ

ング力のྥ上 ���� であった。患者‶㊊ᗘのྥ上とともにᆅᇦ㈉⊩やᆅᇦに㛤かれた病院にࣔチ࣋ー

ションを感じていた。

n=20 n=14n=15

図 �-3�　⥅⥆のࣔࣥࣙࢩ࣮࣋ࢳ
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ㄪᰝ㸦ㄪᰝձ㸧のまとめࢺ࣮ࢣࣥ .3-3-�

　病院におけるアート活動において病院は外部協力者の協力をᚓながら⣙㸵で継続的な関わりをᣢ

つつ✚ᴟ的にアートを継続している≧ἣがఛえた。アート活動の導入には新ᨵ築の㝿に導入する新ࡕ

ᨵ築型と᪤Ꮡ施設に導入する᪤Ꮡ施設型があり、新ᨵ築時型の運用体制では建築設計・施工会社が外

部協力者と関わりアート活動を導入しているいることがఛえた。一方で᪤Ꮡ施設型アート活動では病

院ෆ部との調整がከく、外部協力者がಶูに病院と調整を行なっている≧ἣが☜認できた。

運用体制に関して

導入に関して

・⣙༙ᩘが新ᨵ築時に活動が見られ、病院ෆ部と外部組織がከく関わりアートを導入している

人材に関して

・アート活動を継続している病院には࢟ーࣃーࢯンが高いྜでᏑᅾしている

活動ෆᐜに関して

・新ᨵ築時には大学 ��㸣、外部協力者 ��㸣で参加型アートが見られた

・運用期にも参加型アートは⣙༙ᩘで行われている

組織に関して

・㸶の大学、�ᙅの外部協力者が≉ᐃの病院と継続的な関ಀ

・運用期における連ᦠ体制は病院ෆ部の調整がከい

・病院ᖿ部の理ゎと᥎進、職員の理ゎがアート活動の重せなポイントとなっている

・病院ෆのアートの᳨ウ・ᢸ当部⨫の整備は �、ᢸ当者は �程ᗘであまり進んでいない

資㔠に関して

・運用期にアート活動は �の病院で見られ、とんどが無ൾで運Ⴀされている

・病院予⟬が大༙であるがクラウドファンディングなど新しい予⟬もὀ┠される

・大学の㈝用をって活動している場ྜも見ཷけられる

継続するにあたり重せと思われる点

人材：⇕意やࣔチ࣋ーションの⥔ᣢ

ෆᐜ：患者┠⥺の喜ばれるアート、変化のあるアート、参加型アートが重せ、患者の‶㊊ᗘにつなが　　

　　　るຠᯝ ᐃ

組織：ෆ部と外部の協力体制が重せである

課題としては

人材：病院ᖿ部や職員の協力、人材の⫱成・ᘬき継ࡂなど人的課題、

ෆᐜ：アートの㉁のྥ上とコントロール

　　　ຠᯝの ᐃと見える化

資㔠：アートの無ൾ化・予⟬の出

　自⏤記㏙からは職員の関心ᗘ、主ᚑ関ಀ、人事␗動、人材☜ಖのような人的課題。予⟬☜ಖや予⟬

の出、支ᡶいの༑分などの予⟬に関する課題。前⾨的な表現に対するᠱ念が示された。
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�-�. ㄪᰝղ㸸病院 $0 ㄪᰝ࣮ࣗࣅࢱࣥの

 �-�-1. 研究の⫼ᬒ

　3 章で調査した病院の中には病院 AM が病院の中にᖖ㥔してアート活動を運用している事例が見ཷ

けられた。そこで病院で活動経験をもつ病院 AM にインタビュー調査を行い、活動の経緯や実態を

調査した。

　

�-�-2.　ㄪᰝᴫ要

　国ෆの病院で活動した経験をᣢつ病院 AM 㸳名に対してインタビュー調査を実施したὀ 4-1）（表

4-4）。調査ෆᐜは病院 AM の᥇用までの経緯、活動体制、活動ෆᐜ、予⟬の≧ἣ、利点、役及ࡧ課

題である。ᚓられた情報を㡯┠ごとせ⣙した。

　調査ղ　：病院 AM へのインタビュー調査

　調査┠的：病院で活動実⦼のある病院 AM の運用体制のᢕᥱ

　調査対㇟：日本の病院において先進的な活動実⦼のある病院 AM
　調査ෆᐜ：᥇用経緯、活動体制、活動ෆᐜ、予⟬の≧ἣ、アート活動の利点、大事にしていること

　回⟅ᩘ　：㸳（病院病院 AM ３、NPO ἲ人 1、アートコンࢧルᴗ 1）
　調査方ἲ：༙構造化インタビュー調査

　実施年　：2017 年

⾲ �-� ㇟ㄪᰝᑐ࣮ࣗࣅࢱࣥ
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ㄪᰝ㸦ㄪᰝղ㸧の⤖ᯝ࣮ࣗࣅࢱࣥ .3-�-�

ϸ � 病院 $0 の᥇用に関し࡚

　　

　A およࡧ B のົする病院で AM が᥇用される⫼ᬒには D が設した NPO の活動が大きな影㡪を

えている。NPO の取り組みを知り、活動に㈶同した病院が AM の᥇用を決断した経緯がある。C
の所ᒓしていた大学では᭷ᚿ活動や授ᴗのなかで病院における病院におけるアート活動活動を行なっ

ていたが、活動を継続するにあたり調整役がᚲせとなり AC という立場で᥇用された経緯をᣢつ。 D
は NPO を設した人≀であり、現ᅾ大学で教㠴を執っている。同大学の付ᒓ病院で AC 的な立場で

授ᴗの一環として病院におけるアート活動活動を行なっている。E は病院におけるアート活動を病院

に設置するᴗの経Ⴀ者で、アートを設置するまでのAM である。建築ࣉロポーザルを経て病院のアー

ト設置に関わり、建築設計会社と協ാしながら病院におけるアート活動を設置している。

　病院 AM はデザイン・建築・アートの専㛛をᣢᆅ、大学や NPO の活動実⦼から病院新築時に病院

AM に᥇用に至っている。

Ϲ � 病院 $0 の活動体制

　　  
　A は院長┤ᒓのಶ人ዎ⣙職員で㐌 3 日 AM としてົしている。品㉁管理部に所ᒓしており院ෆ

組織であるアートጤ員会のメンࣂーである。B も院長┤ᒓのಶ人ዎ⣙職員で㐌に 4 日 AM としてົ

する。࣎ランティア室を拠点に病院コンシ࢙ルジュやアート࣎ランティア活動との連ᦠをᐦに活動す

る。C は㐌１日 AC として活動しており、ከ忙期は㐌に 2 日程ᗘ出することもある。病院ᗈ報課の

職員のࢧポート体制のඖ、大学での活動と病院との調整役をしている。 D は NPO の前理事長であり

現職は大学教員である。大学付ᒓ病院の中で学生と病院をつなぐ AC 的立場で活動している。E は

ᴗの取⥾役、ᚑᴗ員は３人で病院の新ᨵ築の㝿、設計者、病院ᢸ当者とチームを組みアーティストに

ጤクしながらアートディࣞクションを行なっている。

　院長┤ᒓで㞠用されている AM や大学の活動の中で AC をົめるなど立場は様々ある。AM のົ

体制も㐌に１日から㸲日とそれࡒれの㞠用ዎ⣙が␗なる。
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  Ϻ � 病院 $0 の活動内容

　A は病院新設の㝿、ᆅᇦఫẸ、病院職員と࣡ークショッࣉ（௨ୗ WS）を重ࡡアートを作成し、現

場からのせᮃで壁画 WS や健康ಁ進活動を行っている。PS・ES ྥ上ὀ 4-2）、理念の㢧ᅾ化、ᆅᇦὶ、

ᴗົᨵၿをᰕに活動を行なっている。

　Bは病院新設の㝿AM として設計段㝵から関わる。࣎ランティア室を拠点として、アート࣎ランティ

アが自作した小≀を患者にᒆける活動や、患者のዲきな絵を自室に㣭る活動、職員、ᆅᇦఫẸを巻き

込んだ様々な WS を行う。

　C の所ᒓしていた大学では授ᴗの一環で病院の㣭活動、〇品㛤発、空間ᨵ修が行われており、大

学と病院の間の調整役として活動している。病院におけるアート活動の導入の㝿、施設のわれ方の

調査や行動調査により導入のຠᯝに関する調査を学生とඹに行なっている。年１回のアート࢝フ࢙で

病院スタッフとのὶのᶵ会を設け、ᴗົᨵၿのための意見のᶵ会を出している。アート࢝フ࢙

で集⣙した意見をもとにして空間ᨵ修を行なっている。

　D は大学教員という立場から、授ᴗとして付ᒓ病院で病院におけるアート活動活動を行っている。

授ᴗを通して学生にアート活動を体験させ、ᑗ来の病院のアート活動に関わる人材の⫱成を┠指して

いる。時にはᴗと連ᦠしながらアート活動を導入する授ᴗを行なっている。

　E は病院のᆅᇦ性をうまくᘬき出し、その場にふさわしいアートを建築ࣉロポーザルでᥦする。

その後はイメージにྜったアーティストに依頼して制作・設置をࢿ࣐ジメントする。建築と一体感の

あるアートを┠指し、設置したアートに対し利用者の意識調査を行うこともある。

	%ʢ"ɾ#ɾ$ɾܕઃࢪଘط େֶ 
ʣ ৽վஙܕʢ%	/10
ɾ&ʣ

図 �-31　病院 $0 のࣉࢱ
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ϻ � 病院 $0 のண⟬の≧ἣ

　

　A,B,C の人௳㈝は年間の病院予⟬の中に組み込まれているが、活動資㔠はᐤ付㔠やຓ成㔠もわれ

る。B ではホーム࣌ージにᐤ付❆口を設置したり、C では屋外⥳化整備のためのᐤ付㔠をアートで集

めるດ力など資㔠調達に工ኵが見られた。ᴗからຓ成㔠をᚓてࣞࣉイルームの整備を行うなど資㔠

調達方ἲはከ様であった。 D での学生の活動は実㈝のみ病院が㈇ᢸしている。E は病院新設の㝿の建

築ࣉロポーザルに参加し予⟬を☜ಖしているが、継続的な予⟬☜ಖは㞴しいとする。

4.5 AM の実感するアート活動の利点

　病院のアート活動について AM がඹ通して実感しているのは、患者と医療スタッフ両者にとって

心身のケアであり、来院する人へのもてなしであるという点である。

　A は病院の理念を㢧ᅾ化し、医療スタッフの⤎にもつながり㞳職⋡のపୗにつながっているとし、

B は病院におけるアート活動に医療スタッフが参加することで医療スタッフがᢪえる࢞ࢿティࣈな感

情のᤍけ口となるຠᯝがあるという。C は継続的な活動が医療の㉁のྥ上につながるとし、D は患者

として一まとめにされがࡕな病院でಶ性を取り戻すことができると実感している。また E が主ദす

る WS に職員や利用者が参加することで病院にឡ╔がうまれ、設置されたアートは空間認識のᕪู化

や患者と医療スタッフ会話をㄏ発するなどの利点をᣲげた。

　病院 AM は同一施設継続型（A・B・C）と」ᩘ施設༢発型（D ・E）がある。

参加型アートが┒んに行われている

 ϼ � 病院 $0 る課題࠼ᢪࡀ

　　    
　A はアートの㊃᪨を༑分に理ゎできないᆅᇦఫẸとの調整に課題があり、経Ⴀ側からồめられるエ

ビデンスを実ドするための時間☜ಖにᅔ㞴さを感じていた。B は AM という職ᴗの⠊ᅖがᗈく、現場

の様々なၥ題ゎ決に取り組むとከ忙になり、一人では時間㊊に㝗ってしまうၥ題をᢪえていた。C
は研究リࢧーチには時間がかかってしまう事に課題を感じ、ᛴ性期病院であるから意見の収集がᅔ㞴

である事、ᗞの⥔ᣢ・管理㈝を毎年出するのにⱞປしている。D は病院との調整にᅔ㞴を感じてい

る。また、AM という職ᴗが普及していないため病院でアートにᦠわる事をᕼᮃする学生に対しての

病院側の㟂せの心㓄がある。継続的に病院と病院におけるアート活動で関わっていきたいが༢発の仕

事がከいのが課題であるという。E はアートに対する認識がⷧいため予⟬が๐られたり、後回しにさ

れたりするため予⟬取りにⱞປしている。

　௨上の課題を整理してみると、「ᆅᇦや病院との調整」、「エビデンスのᚲせ性」、「人員㊊」、「予

⟬☜ಖ」、「病院におけるアート活動認識㊊」に課題を感じている⤖ᯝとなった。
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Ͻ㸧にし࡚࠸るࡇと

　A は職員がアートをㄒること（ឡ╔）・ 長い時間ᆅᇦఫẸと時間をඹ᭷すること（情報ඹ᭷・調整）。

B は病院へのឡ╔（ឡ╔）・職員のストࣞス㍍ῶ（⒵し）・日本らしい自↛を大ษにする心（⒵し）を

大ษに考えている。C は職員の参加（ឡ╔）・学生の意ḧ（ࣔチ࣋ーション）を大事なものとし、D
は日本的な⒵し（⒵し）・ᖿ部の理ゎ（情報ඹ᭷・調整）が重せと考えている。E はᆅᇦの≉Ⰽ（ឡ╔）

と㨩力的な空間࡙くり（ឡ╔、⒵し）に重きをおいていた。

　つまり活動にとって大事にしていることはᆅᇦへのឡ╔・日本的な⒵し・関ಀ者の情報ඹ᭷・関ಀ

者のࣔチ࣋ーションであるとゝえる。

　⾲ �-� ㄪᰝの要⣙࣮ࣗࣅࢱࣥ
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�-�-�. ㄪᰝ㸦ㄪᰝղ㸧のまとめ࣮ࣗࣅࢱࣥ

　インタビュー調査を通して、病院 AM は同じ病院で継続的な活動を行うタイࣉ（A・B・C）と」

ᩘの病院で༢発的に病院におけるアート活動の導入をࢧポートするタイࣉ（D ・E）があることがわかっ

た。

　継続的活動を行なっている病院 AM は院ෆにその活動をࢧポートする部⨫があり、病院の理ゎを

ᚓて活動を行なっていた。継続的活動を行うことで患者・利用者・職員が⒵しをᚓるだけでなく、医

療Ᏻのྥ上、PS・ES のྥ上、病院理念の見える化、ᆅᇦὶ、ᴗົᨵၿなどᚓられる利点はከい。

今後これらのエビデンスを取ることが課題であると病院 AM は考えている。

　一方で」ᩘの病院で༢発的に活動する病院 AM は病院の新設にకう病院におけるアート活動の導

入を NPO またはᴗ活動として行なっている。つまり病院におけるアート活動を経῭活動の中で成

立させている。予⟬☜ಖにⱞ心しつつも病院における療養環境にアートを導入する意義は大きい。༢

発的な病院におけるアート活動の導入だけでなく継続的な活動も重せと考えており、今後の活㌍が期

ᚅできる。　　

　また、大学の授ᴗで病院におけるアート活動の実践を行うことは、この分野で活㌍する人材を養成

するだけでなく、社会において病院におけるアート活動の活動の普及をಁす重せな活動であるといえ

る。
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�-�. 㸲❶のまとめ

　アート活動を導入している病院の人的体制に関して௨ୗの点にまとめることができる。また、その

体制を図 4-32、図 4-33、図 4-34 のように図ᘧ化した。

�-�-1 る病院の人的体制࠸導入し࡚ࢆ活動ࢺ࣮

　人的体制に関しては、アート活動を継続している病院には K P が 55% のྜでᏑᅾしており、外

部協力者が≉ᐃの病院と継続的な関ಀを⤖んで活動を行なっていた (72.4% )。新ᨵ築時の運用体制は

病院と外部組織がከく関わり、᪤Ꮡ施設型では外部協力者との連ᦠがᑡなかった。病院 AM の᥇用

には病院ᖿ部の理ゎと᥎進、職員の理ゎが重せで、病院 AM はデザイン・建築・アートの専㛛をᣢࡕ、

≉性を生かして活動していた。活動継続において人的に重せな点として関ಀ者の⇕意やࣔチ࣋ーショ

ンの⥔ᣢ、ෆ部と外部の協力体制と情報ඹ᭷がᣲげられた。

・アート活動を継続している病院には K P が高いྜでᏑᅾしている

・外部協力者が≉ᐃの病院と継続的な関ಀ

・新ᨵ築時は外部組織とከく関わり、᪤Ꮡ施設型では外部組織との関わりがᑡない

・⇕意やࣔチ࣋ーションの⥔ᣢ、ෆ部と外部の協力体制、情報ඹ᭷ [ 重せ ]
・病院 AM の設置には病院ᖿ部と職員の理ゎと協力が重せ

・病院 AM  はデザイン・建築・アートの専㛛をᣢࡕ、ከくの実践から᥇用

              　　　

　　　　　　　

                      　図 �-32　 ᪤Ꮡタᆺの運用体制の関係図
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る病院の活動内容࠸導入し࡚ࢆ活動ࢺ࣮ 2-�-�

　活動ෆᐜに関しては、継続できている病院では参加型のᡭἲでアート活動が行われていた (31.7% )。
病院 AM は病院職員としてົするෆ部型と外部から協力する外部型があり、ෆ部型では患者や職員、

ᆅᇦ組織を巻き込んだከᙬな活動が見られた。継続に重せなෆᐜに関する点として自↛・季⠇や変化

を感じられるアート活動や参加型のᡭἲ、患者‶㊊ᗘのຠᯝ ᐃがᚲせであるとされた。

・参加型のアート活動でឡ╔をᣢってもらうことができる

・継続している病院では感者・職員参加型のアート活動が┒んに行われている。 
・病院 AM 専ᒓ型にはከᙬな活動（ᴗົᨵၿやఫẸ・患者の参加など）

・自↛・季⠇や変化を感じられるアート活動、参加型のᡭἲでឡ╔ [ 重せ ]
・患者‶㊊ᗘのຠᯝ ᐃ [ 重せ ]

　　　　

               図 �-33　 ᪤Ꮡタᆺの運用体制における活動内容の関係図
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る病院の活動資金࠸導入し࡚ࢆ活動ࢺ࣮  3-�-�

　活動資㔠に関しては、᪤Ꮡ施設での活動は無ൾの活動もከく、大学の㈝用をって活動している

場ྜも見ཷけられた。病院が予⟬を出していることが大༙ (80% ) であるがクラウドファンディング

(4.1% ) など外部からの新しい予⟬もὀ┠され、ຓ成㔠、ᐤ付㔠、ᴗ CSR など」ᩘの資㔠調達を㥑

することが継続の課題である。௨上から᪤Ꮡ施設における運用体制には外部組織との連ᦠがᚲせで、

そのために K P のᏑᅾとෆ部型の病院 AM の設置が重せである。変化のあるアート活動や参加型のᡭ

ἲが᭷ຠとされ、外部資㔠を継続的に⋓ᚓするᚲせがある。

・無ൾの活動もከく、大学の㈝用をって活動している場ྜも見ཷけられる

・病院予⟬が大༙であるがクラウドファンディングなど新しい予⟬もὀ┠される

・ຓ成㔠、ᐤ付㔠、ᴗ CSR など」ᩘの資㔠調達を㥑するが継続が課題

　　　　　

             
　　　    　図 �-3� ᪤Ꮡタᆺの運用体制における活動資金の関係図

注
ὀ 4-1）

ὀ 4-2）

ὀ 4-3）

༙構造化インタビュー調査とは事前に大まかな㉁ၥ事㡯を決めておき、回⟅者の⟅えによってさらにヲ⣽にたࡎ

。て行く⡆᫆な㉁的調査ἲࡡ

インタビュー対㇟者 D は投稿者とは␗なる人≀である。

PS とは patient satisfaction の␎。患者‶㊊ᗘ。医療における㢳ᐈ‶㊊（CS）のこと。患者のことを一⯡的なࢧー

ビスにおける㢳ᐈと同様にᤊとらえ、患者本のࢧービスをᣑするもの。

ES とは Em ployee Satisfaction の␎。ᚑᴗ員‶㊊ᗘ。㢳ᐈ‶㊊のྥ上のために重せとされるᚑᴗ員の‶㊊のᗘྜ。

クラウドファンディングについてこれまでにいくつかのࣉロジ࢙クトが成立している。≉に「R EAM Y  F OR 」で

ከく成立している。そのかに「CAM PF IR E」やᩘはᑡないが「G R EEN F UND ING 」でも成立いる。
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めにࡌࡣの❶のࡇ　.1-�

　3 章と 4 章では日本の病院におけるアート活動の運用体制を明らかにしてきた。5 章では英国の病

院におけるアート活動の運用体制を明らかにしていく。

　英国では、病院におけるアート活動は AIH の活動にྵまれる。5 章では௦表的な AIH 組織の病院

AM へのインタビュー調査とロンドン市ෆで✚ᴟ的に活動を行っている 3 病院への視察調査から AIH
組織の運用体制のᢕᥱをヨみる。

　

�-2. ⫼ᬒと┠的

　英国では、様々な分野のアートが医療の場で活用されている。⨾術・㡢ᴦ・演などに真・工

芸・文芸・ᅬ芸・建築・デザイン・ࣃフォーミングアート・ఏ⤫工芸などከ様なアート活動が Arts in 
Hearth という用ㄒ・概念で⥲ᣓされ、行ᨻや病院関ಀ者の中でᗈくὶ通している。AIH をᢸう組織が

病院ෆもしくは至㏆にᖖ㥔し、患者のための活動にᑾ力し、様々なຠᯝをあげている。AIH はᨻᗓの

戦␎のもと行なわれており、それをᢸう病院 AM という職能も☜立している。

　3,4 章で示した通り、日本の病院でもᑡしࡎつではあるが専ᒓの病院 AM の活動が認知されるよう

になった。しかしこのような取り組みはまだまだⴌⱆ的なものである。

　そこで本章では英国の Arts in Hearth という概念を⣣ゎき、それに関する英国体の支援システム

のᢕᥱと AIH 組織の運用体制を明らかにすることを┠的とする。
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�-3. 研究の᪉ἲ

　AIH の概念、活動㡿ᇦ、AIH 組織、資㔠調達方ἲに関しては AIH 組織のウࢧࣈ࢙イトの㜀ぴと文

⊩調査から明らかとする（調査①）。AIH 組織の実㉁的な運用体制に関しては病院 AM に対するイン

タビュー調査と病院視察調査（調査ղ、調査ճ）の 3 つの調査から明らかとする。

ㄪᰝձ㸸ᩥ⊩ㄪᰝࠊ$,+ の㜀ぴࢺࢧࣈ࢙࢘⧊⤌

調査┠的：病院における AIH 組織の運用体制のᢕᥱ

調査対㇟：ロンドン市ෆの主せな病院の AIH 組織（表 5-1）
調査方ἲ：文⊩調査、AIH 組織ウࢧࣈ࢙イト、NHS ウࢧࣈ࢙イトの㜀ぴ

調査ෆᐜ：組織構成、運用ෆᐜ

　⾲ ⧊⤌㇟ㄪᰝのᑐࣈ࢙࢘ 1-�

　

ㄪᰝղ㸸$,+ ⤌⧊の病院 $03 ㄪᰝ ὀ࣮ࣗࣅࢱࣥのྡ �-1㸧㸦2�16 ᖺ � ᭶㸧

調査┠的：病院における AIH 組織の運用体制のᢕᥱ、英国体の支援システムのᢕᥱ

調査対㇟：AIH 組織の病院 AM 2 名、ࢧポート組織（L ondon Art in Health F orum  ( ௨ୗ L AHF ) ὀ 5-2））のディ

　　　　  ࣞクターව病院 AM １名（AIH 組織の病院 AM でもある）（表 5-2）
 調査方ἲ：༙構造型インタビュー調査

調査ෆᐜ：病院 AM の人材、組織構成、資㔠調達、運用ෆᐜ、AIH を支える社会的≧ἣ

           　　⾲ ㄪᰝのᴫ要࣮ࣗࣅࢱࣥ 2-�
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ㄪᰝճ㸸 病院どᐹㄪᰝ㸦2�16 ᖺ 6 ᭶㸧

調査┠的：AIH 組織の運用≧ἣと運用体制のᢕᥱ

調査対㇟：ロンドン市ෆのアート活動を✚ᴟ的に行っている主せな 3 病院（図 5-1）

・G reat Orm ond S treet Hospital F or Childr en (G OSH)
　英国最大の子供病院ピーターࣃンのⴭ作料が㢠ᐤ付され、ከくのᐤ付㔠が集まる。

・R oyal L ondon H ospital (R L H)
　⛣Ẹ⾤にある病院。アートࢠャラリー出身の病院 AM がディࣞクション。高い㉁のアート作品が

　୪ࡪ。　

・Chelsea and Westm inster Hospital (CWH)
　　ロンドンの富⿱ᒙがᬽらすᆅ༊にある病院。ᐤ付㔠もከく集まる。ຠᯝ ᐃなどの研究もከくあ

　　る。

調査方ἲ：視察調査、関ಀ者からの聞き取り

調査ෆᐜ：英国の病院における療養環境のᢕᥱ、AIH 組織の運用ෆᐜと体制

　　　

病院名：Great Ormond Street Hospital For Children

病院名：Royal London Hospital

病院名：Chelsea And Westminster Hospital

AIH組織

AIH組織

AIH組織＋チャリティ組織

チャリティ組織

チャリティ組織

英国最⼤の⼦供病院ピーターパンの著作料

移⺠街にあるアートギャラリーのような病院

研究も盛んな病院、寄付⾦も多く集まる

　　　図 �-1 ㄪᰝճ　病院どᐹㄪᰝᑐ㇟病院
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�-�. $,+ に関ࡍるᩥ⊩ㄪᰝ

�-�-1. $,+ のᴫᛕ

　医療分野でのアートに関して研究している D .F ancour t（2017） 文 5-1）によれば、AIH とは「アートに

基࡙くアࣉローチを用いてಶ人やᆅᇦの健康をᨵၿすることを┠的とし、アート࣡ークやබ演のᥦ供

を通じて医療のᥦ供を強化するクリエイティࣈな活動で、アートによって戦␎的に医療空間のストࣞ

スを㍍ῶし、患者の社会的関を高め、自己表現のᶵ会をᥦ供し、患者の医療施設での経験をより良

いものにし健康をಁ進する活動⯡をさす」という。AIH は医療分野だけでなく、ಖ㝤⾨生やࢯーシャ

ルケアなどの」ᩘの分野に影㡪し、アートを通して人々の健康と幸福をᗈく支えるものである。なお、

このような概念は、Arts and H ealth、Arts for Health といった用ㄒで表現されることもある。

�-�-2. $,+ ⤌⧊に࡚࠸ࡘ

　✚ᴟ的に活動が行われている英国の㒔市部の病院の場ྜ、専㛛の教⫱をཷけた病院 AM や࢟ュࣞー

ターが AIH を⤫ᣓしている。通ᖖ 2 〜㸳人のᑡ人ᩘの組織となっており、AIH に関する様々なࢿ࣐

ジメントを行っている。このような組織を AIH 組織とࡪこととする。この組織と組織が活動する

病院との関ಀ性は、௨ୗの 4 つのタイࣉに分㢮できた。

1) NHS ෆ部型：病院の運Ⴀ母体である NHS Trus t のෆ部に AIH を行う部⨫があるタイࣉ。NHS 
Trus t の中で⊂立᥇⟬基‽をクリアした NHS F oun da tion Trus t にከい。NHS が AIH を重視していると

ゝえる。

2) 付ᒓチャリティ型 : 病院付ᒓのチャリティ組織の中に AIH を行う部⨫があるタイࣉ。AIH に対

しての援ຓとともに発ᒎ・㛤発・調査に⧅がる資㔠もᚓることができる。

3) NHS 専ᒓ型 : ≉ᐃの NHS Trus t 専ᒓで活動しチャリティᅋ体から支援をཷけてはいるが、ู組織

として活動するタイࣉ。ዎ⣙した予⟬ෆで病院の AIH を運Ⴀする。

4) ⊂立型 : 病院を≉ᐃせࡎ依頼があれば活動を行うタイࣉ。㡢ᴦ演ዌ、ᡭ品など≉ᐃのアートに≉

化した組織がከい。他の組織と」ྜ的に関わることもある。

ከくの組織はチャリティᅋ体で利┈を㏣ồしていない。一方、⊂立型の中ではᴗとして活動す

る組織もᏑᅾするὀ 5-3）。これらの関ಀ性を図ᘧ化したものを（図 5-2）に示す。

　 AIH の活動は大きく分けて医療をྖるಖ健社会福祉┬ (D HSC: D epartm ent of Health and Social Care)
と文化的活動をᢸ当するデジタル・文化・メディア・スポーࢶ┬（ D CM S: D epartm ent for D igital, 
Cul tur e, M edi a &  Sport）からࢧポートをཷけている。

　ಖ健┬から各ᆅ方の NHS に予⟬が分㓄され、NHS の中の NHS trus t が病院の⤫ᣓを行う。NHS 
trus t は１つまたは」ᩘの病院を⊂自で᥇⟬が取れるように運Ⴀしており、より⊂立᥇⟬性が高い

NHS trus t は NHS F ounda tion trus t に置付けられる 文 5-2）。NHS には付ᒓのチャリティ組織がᏑᅾし、

AIH 組織に対して資㔠的な援ຓを行なっている。

　一方、デジタル・文化・メディア・スポーࢶ┬はアー࢝ࢶウンシルに予⟬を分㓄し、AIH の活動に

対してもಶูにຓ成を行っている 文 5-3）。

　病院における AIH は AIH 組織が運Ⴀし、アーティストとඹに年間を通して様々な活動を行う。そ

れらの活動はឿၿ事ᴗ㔠やຓ成㔠で㈥われるが、出資者に対して報告の義ົがある。また、AIH 組織

をࢧポートする組織やᴗ界を௦ᘚしイࢠリスᨻᗓにാきかけを行う㉸ඪὴからなる㆟員組織 文 5-4）が

活動体のᆅをྥ上させている。
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Clinical
Staffs

Department of Health&Social Care (DHSC)

Arts Council England

The National Lottery

NHS trust NHS foundation trust 

Budget（予算）

Budget（予算）

National Alliance 
for Arts, Health
 & Wellbeing

management

Hospital
Art in Health 
Organisation
（Art in Health 組織）

Hospital Charity
（病院付属チャリティ）

Art in Health 
support 
organisation

UK government

Budget( 予算）

 Department for Digital, Culture, Media & Sport (DCMS)

Patients
and
Family

Visitar

Art in Health

Training for Clinicians
( 医療スタッフへの研修）

Public Relations Activity
（広報活動）

Launch
（立上げ）

Citizen
　（市民）

tax( 税金） lobbying（ロビー活動）

Support

Grants( 助成金） 

Grants( 助成金） 

Flow of money　（お金の流れ）

Flow of services and activities
（サービスや活動の流れ）

F ig. 1   Organigram  of  p artners of  Arts in Health

        （Arts in Healthを支える関係図）

Artists
Arts（アート）

Fee
（報酬）

Donation（寄付）
NHS internal type（NHS 内部型）

Attached charity   type（付属チャリティ型）

NHS exclusive type（NHS 専属型）

Independent type（独立型）

Budget( 予算）

Proceeds（収益金）

（運営）

（英国政府）

（サポート）

（患者と家族）

（来訪者）（医療スタッフ）

Budget（予算）

（アーティスト）

（保健社会福祉省）

（国営宝くじ）

（デジタル、文化、メディア＆スポーツ省）

（アーツカウンシル）

図 �-2 $,+ る関係図࠼ᨭࢆ
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�-�-3. $,+ の㡿ᇦ

AIH の活動㡿ᇦは、文⊩ 5-1) 5-4) 5-5) から、活動場所、┠的、対㇟⠊ᅖにより 8 つの㡿ᇦに分㢮

することで体像がᢕᥱできる。分㢮した㡿ᇦを対㇟者の⠊ᅖの⊃い順に表に示した ( 表 5-3) ὀ 5-4）。

1)Arts in psychotherapy: 病院での活動で、療を┠的とする。対㇟⠊ᅖは≉ᐃのಶ人患者を基本と　

　している。㡢ᴦ療ἲ、ドラ࣐療ἲ、アートセラピーなどのアートによる心理療ἲ。

2)Arts on Prescription: ウࢧࣈ࢙イト上の活動、もしくは専㛛病院に至る前段㝵のᆅᇦ医療において

　の活動。社会的Ꮩ立を感じている人やメンタルヘルスにၥ題がある人に社会ᖐやコミュニケ

　ーション能力のྥ上のための参加型アートࣉログラムを⤂するシステム、ウࢧࣈ࢙イト、リ

　ーフࣞット及ࡧポスターの制作。

3)Participatory arts programmes for specific patient groups: 院ෆの活動で、療を┠的としている。⫥

　体をษ断した患者へのḷの࣡ークショッࣉ、うつ病患者のドラムセッション、運動ᶵ能障害の

　患者のためのᡭ品教室などの≉ᐃの患者グルーࣉのための参加型アートࣉログラム。

4)AI 病院におけるアート活動 re technology: 病院での活動で、┤᥋的な療を┠的としないデジタ

ルテクノロジ

　ーを利用した活動。デジタルᶵჾを利用したࣞࣃࣞࣉーション、アࣉリの㛤発、リラックスす

　るための映像など。

5)G eneral arts activities in everyda y life: 病院での活動で、┤᥋的な療を┠的としない活動。ᴦჾの

　学⩦、コンࢧートの㚷㈹、ラジオや映画の視⫈などの日ᖖ的なアート活動。

6)Arts-based t raining for staff: スタッフのための活動⯡を指す。࣡ークショッࣉ、ᡭ術室での㡢ᴦ、

　コミュニケーション能力ྥ上のための研修、スタッフྜၐᅋなどのスタッフへのアートࣉログ

　ラム。

7)Arts in the health care environm ent: 病院での活動で、療養環境に影㡪する活動⯡。絵画のᒎ示、

。ウンド計画、ᗞᅬなどの医療環境ᨵၿのためのアートの利用ࢧ、イン計画やインテリアの㓄Ⰽࢧ　

8)AIH prom otion: 病院をྵんだ市Ẹ生活の中での活動。市Ẹを対㇟に健康理ゎのためのᗈ告、

　㈋ᅔのためのチャリティーイ࣋ント、HIV 教⫱のためのḷなどのࣉロࣔーションのためのアー

　ト活動。

なお、これらに明☜な境界⥺は無く」ྜ的に組みྜわさる場ྜもある。対㇟者もಶ人の患者から

一⯡市Ẹまでとᖜᗈく、医療行Ⅽから、市Ẹ活動に至るまでᗈ⠊な⠊ᅖにわたり AIH が実践されて

いることがわかる。
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　　　⾲ �-3  $,+ の✀㢮
Table1 　R egions of  Arts in Health and  C overage
               （ Arts in Health の㡿ᇦとᑐ㇟⠊ᅖ）

R egions of  Arts in health
M eans m ethod B enef it Obj ects

C overage

D ram a therap y R ed u ce antisocial behaviou r Teenagers

Art therap y  E x p ress d if f icu lt f eelings P eop le w ho have been bereaved
M u sic therap y C om m u nicate w ithou t w ord s C hild ren w ith au tistic sp ectru m

d isord ers
D ance therap y  R econnect w ith the bod y P eop le cop ing w ith chronic illnesses

P oetry  therap y R ed u ce sy m p tom s of p ost- trau m atic stress M ilitary veterans

P lay  therap y D istract C hild ren having p ainf u l p roced u res

w ebsite raised  self - esteem m ental health p roblem s and  social isolation

G P ’ s ref erral p rovid ed  a sense of  p u rp ose m ental health p roblem s and  social isolation

L eaf lets and  p osters enhanced  social sk ills and  com m u nity
integration

m ental health p roblem s and  social isolation

D ance- p hy sio classes P hy sical f u nction recovery Am p u tees
D em entia rem iniscence sessions R em iniscence D em entia
S inging w ork shop s P hy sical f u nction recovery C hronic lu ng d isease

D ru m m ing w ork shop s M ental f u nction recovery D ep ression
M u seu m  obj ect hand ling I ncreases in w ellbeing Alzheim er's d isease

M agic trick s I m p rove m otor sk ills M ovem ent im p airm ents

Hip - hop  grou p s S u p p ort netw ork s and  red u ce isolation Teenagers

G u id ed  m u sic and  im agery  f or chronic p ain R ed u ce p ain C hronic p ain
L ive stream ing of  natu re D e- stress P atients in isolation
R elax ation f ilm s R ed u ce anx iety  W aiting areas
G am es ap p s D istracting C hild ren having anaesthetics

R ecord ed  lu llabies C alm P rem atu re babies
C reative relax ation w ork shop s R ed u ce bu rnou t S taf f
P hotograp hy I m p rove d iagnostic sk ills S taf f
M u sic in theatre Help  su rgeons concentrate S taf f
R ole p lay  sessions I m p rove p atient com m u nication S taf f

E x p ressive p oetry I m p rove j ob satisf action S taf f
S taf f  choirs E nhance team w ork S taf f
L earning an instru m ent S u p p ort cognition P atients
Attend ing a concert D e- stress P atients
V isiting a gallery F eel insp ired P atients
L ead ing a book  clu b D evelop  social su p p ort netw ork s P atients

B allet B one strength P atients
P ottery  class I m p rove self - esteem P atients
R ad io I m p rove m ood P atients
C olou r schem es and  d esign R elax ing environm ents I n- p atients
Architectu ral d esign R e- hu m anize P ersonalized  bed  areas
Am bient sou nd s or back grou nd  m u sic C alm ness C ritical care sp aces
Artistic w ay f ind ing R ed u ce d isorientation P atients
Artw ork  and  f ilm s D istraction W aiting areas
G ard ens E nhance w ellbeing P atients
E x hibitions and  p u blic concerts D istraction P atients,  staf f ,  and  visitors

L ighting d esign R elax ing environm ents P atients,  staf f ,  and  visitors

W all p aint R elax ing environm ents P atients,  staf f ,  and  visitors

V isu al arts p u blicity  cam p aigns R aise u nd erstand ing abou t oral health C itizen

C oncerts R aise aw areness and  m oney to  com bat
p overty

C itizen

S ongs Teaching abou t sex u al health and  HI V C itizen

Tou ring theatre p erf orm ances  that d ram atize issu es arou nd  m ental health Health p rom otion C itizen

P op - u p  d ance p erf orm ances in p u blic sp aces Highlight new  ex ercise gu id elines C itizen

F estival R aise u nd erstand ing Arts in  Health C itizen

P articip atory  arts
p rogram m es f or sp ecif ic

p atient grou p s

Arts in p sy chotherap y

S p ecif ic p atient

I nd ivid u al p atient

S p ecif ic p atient

Arts on P rescrip tion

S p ecif ic p atient

S taf f

P atients,  staf f ,  and
visitors

C itizen

G eneral arts activities in
every d ay  lif e P atients

Arts- based  training f or staf f

Arts in the health care
environm ent

Arts in health p rom otion

Arts in healthcare
technology



- 130 -

第 5 章　ӳࠃͷපӃʹ͓͚ΔΞʔτ׆ಈͷӡ༻ମ੍

�-�-�. $,+ ⤌⧊の資金ㄪ㐩

　AIH 運Ⴀ上の最大の課題は資㔠調達である。アーティストへの報㓘や࣡ークショッࣉのための㈝用

など┤᥋発生する経㈝に加え、スタッࣉへの㈤㔠、オフィス㈤㈚料、通信㈝やಖ㝤料などのࣉロジ࢙

クト௨外の間᥋的にかかるコストが発生する。それࡺえに✚ᴟ的に資㔠を調達するᚲせがある。

　AIH の活動は大༙がឿၿ事ᴗ㔠 (Charity m oney) で運Ⴀされており、AIH 組織がそれࡒれ活動資

㔠を集めるດ力をしている。文⊩ [ 5-1]  [ 5-4]  [ 5-5] 及ࡧヒアリング調査から資㔠調達方ἲは13通りあり、

これらを≧ἣにᛂじて組みྜわせている（表 5-4）。

　　　⾲ �-� 　資金ㄪ㐩᪉ἲ

1) 自己資㔠：医療ᶵ関や付ᒓのチャリティᅋ体からの資㔠。

2) ≀㈍：ᒎ示しているアート作品の༷┈やグッࢬ㈍などの収┈。

3) イ࣋ント参加料：ࣃーティやイ࣋ントなど参加者、アートࣉログラムに参加する患者からの参

　加料。

4) ເ㔠：チャリティイ࣋ントやホーム࣌ージからのᐤ付㔠、ເ㔠⟽によるເ㔠など。

5) クラウドファンディング：資㔠調達の┠ᶆとスケジュールを設ᐃし、ᗈく協力をồめるインタ

　ーࢿットを通じた資㔠調達。

6) 。ログラムࣉログラム：アーティストが行う、無料のアートࣉランティア࣎

7) 現≀ࢧポート：人的ࢧポートもྵむ、ᶵ材など現≀のᥦ供。

8) ຓ成㔠：ᨻᗓ、アー࢝ࢶウンシルὀ 5-5）、ᆅ方自体、チャリティᅋ体などからのຓ成㔠。

9) スポンࢧーシッࣉ：ಶ人やᴗのスポンࢧーによる資㔠調達。

10) 研究㈝：大学などの研究ᶵ関からの研究㈝の活用。

11) 社会的投資：ࢯーシャル・イン࣋ストメントὀ 5-6）とばれる、社会的リターンを重視する投資。

12) コミッショニング : ᴗ、チャリティᅋ体、その他のἲ人からのアートのጤク。

13) ログラムࣉーセントࣃ (Per Cent for Art Schem e ὀ 5-7）)：බඹの建≀（病院をྵむ）の新築㈝の

　一部をアートのጤクにり当てるという方㔪を利用した資㔠調達。
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�-�-�.  $,+ 　⧊⤌るࡍᨭࢆ

英国各ᆅᇦで AIH を継続してきた組織が、その他の AIH の支援活動も行うようになることがある。

さらには L AHF のような支援や情報発信だけに≉化した AIH ポ ート組織がᏑᅾする。支援のෆᐜࢧ

は、イ࣋ントの㛤ദ、ᐃ期的なニュースࣞター、トࣞーニングセッション、アーティスト・建築家・

⮫ᗋスタッフ・ࢧービス利用者に対するアドࣂイスやࢧポートである文 5-5）。年に㸲回程ᗘ AIH 組織

同士の情報のᶵ会があり、この分野での⤖᮰力を高めている。とりわけ、 L AHF が中心的役

をᢸい、㸷つのᆅᇦを௦表する組織ὀ 5-8) と㉸ඪὴからなる㆟員連┕：(National Alliance for Arts, Health 
and Wellbeing) を 2012 年に立ࡕ上げ、ᨻᗓに対する AIH に関する様々なロビー活動と情報ハࣈとし

ての役をᢸっている 文 5-4）。
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�-�. ㄪᰝ࣮ࣗࣅࢱࣥ

　インタビュー調査は 2016 年 6 月 30 日に CWS において CW+  ,Art D irector, Trysten Haw kins Ặ、同日

G reat Orm ond Street Hospital for Childr en NHS F ounda tion Trus t のオフィスにて L AHF , di rector, D am ian 
Hebron Ặ、⩣日 7 月 1 日に R L H において V ITAL  AR TS, Arts m anager, Neesha G obin ዪྐに対して行わ

れた。主に組織の構成及ࡧ運Ⴀに関して、活動ෆᐜ、AIH に関する社会的≧ἣに対する聞き取り調査

を行なった。

�-�-1. ㄪᰝのᴫ要࣮ࣗࣅࢱࣥ

調査ղ：AIH 組織の病院 AM 3 名へのインタビュー調査 
実施年月：2016 年 6・7 月

調査┠的：病院における IH 組織の運用体制のᢕᥱ

調査対㇟：AIH 組織の病院 AM 2 名、ࢧポート組織（L AHF ) のディࣞクターව病院 AM １名

                 
 
Trysten Hauki ngs Ặ：Chelsea and Westm inster Hospital (CWH) のチャリティ組織 CW+ の病院 AM
D am ian Hebron Ặ：L AHF のディࣞクター、ケンࣈリッジ病院の病院 AM でもある。

Neesha G obin ዪྐ：R oyal L ondon H ospital (R L H) の AIH 組織 V ital Arts の病院 AM

調査方ἲ：༙構造型インタビュー調査

調査ෆᐜ：病院 AM の人材、組織構成、資㔠調達、運用ෆᐜ、AIH を支える社会的≧ἣ

�-�-2. ㄪᰝの⤖ᯝ࣮ࣗࣅࢱࣥ

　インタビュー調査の⤖ᯝを運用体制のෆᐜ㡯┠からまとめた（表 5-5)。
1) 導入に関して : 医ᖌᖿ部とのミーティング、ጤ員会などで導入を決ᐃ。病院スタッフのྜ意のも

とアート導入。

2) 人材に関して：病院 AM はアートの分野で専㛛をᣢࡕ、コミュニケーション能力にඃれている

事がᚲせ。病院 AM のᣢつ⫼ᬒにより病院のアート活動に≉Ⰽが出る。病院 AM が病院と外部協力

者の調整、クオリティの⤫制を行なっている。

3) 組織に関して：AIH 組織は㸰名〜㸲名で組織され、病院のෆ部か㏆㞄に拠点をᣢつ。AIH 組織

が一ᣓして病院のアートを管理運Ⴀ・大学がエビデンス調査に協力している。ࢧポート組織がありၨ

ⵚ活動、活動のアー࢝イࣈ化、情報の場のᥦ供をしている。ᨻᗓにാきかける㉸ඪὴ㆟員連┕ 
(APPG AHW) に発ᒎ・国家の戦␎としてಖ健┬がアート活動を᥎ዡしている。

4) 資㔠に関して：アー࢝ࢶウンシルを通して様々な活動にຓ成される。ᐤ付㔠・ຓ成㔠で AIH 組

織が運Ⴀ。絵画の㈍┈が活動の資㔠となる。予⟬つᶍは組織によって大きなᕪがある

5) ෆᐜに関して：ከくのアート作品を᭷する。アーティストࣞジデンスのᡭἲをとっている。患

者の参加型アートࣉログラムが実。感ᰁ予㜵・Ύᤲ・作品の点᳨などメンテࢼンスを行なっている。

ᆅᇦによりアートの᱁ᕪもある。

6) 大事な事：コミュニケーションをᐦに取る。ࣉロジ࢙クトに明☜なビジョンをᣢつ。ࣉロジ࢙

クトに対しጤ員会が⤖成され、戦␎的にᚲせな調査がされるなど構造的な強さをᣢつ事。
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　⾲ �-� 　 病院 $0 ㄪᰝの要⣙࣮ࣗࣅࢱࣥ
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�-6. 病院どᐹㄪᰝ⤖ᯝ

　ロンドンにある病院のうࡕ AIH を✚ᴟ的に取り入れている３つの病院を視察した。

　G reat Orm ond Street Hospital F or Childr en（ ௨ ୗ G OSH）、R oyal L ondon Hospital( ௨ ୗ R L H)、
Chelsea And Westm inster Hospital（௨ୗ CWH）にはそれࡒれ G OSH AR T 文 5-6）、V ITAL  AR TS 文 5-7）、

CW+  文 5-8）という AIH 組織がある。

これらの３病院では AIH 組織の関わり方のタイࣉが␗なる。AIH 組織の概せを௨ୗに示す ( 表
5-6)。

　　　⾲ �-6 　 病院どᐹㄪᰝᑐ㇟Table 2 　Arts in Health Organization Overview
                 （Arts in Health ⤌⧊のᴫ要）
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�-6-1.  *UHDW 2UPRQG 6WUHHW +RVSLWDO )RU &KLOGUHQ �*26+�

 大英博≀㤋をጞめከくの博≀㤋や大学がある㛩㟼で文化的なࣈルーム࣋ࢬリーᆅ༊に立ᆅする。

G OSH は英国がる᭷ᩘの子ども病院でᐤ付㔠も㇏富に集まる。経Ⴀ母体は G reat Orm ond  Street 
Hospital for Child ren NHS F ou nd ation Tru stで、ピーターࣃンのⴭ作料もこの病院に㢠ᐤ付されている。

病院㝃ᒓの G reat Orm ond S treet Hospital Childr en' s Charity から活動支援をཷけている。

　NHS Trus tの中に G OSH AR T は置付けられており（NHSෆ部型）、㸲人の職員で運Ⴀされている。

㏆年では⛥ᑡ患研究センターの建設の㝿、建築㈝の一部がアート作品の設置にてられた。エント

ランスの 40m に及ࡪ壁画は 100 名を㉸えるこども患者の㨶の絵をコラージュしてデザイࢼーがࣞイ

アウトした。᭤⥺を描いた壁㠃は海中の世界を感じさせる。ཷ付が⯪の形になっており、病院という

イメージをᡶᣔして⒵しと親しみを感じさせる空間である ( 真 5-1)。また、ᡭ術室前ᗯୗ壁㠃にᇙ

め込まれたインタラクティࣈなアートは人の動きを感知し動≀が᳃をᶓษる映像が一▐ὶれる。いつ、

どこに現れるか予できないため子どものẼᣢࡕを病Ẽやᡃからᛀれさせてくれる空間である ( 
真 5-2)。子どものためのアートࣉログラムが実しており、ᨻᗓのᨻ⟇指㔪において良い例としてᘬ

用された実⦼をᣢつ。ここで行われる AIH 組織の活動は、ビジュアルアートを利用したᒎ示や院ෆ

をᕠるࢶアー、㡢ᴦやࢲンス、演などのࣃフォーミングアートのᥦ供やアーティスト・イン・ࣞジ

デンスὀ 5-9）や࣡ークショッࣉ、アートコンクールの㛤ദなどの参加型アートに加え、⨾術㤋との連

ᦠやデジタルアࣉリの㛤発などがྵまれ、SNS などの発信も✚ᴟ的に行なわれている。

                          

　　　　　　　┿ �-1 Ꮚࡶ㐩の⤮ࣗࢪ࣮ࣛࢥࢆしたࢫࣥࣛࢺ࢚ࣥのቨ⣬
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　　　　　　┿ �-2 ᡭ⾡ᐊ前ᗯୗのࣝࢱࢪࢹ࡞ࣈࢸࢡࣛࢱࣥቨ⣬

　　　　　　

　　　　　　┿ ཱྀ❆のᐤ付金⧊⤌ࢸࣜࣕࢳ  3-�
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�-6-2 5R\DO /RQGRQ +RVSLWDO �5/+�

　R L H はࣂングラデシュからの⛣ẸがከくఫむᗢẸ的なᆅ༊にあり、Barts Health NHS Trus t が R L H
をふくめ㸳つの病院を運Ⴀしている。V ITAL  AR TS はそれらの病院の AIH を専ᒓで運Ⴀしている。

Barts Health NHS Trus t 専ᒓの AIH 組織である（NHS 専ᒓ型）。V ITAL  AR TS は㸰人の病院 AM で運Ⴀ

されており、そのうࡕの 1人はアートࢠャラリーの࢟ュࣞーター出身であるため、R L Hにはアートࢠャ

ラリーのような㉁の高いアート作品が⣙ 2000 点ᒎ示されている (2017 年㸷月現ᅾ )。　

　2012 年に新病院が設立され、その建築㈝の一部とᐤ付㔠から実㝿の⦰ᑻよりも大きな᳔子やࡠい

ぐるみが置かれ、インタラクティࣈなࢤームがᴦしめる子どもの患者のための㨩ᝨ的なアクティビ

ティルーム ( 真 5-4) と屋上ᗞᅬ、アート作品の設置㈝にてられた。アーティスト・イン・ࣞジデ

ンスが┒んに行われ、エントランスやㄯ話室などに作品を残している。

　絵画作品の㈍も✚ᴟ的に行われていて⨾術ࢠャラリーのように絵画が୪んでいる ( 真 5-5)、そ

の上㔠は新たな作品の㉎入や患者のアートࣉログラムの㈝用にてられている。

　他の 2 事例とẚ㍑すると予⟬つᶍが小さく患者のためのアートࣉログラムに関する研究やその他の

事ᴗ㛤ᣅに資㔠を当てることが㞴しいようである。

　　　

　　　　真 5-4 子どものためのアクティビティルーム
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真 5-5  ᗯୗにᒎ示・㈍されているアート作品

�-6-3 &KHOVHD DQG :HVWPLQVWHU +RVSLWDO �&:+�

　CWH はロックスターや᭷名人がከくఫむᆅ༊に 1993 年に建てられた。Chelsea and West M inster NHS 

F ounda tion Trus t は CWH をྵむ㸰つの病院を運Ⴀしており、病院付ᒓのチャリティᅋ体である CW+ の

活動には AIH を行う部⨫と医学的研究を行う部⨫がある（付ᒓチャリティ型）。ᆅᇦの富⿱ᒙからのᐤ

付もከい。病院ෆのアトリウムには大きなྞりୗげᘧの彫刻や壁画が空間をᙬり ( 真 5-6)、1400 点௨

上のアート作品がᒎ示されているがᨾ、┠⥺の先にはᚲࡎアートがあり自↛に意識がアートにྥく空間

である。CWH でもアート作品の㈍が行われ、年間 700 回௨上の㡢ᴦライࣈや演、ࢲンスイ࣋ント

などの患者のためのアートࣉログラムの㈝用にてられる。病院関ಀ者をເったチャリティの࢝クテル

ーティでは年間e100,000ࣃ ものᐤ付㔠を集めることができるという。その他、ಶ人のⳘ大なᐤ付で建て

られた映画㤋 㺀 M edi Cinem a㺁 では車᳔子や࣋ッドの患者も映画がᴦしめるようにス࣌ースに㓄៖がなさ

れていた ( 真 5-7)。高㱋者のためのケアࣉログラムでは絵画、運動、㡢ᴦ、ᅬ芸などの参加型アクティ

ビティを通して、患者は自分自身を表現したり、社会的に関わったりすることができる。アクティビティ

のദされる空間は真 5-8 のような空間であった。

　研究も┒んに行われ、現ᅾも大学と連ᦠしながら高㱋者におけるアートのຠᯝについての研究を行っ

ている。ロンドンにおける最も⿱福なᅵᆅが実した患者へのアートࣉログラムと AIH の発ᒎに大

いに㈉⊩しているといえる。
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　　　　　　　　　　　┿ �-6 సရࢺ࣮にタ置された࣒࢘ࣜࢺ

　　　　　　　

　　　　　　　┿ �-�  病院内のᫎ⏬㤋　　
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        　　　         ┿ �-�  ཧຍᆺのࢫ࣮࣌ࢫ࠺⾜ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉࢺ࣮
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�-6-�. における $,+ ⤌⧊の活動内容 

 対㇟とした 3 組織の活動ෆᐜは、3 ✀㢮に分㢮できる。

1)AIH 活動：病院とアーティストとの調整作ᴗや会場設Ⴀなど AIH の患者の健康のための活動。

2) 研究活動： AIH のຠᯝ ᐃなどの調査・研究で、⊂自で行うか大学や研究ᶵ関と連ᦠして行われる。

3) 組織運Ⴀ：ᐤ付㔠やຓ成㔠を⋓ᚓするための資㔠調達や年ḟ報告書の作成、SNS やホーム࣌ージの

᭦新といったᗈ報活動をྵむ組織運Ⴀ⯡に関する活動。

　各組織の病院 AM へのヒアリング及ࡧウࢧࣈ࢙イトから、各組織の活動ෆᐜはከ様であることがわ

かった ( 表 5-7)。患者のための「アートࣉロジ࢙クト」の中のࣦィジュアルアーࣃ、ࢶフォーミングアー

ードな活動ということがゝえる。組織運Ⴀのためࢲ参加型アートはඹ通して行われており、スタン、ࢶ

の絵画の༷やᐤ付㔠の収集などの資㔠調達活動は重せな活動であり、どの組織も行っていて、研究活

動や㛤発活動は、組織の予⟬ὀ 5-10）や体制により᭷無がある。３事例から組織のつᶍやṔྐ的⫼ᬒ、立

ᆅ環境や人材により３つの活動のẚ重に㐪いがみえる。

　　　　　　　⾲ �-� 　 $,+ ⤌⧊の活動内容

　　　　　

Table 3　Arts in Health Organization's activities
　　　　　（Arts in Health ⤌⧊の活動）

GOSH ART VITAL ARTS CW+

◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯

◯
◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯ ◯
◯

◯

◯ ◯

◯

◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯

◯

◯ ◯ ◯
◯
◯

◯ ◯

◯ ◯
◯ ◯

◯ ◯
◯ ◯ ◯

◯ ◯

◯

◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯

◯ ◯

◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯
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の❶のまとめࡇ　.�-�

　英国の AIH の病院におけるアート活動の運用体制のまとめは௨ୗのとおりである。

1� 人的体制

人的体制では病院 AM はᖿ部 , 医ᖌ , ┳護ᖌ , 患者と⥭ᐦな関ಀを作り、ᚲせなアート活動を導入

していた。病院 AM のᣢつ⫼ᬒにより病院のアート活動に≉Ⰽあり、病院 AM が病院と外部協力者

の調整、クオリティの⤫制を行っていた。AIH 組織は 2 名〜 4 名で組織され、病院のෆ部か㏆㞄に拠

点をᣢっている。また、AIH 組織をᆅᇦごとにまとめるࢧポート組織があり社会へのၨⵚ活動、活動

のアー࢝イࣈ化、情報の場を出していた。ࢧポート組織からᨻᗓにാきかける㉸ඪὴ㆟員連┕ 

(APPG AHW) に発ᒎし、ᨻ⟇に᭦なる活用の᥎進をാきかけている ( 図 5-3)。

・病院 AM はᖿ部 , 医ᖌ , ┳護ᖌ , 患者と⥭ᐦな関ಀを作り、ᚲせなアート活動を導入

・病院 AM が病院と外部協力者の調整、クオリティの⤫制を行っている

・病院付ᒓチャリティが㈈ᨻ的に支える

・ AIH 組織をᆅᇦごとにまとめるࢧポート組織があり関ಀ強化、知識✚、情報発信

・ᨻᗓにാきかける㉸ඪὴ㆟員連┕ (APPG AHW) が発㊊

・国家の戦␎としてಖ健┬がアート活動を᥎ዡしている（ᆅᇦ᱁ᕪある）

　　　

　　　　　

　　　　　図 �-3 ⱥᅜの運用体制における人的体制



- 143 -

第 5 章　ӳࠃͷපӃʹ͓͚ΔΞʔτ׆ಈͷӡ༻ମ੍

2㸧活動内容

活動ෆᐜに関しては、AIH 組織はከくのアート作品を᭷し（1400 点〜 2000 点）、病院ෆにከᩘᒎ

示している。明☜な┠ᶆをᣢった患者への参加型アートࣉログラムがᐃ期的に実施されており、時に

アーティストが病院にᅾして作品を制作するアーティストࣞジデンスのᡭἲをとる場ྜもある。感

ᰁ予㜵・Ύᤲ・作品の点᳨など管理活動も行なわれていた。病院外部との連ᦠもあり大学がアート活

動におけるエビデンス調査に協力している場ྜや、⨾術㤋や博≀㤋との連ᦠࣉログラムが実施されて

いた。・ከくのアート作品を᭷し、ᒎ示している（図 5-4）。

・患者の参加型アートࣉログラムが実

・アーティストࣞジデンスのᡭἲをとっている

・感ᰁ予㜵・Ύᤲ・作品の点᳨などメンテࢼンスを行なっている

・大学・研究ᶵ関がエビデンス調査に協力している

　　

　　　　　図 �-� ⱥᅜの運用体制における活動内容
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3㸧活動資金

活動資㔠に関しては、AIH 組織は㠀Ⴀ利ᅋ体で、ᐤ付㔠などで運Ⴀされている。病院付ᒓのチャ

リティ㈈ᅋからの資㔠㠃での⿵ຓの他に、病院ෆでアート作品の㈍・関連グッࢬの≀㈍・ᐤ付㔠❆

口による活動資㔠調達がなされていた。病院外部からは行ᨻの出先ᶵ関であるアー࢝ࢶウンシルから

アート活動にຓ成がなされており、予⟬つᶍは組織によって大きなᕪがある。調査対㇟の AIH 組織

である V ital Arts ではアートࣉログラム、作家フィー、材料㈝、制作㈝などのアート活動予⟬が年間

8 ポンド（⣙ 1200 ）と病院 AM 㸰名の人௳㈝で年間 7 ポンド（⣙ 1000 ）のつᶍであっ

た（図 5-5） 。

・アート作品の㈍・≀㈍・ᐤ付㔠❆口による活動資㔠調達

・アー࢝ࢶウンシルを通して様々な活動にຓ成される

・病院付ᒓチャリティからのᐤ付㔠・ຓ成㔠で AIH 組織が運Ⴀ

・絵画の㈍┈が活動の資㔠となる

　　　　　

　　　　　図 �-� ⱥᅜの運用体制における活動資金
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インタビュー調査は 2016 年 6 月 30 日に CWS において CW+  ,Art D irector, Trysten Haw kins Ặ、同日 G reat Orm ond 
Street Hospital for Childr en NHS F oun da tion Trus t のオフィスにて L AHF , di rector, D am ian Hebron Ặ、⩣日 7 月 1 日

に R L H において V ITAL  AR TS, Arts m anager, Neesha G obin ዪྐに対して行われた。主に組織の構成及ࡧ運Ⴀに関

して、活動ෆᐜ、AIH に関する社会的≧ἣに対する知見をᚓることができた。

L ondon Art in Health F orum (L AHF ) はロンドンにおける Art in Health の活動を発ᒎ・ಁ進・支援するための会員制

のチャリティ組織である。L AHF は現ᅾ、⣙ 3,000 人のメンࣂーからなり、過ཤ 10 年間アー࢝ࢶウンシルから

ຓ成をཷけている。ディࣞクターの D am ian Hebron Ặは Cam bridge  University Hospitals の Art in Health 組織であ

る病院 AM de nbrooke’s Arts の௦表でもあり、ව௵で L AHF を運Ⴀしている。

௦表的なᴗに Breathe Arts Health R esearch がᣲげられる文 5-9）。

表 5-3 は D aisy F ancour t 文⊩ 5-1) ( 前ᥖ、p.73-97、表の英ㄒ原題 ) が作成した分㢮を࣋ースに、現ᆅ視察でᚓた

知見およࡧ L AHF ホーム࣌ージにᥖ㍕されていた情報を加えて、筆者が作成したものである。

文化メディア・スポーࢶᗇ管㎄のアー࢝ࢶウンシル（Arts Counc il England ）はᨻᗓによる資㔠とあわせてᐆくじ

やࢧッ࢝ーくじの収┈㔠の一部を様々なアートࣉロジ࢙クトに対してຓ成を行っている。

社会的投資とは、NPO やᴗによる社会的課題ゎ決のための事ᴗに対して、社会的リターン（経῭的リターン

はある場ྜとない場ྜがある）をồめる資㔠ᥦ供者によって、ᥦ供される投資である文 5-9）。

ログラム（（Per Cent for Art Schemࣉーセントࣃ e）は㞄国アイルランドではἲ௧化されているが英国では国的

なἲ௧化はされていない。しかし、一部のᆅ方自体ではこの制ᗘの活用に取り組んでいる 29）。
9 つのᆅᇦには AIH ࢧポート組織がある。それࡒれ Equa l Arts(North East)、Arts for Health M anchester(North West)、
Creative Health(West M id land s)、Arts D ebyshire(East M id land s)、Arts and  Health East (East Anglia)、Arts and  Health 
sout h West(Sout h West)、Sout h East Arts and Health Partnership(Sout h East)、L ondon Art in Health F orum  (L ondon) がᏑ

ᅾし、AIH を導入したい病院と活動したいアーティストや組織とを⤖ࡧつけている。

アーティスト・イン・ࣞジデンスとはᣍ⪸されたアーティストが、あるᅵᆅにᅾし、作品の制作やリࢧーチ活

動を行なうこと文 5-11）とされる。

Art in Health 組織の予⟬つᶍについてのメール調査に㏉信があった V ITAL  AR TS では患者ためのアートࣉログラ

ムに年間⣙e20,000、アーティストの作家に対して⣙e20,000、材料㈝に⣙e20,000、設置㈝⣙e20,000、人௳㈝に⣙

e60,000、ྜ計⣙e140,000 で運Ⴀしている。基本的に付ᒓチャリティがこれを㈇ᢸしている。資㔠調達としてᚓ

られる外部資㔠はアー࢝ࢶウンシルからのຓ成㔠は年間e6,000、その他、絵画の༷┈やイ࣋ント参加㈝である。

しかしそのヲ⣽は現ᅾのとこࢁ明である。（1 e㸻⣙ 149  2018 年 7 月現ᅾ）。
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�㸧⥲ᣓ

　௨上のことから英国では国家の᥎ዡのもと AIH が組織的かつ継続的な運用体制がᩜかれ、クオリ

ティの高いアート活動が運用されていた。また資㔠㠃では病院ෆ部での資㔠調達（アート作品の㈍、

関連グッࢬ㈍など）と病院外部からの資㔠調達（ຓ成㔠、ᐤ付㔠、クラウドファンディングなど）

を㥑し組織の運Ⴀを行なっていることがわかった。

　日本においても病院におけるアート活動がᾐ㏱しつつあるが、ල体的な資㔠の調達方ἲや SNS を

利用したᗈ報活動、ウࢧࣈ࢙イトを通じた情報の✚およࢧࡧポート組織のᏑᅾなど英国における

アートを運用する仕組みは大いに参考になるものである。

　本章のෆᐜは J SPS ⛉研㈝ J P15K 14090 のຓ成をཷけたものです。視察ゼၥにご協力をいただいた

対㇟施設のスタッフの方々に記して感謝の意を表します。
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6-1. まとめ

　これまで 2 章では小児患者、高㱋者、ての利用者とアート活動の対㇟が␗なるアート活動を行っ

た。また活動のෆᐜも壁画や立体の制作などによる空間演出を行った事例、ࣃフォーミングアートな

ど時間の演出をした事例、患者や職員が参加しながら導入を行った事例とከ様なアート活動を実践し、

運用体制の知見として、空間を演出をするアート活動は、患者やその家族、職員など施設を利用する

すての人にとってẼᣢࡕがᏳらいだり、空間が明るく感じられたりとポジティࣈな༳㇟をえてお

り、アート作品は場所に意付けをしࢧインとしてのෆ性を高めることが示された。ᆅᇦの環境的

文⬦を取入れᆅᇦの㨩力を発信することで、病院のオリジࢼリティにᐤでき、アート活動をきっか

けとして会話がㄏ発されたり、職員や患者の࣡ークショッࣉへの参加などで職ົの✚ᴟ的なጼໃの喚

起や病院へのឡ╔がྥ上することが明らかとなった。また、時間的演出をするアート活動は高㱋者の

Q OL をྥ上させ、アート活動を行うことで患者を㏄えるጼໃの表明や病院理念の表明など病院のア

ピールにつながっていることが示された。

　課題としてデザインのい回しによる࣐ンࢿリ化。アート作品のメンテࢼンスのᚲせ性が示された。

施設に予⟬がないことと、外部からの協力をཷけ入れるための調整が職員の㈇ᢸ感につながったこと。

。ンの人事␗動による᥎進力のపୗがᣲげられたࢯーࣃー࢟

　3 章ではឡ知県ෆの病院にアート活動に関してヒアリング調査を行い、一⯡的な病院のアート活動

の活動ෆᐜや運用体制を調査した。その後、国の病院におけるアート活動の普及≧ἣや経年の変化

を読み取る┠的で、2013 年と 2019 年に国の病院にアンケート調査を行いアート活動の実態と経年

変化、導入前後の課題を調査した。

　その⤖ᯝ、人的体制については、医ᖌ・┳護ᖌ・建築設計者、ᆅᇦ組織、大学が導入のきっかけなっ

ており、意思決ᐃを病院ᖿ部がしていた。病院外部のᅋ体・組織との協ാはᑡなく、アートを支援・

᳨ウする部⨫やጤ員会はᑡないが、アート活動はᚲせなものと認識されていた。病院 AM はあまり

認知されておらࡎ、あまりቑ加はしていない。他のᴗົとව௵している事例もみられ、アート活動に

おける人的体制は༑分ではないことが示された。

　活動ෆᐜについては┠的をᣢったアートの導入は国の病院の 6 に達し、2013 年〜 2019 年で 3
ቑ加していた。導入している病院の 6は新ᨵ築時に導入しており、絵画や真などのᒎ示系のアー

ト活動や㡢ᴦ演ዌは普及しているとゝえる。一方で外部協力者の⿵ຓがᚲせな参加型のᡭἲをとって

いるアート活動の事例はᑡなかった。

　活動資㔠に関しては、アート活動は病院の予⟬で行っている病院が༙ᩘ௨上で、予⟬は 10 〜

100 と病院によってᕪがある。予⟬☜ಖができている病院はቑ加しているが外部資㔠による支援は

まだᑡないことが明らかとなった。

　アート活動の導入には予⟬と情報㊊、人材㊊が障害となっており、導入後はアートのຠᯝ ᐃ

や管理、専㛛家のᅾが、継続的運用の支障となっていた。つまり、アート活動 導入と運用に関して、

①アート活動に関する認知㊊のゎᾘ、ղ専㛛知識を備え主導できる人材の導入、ճアート活動を導

入・運用する予⟬の☜ಖ、մアート活動のຠᯝの ᐃ、յアート活動の運用体制の整備、といった課

題をඞ服するᚲせがある。

　4 章ではアート活動を導入している病院へのアンケート調査と病院 AM がいる場ྜの運用体制のᢕ

ᥱのためのインタビュー調査からの国ෆの先進的取り組み事例をྵんだ国的な運用体制のᢕᥱをヨ

みた。

　その⤖ᯝ、アート活動を継続している病院には K P がᏑᅾしており、外部協力者と継続的な関ಀを

⤖んで活動を行なっていた。新ᨵ築時には病院と外部組織がከく関わるが、᪤Ꮡ施設型のアート活動



- 148 -

第 6 章　⤖論

では外部協力者との連ᦠがᑡなかった。活動継続において人的に重せな点として関ಀ者の⇕意やࣔチ

ーションの⥔ᣢ、ෆ部と外部の協力体制と情報ඹ᭷がᣲげられ、それを可能にする病院࣋ AM の᥇

用には病院ᖿ部の理ゎと᥎進、職員の理ゎが重せであることが示された。

　5 章では文⊩調査とインタビュー調査、病院視察調査から英国の Arts in Hearth という概念を⣣ゎき、

それに関する英国体の支援システムのᢕᥱと AIH 組織の運用体制を明らかとした。

　英国では国家の᥎ዡのもと病院 AM が病院と外部協力者の調整、クオリティの⤫制など組織的か

つ継続的な運用体制がᩜかれていた。また、AIH 組織をᆅᇦごとにまとめるࢧポート組織があり社会

へのၨⵚ活動、活動のアー࢝イࣈ化、情報の場を出していた。さらにࢧポート組織からᨻの

㠃からᨻᗓにാきかける組織に発ᒎし、大きくすこの分野を᥎進しているẼ運が感じられた。

　また資㔠㠃では病院ෆ部での資㔠調達（アート作品の㈍、関連グッࢬ㈍など）と病院外部から

の資㔠調達（ຓ成㔠、ᐤ付㔠、クラウドファンディングなど）を㥑し活動を継続をしていることが

わかった。ල体的な資㔠の調達方ἲや SNS を利用したᗈ報活動、ウࢧࣈ࢙イトを通じた情報の✚

およࢧࡧポート組織のᏑᅾなど英国におけるアートを運用する仕組みは大いに参考になるものであっ

た。
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6-2. 　運用体制の要件

　௨上のことから、せ௳として人体体制について 5 㡯┠、活動ෆᐜについて 5 㡯┠、活動資㔠につい

て 2 㡯┠に整理した（図 6-1）。
　人的体制に関しては、࢟ ーࣃーࢯンを㍈に実践を✚み重ࡡ、関ಀ者の⇕意やࣔチ࣋ーションの

⥔ᣢ、ྥ上を図る。病院ᖿ部、病院職員の理ゎと協力を᥎し進める。外部協力者と連ᦠ強化する

ためにཷ入・協ാ体制を整備する。߀病院 AM の設置・ᣑ・組織化を行う。ࢧ߁ポート組織の発

ᒎにより、関ಀ性の強化、知識の✚、情報発信を図る。

　活動ෆᐜに関しては、߂新築やᨵ築時にアート活動の導入を᳨ウする。߃明☜なビジョンやඹ通┠

的をᣢࡕ、実践とᨵ良を⧞り㏉す。߄ᆅᇦやṔྐとの関連性、ᅄ季の変化、≀ㄒ性を᳨ウする。߅参

加型アート活動によりὶをಁしឡ╔と主体性をᘬき出す。ߚ大学などの研究ᶵ関の協力でຠᯝ ᐃ

を行い見える化を図る。

　活動資㔠に関しては、 アート作品の㈍、関連グッࢬの≀㈍など病院ෆで資㔠⋓ᚓを┠指す。

ᴗ CSR 、クラウドファンディング、ຓ成㔠などの外部資㔠⋓ᚓを┠指す。

　

　また、整理したせ௳を運用体制における人的体制、活動ෆᐜ、活動資㔠での関ಀが分かるように図

ᘧ化し（図 6-2）、12 㡯┠のせ௳が病院ෆ外において導入前後にどう置付けられるかを示した（図

6-3）。

　

　　　　　　　　　図 6-1  抽出された要件の関係性
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　　　　　　　　図 6-2 整理した要件の関係図

人的体制

活動内容

活動資金
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　　　　　図 6-3  病院内外における導入前後の要件の位置付け

6-3.　研究のまとめと今後の課題

　本研究は病院における運用体制をᢕᥱし、せ௳を整理した。アート活動を導入・継続したい病院や

病院で活動したい（している）外部協力者にとっての一つの指㔪となり、ⲡの᰿的な活動の᥎進に㈉

⊩できると期ᚅしている。ᢳ出したせ௳をᶵ能させるためには体を通しての病院患部や職員の理

ゎと協力をいかにᘬき出すかが重せとなる。そのためにはの実践が重せであるが K P の⇕意が重せ

であると同時に߁の病院に対する情報発信が重せである。英国にみるࢧポート組織のように、国的

な実践例やそのຠᯝなどをわかりやすく参↷できる情報や病院の実践者を࣐ッチングできるようなࣉ

ラットフォームの構築もồめられる。

　他方で病院におけるアート活動において᰿本を支えているのは、あくまでಶ人的な強い動ᶵである

Ẽがしている。実践者の強い思い、病院長や職員の思い、㔠㖹的に支援する方の思いなど無ᩘのಶ々

の思いに支えられている。そんな思いをඹ᭷したり、発ᒎさせたり、影㡪しྜうような場がồめられ

ていると感じている。名古屋市立大学が文化ᗇからຓ成をཷけ行った事ᴗで自身も運Ⴀに関わった「な

ごやヘルスケア・アートࢿ࣐ジメント᥎進ࣉロジ࢙クト ὀ 6-1）」ではከくの実践者・病院関ಀ者が

ὶできる場を出してきた。今後このようなࢧポート組織のᏑᅾが国のẼ運を┒り上げ、大きな᥎

進力に⧅がるのでないかと期ᚅする。

　今後の研究の方ྥ性として、本研究ではアートセラピーなどのデ療の分野やそのຠᯝ᳨ドには調査

が及んでいない。アートセラピーに関連するᅬ芸療ἲやヒュー࣐ンインターフ࢙イスの分野ではその

ຠᯝ᳨ドにおいて✚があり、病院におけるアート活動のຠᯝ᳨ドにᛂ用できる可能性がある。自身
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のアート活動を通して病院におけるアート活動のຠᯝ᳨ドの課題に取り組むᚲせがある。一方で、ಶ々

の思いや活動がᣢ続できるような仕組み作りに╔┠し、 K P となる大学、NPO、アーティスト、デザ

イࢼーなどの外部協力者をᗈく支えるࢧポート組織の発ᒎをಁす研究のᚲせ性があるだࢁう。

注
ὀ 6-1） 2018-2022 年ᗘの 5 年間、「文化ᗇ 大学における文化芸術᥎進事ᴗ」に᥇ᢥされ、医療系・人文社会系・芸術工

学系を擁する名古屋市立大学の人材と、20 年௨上にわたる芸術工学部でのヘルスケアアートの実⦼を活かしつ

つ、ヘルスケア分野におけるアートࢿ࣐ジメント人材の⫱成やその᭷用性のၨ発を┠指し、連続講ᗙやシンポジ

ウム、࣡ークショッࣉを㛤ദした活動。
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